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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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俺はまだ、本気を出していない２
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28　倍プッシュ










　いや、諦めるのはまだ早い。

　何か方法はあるはずだ、考えろ俺。

　俺の目的はシンプルだ。

　功績を上げたくない、実力バレしたくない。

　それを昔からずっと考えている。

　それが良かった。

　日夜考えてるから、すぐにひらめいた。

　俺はここに来る前に屋敷を吹っ飛ばしてる、そのまま誰にも何も告げずに出てきて、四日間音おと沙さ汰たなし。

　――良くない失しつ踪そうの形になってるはずだ。

　何か取り憑つかれたってことにしよう。

　取り憑かれて、操られてるってことにすれば、これを倒したのが俺の力だって説明もつく。そういう時は力がブーストされることもあるから、そういうことに出来る。

　更に記憶がないって言い張ることも出来る。

「……いける、いけるぞ。この設定」

　考えれば考える程いけるって気がしてきた。

　暴走したてですぐに姿を消したのがここに来て良い方に作用した。

　取り憑かれてる信しん憑ぴよう性せいを更に増すためには――兵士たちを倒そう。

　暴走を装よそおって、全員それなりにボコっとこう。

　一般兵相手だ、後で――正気に戻った俺が賠ばい償しようとか見舞いとかすればカタがつく。

　むしろ貴族である俺の失態を隠すために大金を払ってもいい。

　俺のミスをカノー家に尻しり拭ぬぐいしてもらう形だ。

　うん、ますますいい設定になってきたぞ。

　よし、この設定でいくぞ――。

「殿下！　目の錯さつ覚かくではありません、竜王の影が倒されてます」

「あの男です、あの血まみれの男がやったようです！」

　兵士に飛びかかろうとした瞬間、その言葉にピタッ、と動きが止まった。

　……殿下？

　ピタッと止まって、おそるおそる三百人弱の兵士の集団を見る。

　隊長らしき男が、おそるおそるって感じで俺に話しかけてきた。

「私の名はショウ・ザ・アイギナ。アイギナ王国第三王子だ」

　……王子？

　王子って、あの王子？

　国王の三番目の息子とかっていう、あの第三王子？

　殴なぐり掛かるのが、一瞬で出来なくなった。

　いくら――何かに取り憑かれてる設定でも、それで王子に危害を加えたらお家取り潰しの可能性が出てくる。

　倒せない、倒すって選択肢しが跡形もなく消えてしまった。

「貴公はもしや、ヘルメス・カノーではないか」

　しかも俺のことを知ってるよ王子様！

「え、いや……」

「竜王の影を一撃で倒したのはどうやったものなのだ？」

　更にまずい、はっきり認識してる。

　くっ、王子相手に株が上がってしまうのか？





☆






「……つまり、見なかったことにしろ、と？」

　竜王の影の死し骸がいのそば。

　兵士たちを遠ざけて、第三王子ショウ・ザ・アイギナと二人で話した。

　というより頼み込んだ。

　もはや誤ご魔ま化かせないと思った俺は、ストレートに、竜王の影を倒したのが俺だと言って、しかし他人には言わないでほしいと頼み込んだ。

「はい」

「何故だ。竜王の影のことは知っていよう。これを倒したとなれば、そなたは英雄として称たたえられるのだ」

「申し訳ありません殿下。どうかご勘弁下さい」

　理由はいわなかった、とにかくダメだという一点突破で、ショウに頼み込んだ。

　最初は理由を聞き返してきたショウだが、俺が「とにかくダメ」って言うもんだから、次第に諦め、そして呆あきれの二つの感情が顔に出た。

「ふぅ……リナから聞いた話そのままだな」

「リナ殿下から？」

「ああ、そなたは力はあるが、何故かそれを隠そうとする。そう聞いている」

「くっ」

　彼女そんなことを言いふらしてるのか。

「安心しろ」

「え？」

「今のところ私しかその話を聞いていない、そのはずだ」

「そ、そうですか」

　本当にそうなのかは知らない、が信じるしかない。

　そしてリナから話を聞いてるのなら、少しは話を合わせてくれるかもしれない。

　だから俺は、思いっきり、とにかく拝み倒す勢いで頼み込んだ。

「お願いします殿下！　どうか!!」

「……分かった」

「じゃ、じゃあ!?」

「ああ、誰にも言わない。もとより竜王の影は、刺激しないように、私たちがうまく誘導して人里から遠ざけているのだ。死んだとしても、人里に現れないという意味では今までと大して変わらない。むしろ永久に脅きよう威いがさっていいくらいだ」

「本当ですか？」

「くどい。一度承しよう諾だくしたことをくつがえさん。王家の言葉は山よりも重い」

「ありがとうございます！」

　俺はパッと頭を下げた。

　いやあ、この王子、話が分かる。

　ショウがこのことを腹の中に収めてくれるって言うんだ。

　俺の強さを知ってる人間が更に一人増えたが、言わないのなら増えてないのと一緒だ。

　リナの時もそうだが、王族は「王家云うん々ぬん」って言葉が出てきた時は信用出来る。

　俺はホッとした――その時。

　竜王の影の死骸がうごめき始めた。

　ボコボコと液体の沸ふつ騰とうするような音が聞こえて、俺とショウは同時にそっちを見た。

　俺が引き裂いた口が更に裂けて、そこから黒い影が飛び出してくる。

　影はショウを襲った。

　助けなきゃ――いやまずい。

　と、一瞬ためらったが、よく考えたらショウはもう俺が「ある程度強い」って知ってる、なら彼の前でためらう必要はない。

　一応周りだけ確認、兵士たちは遠く離れてる上に背中を向けててこっちを見てない。

　これなら大丈夫。

「失礼」

　俺はショウの腰からロングソードを抜き放ち、飛んできた影を斬きった。

　一撃めは斬れなかった、刃がすり抜けた。

　物理的な存在ではないらしい。

　ならばと、燕つばめ返がえしの如ごとく二撃目を放つ。

　今度は対霊体に効果のある斬ざん撃げきを。

　すると、黒い影は真っ二つに切り裂かれて、煙の如く跡形もなく消え去った。

　この手のヤツは――

「どうやら殿下をのっとろうとしたみたいですね」

　推測だが、当たらずとも遠からずのはずだ。

　あれがドラゴンに取り憑いてる、竜王の影の正体かもしれないな。

　まあ、倒したことだし、もうどうでもいっか。

　俺はハサミとか包丁とか、そういうのを返す時の様に、ロングソードの刃を自分の方に向けて、ショウに差し出した。

「差し出がましいことをしてすみません……殿下？」

　ショウが真っ直ぐ俺を見つめていることに気づいた。

　その表情は真剣そのものだ。

　……まずい！　――こっちがあったか！

「命を助けられたな」

「いや、それは――」

「私はアイギナ王国第三王子、ショウ・ザ・アイギナだ」

「で、殿下。このことは内緒にという約束を」

「うむ、王族に二に言ごんはない。竜王の影を討とう伐ばつしたことは墓まで持っていく。しかし」

　カッ、と目を見開くショウ。

「命を救われたことは礼をしなければ王族の名折れだ」

　と、言い切ったのだった。

　ああもうこれ、止められないのか……。

　諦めざるを得なかった。

　幸い、ショウは竜王の影のことは秘密にすると言ってくれたんだ。

　それが不幸中の幸い――。





☆






　――なんてことはなく、むしろ逆効果だった。

　リナの時同様に、ショウはスライムロード討伐を理由に、俺に二つ目のクシフォス十字勲章をよこしてきた。

　スライムロード討伐ごときに二つの十字勲章。

　それがはっきりと逆効果になって。

　ヘルメスという男はなにかあるのか？

　と、王国で逆に噂うわさになってしまったのだった。










29　息を吸うように事態を悪化させる










「はあ……」

　屋敷の書斎で、俺は机の上に並んでいる、二つの十字勲章を見て、深いため息をついた。

　二つ目の十字勲章、名目はどっちもスライムロードの討伐。

「これは予想出来なかった……ってかグルだろあの二人……」

　予想出来なかった展開と、自分のうかつさで頭が痛い。

「師し匠しよう！　ヒマだったら稽けい古こをみて下さい――おお！」

　書斎に入ってきたミデア。

　彼女は机の上に置かれてる二つの十字勲章を見て、目を輝かせた。

「これが今回もらったものですね。さすが師匠！　クシフォス十字勲章をこの短期間で二つももらえるなんて！　やっぱり師匠はすごい人です！」

「……」

　突っ込む気にもならない。

　無邪気なミデアの持ち上げに、逆にため息をつきたくなった。

　コンコン、とノックの音がしてそっちを向くと、ミデアが閉めないで入ってきたままのドアの前に姉さんがいて、姉さんは開いたドアにわざわざノックしていた。

「姉さん」

「こんな所にいたのですね。ああ、これが二つ目の十字勲章」

　ドアを後ろ手で閉めて、書斎に入ってきた姉さんもミデアと同じ、まずは十字勲章に目がいった。

「師匠ってすごいですよね！」

「それはもちろんです。ところでヘルメス」

「どうした姉さん」

「どうしてこれをいただけたのですか？」

「うっ」

　さすが姉さん、スライムロード討伐という理由を最初はなっから信じてないみたいだ。

　そりゃそうだ。一つ目でもいろいろ疑わしいのに、ましてや倍プッシュの二つ目だ。

　聡明な姉さんがそれを鵜う吞のみにするわけがない。

　が、さすがにそれを言うわけにはいかない。ごまかさなきゃ。

「いやあ……それは……」

　が、何も思いつかなかった。

　何も言わない方がいいって気もする。言ったら言ったで墓穴を掘りそうだ。

　いやしかし、何も言わなければ言わないで、やっぱり墓穴を掘りそうな気がする。

　あれ？　なんか詰んでる？

　なんて、俺が悩んでいると。

「竜王の影ですね、分かります」

「知ってたのか姉さん！」

「え？」

「え？」

　何故か姉さんがびっくりしていた。

　俺もそんな姉さんの反応にびっくりした。

　間にミデアをはさんで、俺と姉さんは間抜けな顔同士で見つめ合った。

「最近出没してるから適当にネタで言ったつもりだったのですけど……まさかあたるとは」

「うがっ！」

　冗談だったのかよ！　そして引っかかったのかよ俺！

　なんてことだ……いや待て。

　プラスに考えるべきだ。

　ばれたのが姉さんで良かったと。

　姉さんは俺のいろいろを知ってる、知られても今更だ。

　問題は――話を聞いてるミデア！

「あの、師匠」

「なんだ」

「りゅうおうのかげ、ってなんですか？」

「…………知らないのか」

「はい、すごいんですか？」

　あっけらかんと答えるミデア。本当に知らないのが分かる反応だ。

　……。

　まずい、それは非常にまずい。

　知らないというのが非常にまずい。

　竜王の影という存在の重大さを知らないと、「師匠が強いモンスターを退治したよー」くらいのノリで、無邪気に言いふらされるかもしれない。

　がっつり口止めしなきゃ。

「ミデア、このことは内緒だ」

「このことって？」

「俺が倒したモンスターの名前のことだ。誰にも言うな」

「えー、でも師匠の格好いいところをみんなに教えないと――」

「言ったら破は門もんな」

　真顔で脅きよう迫はくするように言うと、ミデアはパッ、と自分の口を押さえた。

「ふぁふぁひふぁひぃふぁひひふぁへん」

「分かりました言いません、だな？　口押さえて話さなくてもいいから」

「はい！　ちゃんと墓の中まで持っていきます！」

　さすが孫、あのじいさんとおなじ言い回しをしてら。

　ミデアは素直な子だ、問題はないだろうが、念の為にもう一押し。

「本当だな？　言ったら即破門だぞ」

「いいません！　信じて下さい！」

「分かった」

　ミデアの目はものすごく真剣だった、若じやつ干かんの怯おびえもあった。

　破門を恐れてるのなら言わないだろう。

　強めに脅おどしたのでちょっと良心が痛むが、致し方なし。

「私、稽古してきます！　師匠たちの大事な話はこれ以上聞きません！」

　ミデアはそう言って、書斎から出ていった。

　聞かなければ漏もらせない。

　ミデアが約束をまもるつもりがあると分かって、俺はちょっとホッとした。

　廊ろう下かに出て、ドアを後ろ手で閉めるミデア。

「あっ、ミデアちゃん。ねえねえちょっと聞いていい？」

　直後に、壁越しに若い女の声が聞こえてくる。

　この屋敷で姉さんとミデア以外の若い声、メイドだ。

　メイドはミデアに、

「ご主人様の勲章、あれ何でなのか聞いてない？　弟子なんだから聞いてるよね」

　げっ、いきなりきたか。

　まあでも、ミデアは言わないって言ったし――

「し、知らないです！　師匠がなんかすごいのを倒したとか全然知らないです！」

「おお、やっぱり何かすごいことしたんだ。ねえなになに、それってなに？」

「うわわわわわ！」

「噓が下手へたか！」

　椅い子すを倒して立ち上がる程の勢いで突っ込んだ。

「彼女はそうでしょう」

　姉さんが微苦笑した。

　俺は追いかけて外に出たが、ミデアは既に逃げる様にどこかへ去った後だ。

　この日、次々とミデアに内情を聞こうとする者が現れて、ミデアはあの調子で否定し続けた結果。

　二つの勲章の噂うわさは、ますます泥沼にはまってしまった。










30　娼婦の純情










「ヘルメスちゃん、一生のお願いがあるの！」

　なじみの娼しよう館かんの中、オルティアが両手を祈るように組んで、上目遣いですがってきた。

　ついでに正座もしてるというかなりの頼み込みっぷりだ。

「お前の一生は何回あるんだ」

　とりあえずお決まりのツッコミをした。ここまでがワンセット。

　形式上突っ込むだけ突っ込んで、話はきくことにする。

「今度はなんだ、また美味おいしい酒でもピンドスに入ってきたのか？」

「ううん、それは後で普通におねだりする」

「別途でやるんかい」

　まあ、それくらいのノリならそんなに高い酒じゃないし別にいいだろ。

　それよりも「一生のお願い」だ。

「あのね、お姉様がピンドスに来るの」

「お前に姉がいたのか？」

「そうじゃなくて、娼婦のセンパイみたいな人」

「なるほど」

　言われて、納得した。

　オルティアが実の姉を「お姉様」って呼ぶキャラじゃないしな。

「そのセンパイがどうしたんだ？」

「すっごい人気の娼婦なの。ヘスティア・メルクーリって知らない？」

「いや」

　その名前は聞いたことないな。

　世界中の「オルティア」なら全員顔を知ってるけど。

「えっと、すっごい人気の娼婦なの。予約とか、問い合わせとか。そういうのが三年先まで埋まってる人なんだよ、お姉様は」

「そりゃすごい」

「でね、しばらく休みたいからあたしの所に避難して来るんだけど、それがばれちゃって、今度はこっちに話が殺到してるのよ。だからヘルメスちゃん！　ここにいる十日間、お姉様の客になってくれないかな。形だけの！」

　手を合わせて、再び頭を下げてくるオルティア。

　ちらっと上目遣いで見てくる瞳は、つよい懇こん願がんの色があった。

「なるほど、指名を独占して何もするなってことか。空いてりゃねじ込もうとするやつもいるが、他の客がいればそうでもないか」

「うん！　代わりにあたしがその後なんでもさせたげるから。ねっ！　一生のお願い！」

　またまた出た一生のお願い。

　よほどその「お姉様」の力になりたいんだな。

「構わんぞ」

「本当に!?」

「指名だけして、何もしなくてもいいんだな？」

「うん！　あっ、他人の目をごまかすために一緒の部屋にいてくれた方がうれしいけど」

「そりゃそうだ。いいぞ」

「ありがとう！」

　オルティアは俺に飛びつき、首に腕を回して抱きついてきた。

　この屈託のない感情表現、ただ色っぽくエロイだけじゃない親しみやすさ。

　オルティアが人気娼婦である理由の一つだなと、何となく思ったのだった。





☆






　数日後、同じ娼館の中。

　貸し切りって形で用意された座敷の中で待ってると、引き戸が開け放たれ、一人の女が姿を見せた。

　派手ではないが、気品と色気を兼ね備えたドレスで身を包んでいる。

　仕草や物腰は上品だが艶あでやかで、いかにも人気娼婦、という感じがした。

「お初にお目にかかります。わっちがヘスティアでありんす」

　部屋に入ってきたヘスティアは俺にしずしずと一いち揖ゆうした。

　その時、長い髪がぱらり、と肩からこぼれた。

　すると見えたのは、長く尖った、特徴的な耳だった。

　へえ、――耳長族エルフか。

　ほとんど人里に出てこなくて、世界各地の森に引きこもってるエルフが娼婦をやってるのは中々珍しい。

　何か事情はあるんだろうが、まあ突っ込むまい。

「俺はヘルメス、オルティアから話は聞いてると思うが」
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「主ぬし様さまには感謝の気持ちでいっぱいでありんす」

「気にするな。俺はここでくつろいでるから、お前も好きにしてろ。それでいいんだな？」

「……」

「なんだ、そんな鳩が豆鉄砲を食ったような顔は」

「……主様は、体に異変はなんともないのでありんす？」

「体？　いやなんでもないが」

「……」

　ヘスティアはますます驚いた顔をした。

　なんだ？　異変がないとダメなのか？

「わっちは体から香りを放つようでありんす」

　ヘスティアはいきなり語り出した。

「香り？　ああ、いいにおいはするな」

「……その香りは、男を狂わすのでありんす」

「狂わす？」

「香りそのものが強烈な媚び薬やく、催さい淫いん効果を持っているようなのでありんす」

「へえ」

　それはすごいな。

「仕事には便利だな――ああ、だから休まらないって話か」

　ヘスティアは静かにうなずいた。

　なるほどな。

　体臭が効果を持ってて、本人が調節出来ない（っぽく言ってる）のなら、娼婦としてはいいが、逆に休まる時もなくなるな。

　それが「男を狂わす」レベルなら、さぞかし困るだろうな。

　まあ、その手のものは俺には効かないが。

「気にしないで休んでていいぞ。何か注文した方がいいってんなら勝手に決めてくれ。後で諸もろ々もろオルティアに請求する。なんでもするって言ってたからな」

「ありがとうでありんす」

　話が一段落して、ヘスティアから目をそらして窓の外を見た。

　開け放った窓の外には栄えたピンドスの街並みが見える。

　特に何かするでもなく、それを眺めた。

　オルティアが頼んだのは、俺が客としてヘスティアの予定を埋めて、他の客からの防波堤になること。

　つまりここでグータラとしてるだけでそれが達成出来る。

　グータラするのは得意だ。めっちゃ慣れてる。

　いろんな意味で間違いを起こさないように、今回は酒も飲まないことにした。

　ふっ……完かん璧ぺきだ。

　そうやってしばらくグータラしてると、ヘスティアの気配がやたらと静かになったのを感じた。

　振り向くと、ヘスティアが座敷で座ったまま、船を漕こいでいる。

　別に船を漕ぐこと自体どうでもいいんだが、俺が振り向いた途端、風が窓から吹き込んできて、眠ってるヘスティアがブルッと身震いした。

「風邪かぜでも引かれるとオルティアに恨まれかねんな」

　つぶやきつつ、窓を閉めて、ヘスティアに近づき、上着をそっと掛けてやった。

「あっ……」

　丁てい寧ねいにやったつもりだったんだが、ヘスティアを起こしてしまった。

　彼女は至近距離にいる俺を見て、眉まゆをひそめてしまう。

「疲れてるなら横になってていいぞ」

　と言って、窓際に戻った。

　ヘスティアは驚き、直後に俺が掛けてやった上着に気づく。

「……ありがとうでありんす」

　うつむき加減で、掛けた上着の片方の肩にそっと触れた。

　顔が若じやつ干かん赤かった。

　少しは好感持たれたかな、まあこれくらいはな。

　身震いした女に上着を掛けてやった。

　この行動がたとえ誰かにばれても全然平気だ。

　能力とか関係ない、人格面でも普通の神経があればやってること。

　俺がやることなすことなぜかちょくちょくばれるが、これはばれても平気。

　俺は、あくまで紳士的に、ヘスティアとの時間を過ごした。





☆






　それからしばらくの間、俺は毎日娼しよう館かんに通った。

　オルティアの「一生のお願い」通り、毎日娼館に通って、ヘスティアの防波堤になった。

　特に何もしなかった。

　ヘスティアの気配が「何か」を望んでないのもあったし、手を出すのは危険だと思った。

　ヘスティアの体から放ってる催淫のフェロモン。

　それは俺に効かない、だからこそ何もしない。

　こういう場合、効かないのをいいことに何かしたらワナにはまる。

　今までがそうだった。だから何もしない。

　たまに会話はした。

「主様は娼館へはよく来るのでありんす？」

「ちょこちょこな」

「奥方は何も言わないのでありんす？」

「まだいないからな」

　なんてどうでもいい会話だった。

　心の距離が縮まるのは感じた。

　初日は多少警戒されたが、途中からはまったくなくなった。

　ちょっとだけ気に入られたのもあるかも知れない。

　そうして、娼館に通い続けて十日がたって。

　ヘスティアとは何事もなく、しかしちょっと打ち解けて。

　約束の十日が過ぎていった。





☆






「りょ、りょりょ領主様。おはようございますダス」

　執務を終えて、街に繰り出そうとしたその時、庭でナッソスにつかまった。

　ナッソス、前にスカウトした元借金取り。

　どうやら税の取り立てに才能があったらしく、あれ以来カノー家で使い続けている。

「おう」

「そういえば領主様、あの噂うわさを聞いてるダスか」

「噂？」

「都のほうからやってきた、ものすごい娼婦のことダス」

「ん？　ああ一応な」

　返事はぼかして、曖あい昧まいにしてみた。

「すごい美人だっていう噂ダス」

「そんなになのか？」

「はいダス。でもピンドスに来てからほとんど姿を見せないダス。噂じゃずっと同じ男と一緒にいるダス」

「へえ」

　俺はつとめて、普通に相づちを打った。

　これくらい予想内だ。

　噂の超有名娼婦、それがずっと同じ客を取っているくらいは、普通に噂になると予想してた。

　だから、オルティアや娼館側にも口止めはしてた。

「一体、どこの果か報ほう者ものダスかね……」

　不思議そうに、それでいて羨うらやましそうに首をひねるナッソス。

　噂には俺の正体は出てないみたい。

　どうやらちゃんと秘密にはしてくれてるようだ。

「みんな噂してるダス、きっとすごいお金持ちで、すごいいい男ダス、って」

　げっ、そういう噂になってるのか。

　……まあいい、それくらいなら、それくらいならまだ慌てる程じゃない。

　超高級娼婦をずっと指名してたんだからな、金持ちってくらいはいくら口止めしても勝手に憶測される。

　だが問題ない。

　ヘスティアは十日の休日を終えて、もう戻る――。

「いい男にいい娼婦。ヘスティアはこれからもずっとピンドスにいるみたいだから、どっちもいつか一度は顔を見てみたいダス」

「へ？」

　今、なんて？

「ずっとって、誰が？」

「ヘスティアのことダス」

「このピンドスに？」

「はいダス」

「……なんで？」

「噂ダスけど、その男に惚ほれたから、ずっと残るってことダス」

　へ？

　惚れたって、いやまさか。

　そりゃ打ち解けはしたけど、惚れられてはないだろ。

　いやいや違う、問題はそこじゃない。

　問題なのは――

「三年先の予約とか、王族の予約とか全部蹴けってきたダス。それくらいさせる男……どんなすごい男ダスかね……」

　ヘスティアの評判と人気が、そのまま横滑りして、俺の評価になりそうだった。










31　絶対に守る










　街中を散歩していた俺は、気になる会話が耳に飛び込んできて、思わず足を止めて聞き耳を立てた。

「なあ聞いたか、例の娼婦の相手の話」

「お？　正体がいよいよ分かったのか」

「はっきりとしたことは分かってないが……ここの領主のカノー様じゃないかって言われてる」

　……げげっ。

「領主様？　本当なのか？」

「分からんが、最近カノー家って銀山で潤ってるだろ？」

「ああ。何だっけあの商人……タダイアスか。そこから借りた金を完済したって噂だな」

「だろ？　あの有名な娼婦、なんでここに来て帰らないのかって言うと、領主様の金目当てなんじゃないかって噂だ」

「なるほどな」

　話を聞いて、俺はちょっとほっとした。

　俺がどうこうしたからばれたとかじゃないみたいだ。

　カノー家の羽振りがいい、だからヘスティアが食いついた。

　よくある、突とつ飛ぴとはいえないただの連想ゲームだ。

　こんな噂なら問題ない、大歓迎だ。

　念のためにもう少し聞き耳を立てた。

「そういえば最近、旅人の失しつ踪そうが増えてるな」

「それなら知ってる。都に向かう街道でだろ」

「なんかにさらわれたって話だ。盗とう賊ぞくとかかね」

　話はまったく関係のないところにいった。俺と関係がなくなったから、その場を立ち去った。

　ヘスティアとの噂か。

　さっきの二人のようなパターンの噂なら放っておいても良いけど、放っておいたら良くない噂もある。

　どうにかしたいところだ。

　それを考えながら歩いていると。

「そこにいるのは主ぬし様さまでありんす？」

「え？」

　娼婦特有の独特な言葉遣い。

　声に振り向くと、そこにヘスティアがいた。

　ヘスティアは俺だとはっきり認識すると、しずしずと優雅な足取りで向かってきた。

「主様にあえてよかったでありんす」

「俺を探してたのか？」

「そろそろおいとまをするので、発たつ前に礼を言いたかったでありんす」

「おいとま？　発つ？」

　俺はびっくりした。

「あの噂でありんす？」

　むっ。

　顔に出てたみたいだ。

　そう、俺は驚いた。

　噂ではヘスティアはこの街にとどまるみたいな話だったのに、本人がもう発つというので驚いた。

　それをヘスティアが見抜いて、口元を押さえてくすくすと笑った。

「アクシデントがあったから、ちょっと長居しただけでありんす」

「アクシデント？」

「ええ」

　頷うなずくヘスティア。

　表情がちょっと真剣になる。

「わっちを護衛してくれるはずの方が行方ゆくえ不明で。それを待っていたのでありんす」

「なるほど、そうだったのか。そいつは戻ったのか？」

「いいえ」

　ゆっくりと首を振るヘスティア。

「今でも行方不明、しかしそろそろ向こうに戻らないといけないでありんす」

「なるほど」

「これから新しい護衛をやとって向こうへ。それで主様に挨あい拶さつをと思ったのでありんす」

「……俺が護衛してやろうか」

「え？」

　ヘスティアは驚いた。

「主様が？」

「ああ」

「領主様にそこまでしていただくのは……」

「気にするな」

　むしろやりたい、やらなきゃいけない。

　彼女に何かあればまた変な噂が立つ。

　それに新しい護衛がダメなヤツで、途中で引き返してくるかもしれん。

　途中で引き返してくる――考え得る限り噂が最悪な方にむかうパターンだ。

　俺が護衛になって、しっかり彼女を送り届ける。

　それが最善のはずだ。

「やらせてくれ」

「……分かりました」

　ヘスティアはしばらく俺を見つめて、しずしずと頭を下げてきた。

「主様に甘えるでありんす」





☆






　翌日、俺はヘスティアを連れてピンドスの街を発った。

　ヘスティアと俺だけ、二人っきりの旅だ。

　途中で何があるか分からない、目撃者を減らし噂の立つ確率を減らす為の二人旅だ。

「主様は剣が得意なのでありんす？」

　街道で肩を並べて歩いていると、ヘスティアが聞いてきた。

　視線は俺の腰、武器に持ってきたロングソードにそそがれていた。

　それなりの剣だ。護衛するからにはちゃんとした武器をもって安心してもらおう、って意味合いで持ってきた。

「それなりにな――大丈夫だ、何があってもお前は無事に送り届ける」

「分かったでありんす」

　納得したのかしてないのか。

　ヘスティアはそれ以降、何も聞いてこなかった。

　二人で歩きながら、特にどうってことのない雑談をする。

　数日前と同じ、俺が防波堤になってた日々と同じ適当な会話だ。

　そんな雑談をしつつ、街道を進む。

　ふと、街道の真横、ちゃんとした道じゃない方から砂煙が巻き起こってて、それがこっちに近づいてくるのが見えた。

　おいおいまさか――と思ったら大当たりだった。

　人数は五人、全員が馬に乗ってる。

　それが一直線に俺たちに向かってきて、みるみるうちに俺とヘスティアを取り囲んだ。

「へえ、こりゃ上玉じゃねえか」

「さらってったらいい値で売れそうだな」

「兄貴、こっちの男の腰の物も高そうですぜ」

　どうやら盗賊のようだ。

　連中は言いたい放題で、俺とヘスティアを値踏みしている。

　全員ざっと確認、どうってことのない雑魚ざこだ。

　ふと、俺はあることを思いだした。

「お前ら、こんなことをいつもしてるのか？」

「んん？　だから何だってんだ」

　男の一人がにやけた顔をした。

　街で聞いた噂、旅人が失踪してるってヤツ。

　それはこいつらの仕し業わざなんだな。

　どうやら常習犯、言っても聞かない連中とみた。

　俺の推測は当たった。

「男は殺せ、女は連れていく」

　男たちがすぐに方針を決めたので、なんとかしなきゃならなくなった。

　俺は剣を抜いた、男たちはにやけた笑いで同じく剣を抜きはなった。

　全員が雑魚だ、その気になれば一秒足らずで瞬殺出来る。

　――が、ヘスティアが見てる。

　瞬殺して「すごい」ってなるのは避けたい。

　ギリギリの勝負、もちろんヘスティアには傷一つつけない。

　俺はまず飛び込んでいった。

　男たちと切り結ぶ、力を抑えて――良い勝負をする。

　途中で腕にわざとかすり傷を負って、それから五人を撃退した。

「ふぅ……」

　最後に、苦戦を演出して、大きな息をついた。

　ちらっとヘスティアを見る、彼女は眉まゆをひそめている。

　よし、うまく誤ご魔ま化かせたようだぞ。





☆






　その日の夜、街道そばで、たき火を起こして野宿した。

　大石を背にして、たき火を起こして夜を明かす。ありきたりな野宿。

　たき火をはさんでヘスティアと向き合って、干し肉を戻したスープを作って、ヘスティアによそって差し出す。

「……」

「どうした」

「……」

　差し出したスープをヘスティアは受け取らない。

　眉をひそめたままだ。昼間の盗賊の件か？

　――いや、違うぞ。

　よく見たら違った、ヘスティアの体がほんの少しだけ震えている。

　寒さとかじゃない、怯おびえる人間の震え方だ。

「どうしたヘスティア、何かあったのか？」

「……」

　ヘスティアは首を振った、しかし顔色がますます青ざめた。

　なんでもない――とすら言えないヘスティア。

　何かがあった、そしてその何かは間違いなくあの盗賊連中。

　俺は苦戦を演出したが、ヘスティアに危害は一つも加えさせてない。

　むしろ誘導して、戦いをヘスティアからそれとなく遠ざけたくらいだ。

　だったらなぜ？

　ふと、あることを思いだした。

　街中の噂うわさ、昼間の連中。

　そして――娼しよう婦ふ。

「お前、さらわれて娼婦にさせられたクチか？」

　ヘスティアは青ざめたまま、ほんのわずかに頷いた。

　よくある話――ではある。

　それまで普通の娘だったのが、ある日いきなりさらわれて、日常と運命が一変したという話。

　ヘスティアはまさにそれで、過去にさらわれて、それがトラウマになってるようだ。

　俺は彼女に近づき、そっと抱きしめた。

「安心しろ。お前はさらわせない、俺が絶対に守る」

「ぬ、主様は……」

「ん？」

「ケガを……苦戦してたでありんす」

「……ああ」

　だから怯えてるのか。

　あの程度の人さらいどもに苦戦した、もし何かがあれば自分の運命は――そう、ヘスティアは怯えてるって訳だ。

　それは俺が悪かった。

　完全に俺が悪い。

　だから――。

　俺はゆっくり剣を抜いた。

　俺が背にしていた大石に向かって、剣を振った。

　目にも止まらぬ斬ざん撃げき、大石がたちまち粉々に砕くだかれた。

　それだけじゃない。

　物は、ものすごく小さな粒子、いわゆる粉よりも更に細かい粉にすると燃える。

　たとえ石といえども燃える――燃えた。

　大石が粉々になって、その屑くずに火がついた。

　大人の人間が背もたれに出来るほどの大石が、跡形もなく消え去った。

　それを見たヘスティアの顔から怯えが消え、変わりに驚きが浮かび上がった。

「事情があってあんな戦い方をしたが、あれは違う」

「違う？」

「ああ」

　頷き、真っ直ぐ見つめ返して、言う。

「俺はまだ、本気を出していない」

　ヘスティアはますます驚いたが、それはほんのちょっとだけ。

　驚きの潮が引いていくと、代わりに上がってきたのは安あん堵ど。

　安心感だった。

　ヘスティアは力を抜いて、俺の腕の中に体を預けた。

「主様……」

「ん？」

「ありがとう、で、ありんす……」

　そう言って、目を閉じて俺にキスをしてきた。

　そこで緊張の糸が切れたのだろう、彼女は俺の腕の中で眠りに落ちた。

　怖がらせてしまったわびもかねて、俺は彼女を抱き留めた。

　何があっても守るという意味合いも込めて、彼女を抱き留めた。

　そして俺も眠りにつく。

　もちろん警戒に頭の一部は起こしたまま、ヘスティアを抱いたまま眠りにつく。

　しかし夜中になって、俺はハッとして目が醒さめる。

　安心しきって、熟睡しているヘスティア。

　俺にぎゅっとしがみついてきているヘスティア。

　彼女にキスされた俺の唇にそっと触れて。

　噓から出た実まこと。

　ヘスティアに好きな人ができた――その噂を、俺の手で本当にしてしまったじゃないかと頭を抱えてしまうのだった。










32　スマートな男










　ピンドスの街の、なじみの娼館。

　いつもの店でいつものようにオルティアを指名した俺。

　部屋に入ると、そのオルティアが俺に抱きついた。

「ありがとうねヘルメスちゃん。変なお願いを聞いてくれて」

「本当に変なお願いだよ」

　ヘスティアの件。

　他の娼婦をしばらく囲ってやれなんて、もしかして前ぜん代だい未み聞もん級に変な話なんじゃなかろうか。

「本当にありがとう」

「気にするな」

「そういえば、そのお姉様がなんか自分を身請けすることにしたんだって」

「うん？」

　ヘスティアが自分を身請け？

「ヘルメスちゃんでも分かると思うんだけどさ、娼婦が自分を身請けするのってすっごい珍しい話なんだよね。お金のこともそうなんだけど、基本娼婦って店のジジババには立場が弱いからさ、お金だけあってもダメなこと多いのね」

「ふむ」

「売れっ子ならなおさら。でもお姉様はそれをやってる、引き留められてるけど意思はすっごい固いらしい」

「……」

「なにがそこまでお姉様を駆り立てるんだろう――痛い痛い痛い！」

　まるで他人ひとごとのように言うオルティアに、両拳でこめかみをグリグリ――ウメボシを喰らわせてやった。

　オルティアは顔をしかめ、文字通りウメボシを喰った様な顔になる。

「何するのヘルメスちゃん！」

「八つ当たり」

　ドーン！　って擬ぎ音おんが聞こえるぐらいの勢いで言い放つ。

「八つ当たりって！　ひどい！」

「お前のせいでひどい目にあった――まだあってないけどあうかもしれないんだぞ」

「何それ！　ふん、いいもん！　お姉様身請けした後はこの街に住むって言ってるから慰めてもらうんだもん――痛い痛い痛い！」

　更にグリグリした。

　この街――ピンドスに住むのか。

　もう確定じゃないか。

　はあ、しょうがないなもう。

　俺は諦めて、オルティアを抱きしめたまま、座り込んだ。

　全ての元凶のオルティアだが、しゃくなことにこういう時女の子の柔らかさとぬくもりは癒いやしの効果がある。

　俺は彼女をすっぽり体の内側に収まるように抱きしめた。

「ねえねえ、話変わるけどさ」

「ん？」

「ヘルメスちゃんって結婚しないの？」

「結婚？　なんだ藪やぶから棒ぼうに」

「うちの子、みんな噂してるよ。ヘルメスちゃんなんで結婚しないのかって。娼館に通い詰めて結婚しないって、よっぽどモテない悲しい男の人なのかなって」

「馬鹿言え、俺が本気だしたらすごいモテるぞ」

「またまた――って痛い痛い痛い！　今のに怒る要素がそこにあったの!?」

　三度目のグリグリ、オルティアは涙目で抗議してきた。

「いや、お前のせいでモテたの思い出して腹が立った」

「訳が分からないよ！」

「いいんだよ俺が分かってれば。というかこれ以上深みにはまりたくない」

「本当に訳分かんない。そんなに言うんだったら、ヘルメスちゃん本気見せてよ」

「本気？」

「そう」

　オルティアは俺を見あげて、ウインクしてきた。

「格好いいとこ、あたしに見せて」

　愛あい嬌きようたっぷりのウインクは可愛かわいらしかったが。

「やだよ面めん倒どう臭くさい」

「えー」

「お前の前だし、今更かっこつけてもしょうがないだろ」

「え……」

「え？」

　どうしたんだろうとオルティアを見る。

　彼女は言葉を失い、顔を赤くして俺をじっと見つめている。
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「どうした。グリグリしたところが痛むのか？」

　やり過ぎたかもしれないな。

　ちゃんと手加減はしたけど、それでも女の子はか弱いからな。

「な、なんでもない？」

「本当か？」

「本当よ」

「そうか。だったらサービスしてくれ」

　あまり突っ込んでほしくなさそうだから、話をそらした。

「オルティア、お前の一生のお願いを聞いてやったんだから、サービスを期待してるぞ」

「……しょうがないわね」

　オルティアはいつもの調子に戻って、にこりと笑った。

　うん、彼女はこういうのが似合う。

　俺は彼女のサービスを受けて。

　何もしないで、娼館でぐーたらしていった。





☆






　ヘルメスを見送った後、娼館の中に戻ってくるオルティア。

　そんなオルティアの前に、娼婦が一人現れた。

　名前は――同じくオルティア。

　娼婦としては十人並みの容姿。

　そんな彼女は娼婦に一番多い名前オルティアをつけて、客の興味を少しでも引こうとしている。

「あれ？　ヘルメス様帰っちゃったんですか？」

「うん」

「もう、センパイったら！　ヘルメス様紹介してって頼んでるのに今日もまた帰しちゃうなんて」

「そっか、ごめんごめん」

　オルティアは屈託ない様子で、娼婦に手を合わせて頭を下げた。

「もう、本当にちゃんと紹介してくれるんですか？　私だけじゃない、みんなそれを待ってるんですよ」

「うん、そのうち。でもどうしてヘルメスちゃんを？」

「格好いいじゃないヘルメス様」

「……」

　オルティアは複雑そうに微笑ほほえんだ。

「領主様で、見た目が格好良くて、でもがっついてないの」

「がっついてない？」

「ほら、こういう所に来る男ってガツガツしてるじゃない。ヘルメス様はそういうのがなくて、いつも普通に――ううん、紳士的に振る舞ってる。スマートですっごい格好いいんだ」

「なるほど、そういうことか」

「だから本当に紹介してね！　お願いだよ先輩！」

「うん、そのうちね」

　微笑むオルティア。

　彼女は振り向き、ヘルメスが去っていった方角を見た。

　スマートでがっついてない格好いい領主様。

　ヘルメスは、本気を出してないが故に、自分も知らないところでモテモテだった。










33　ヘルメスの塩対応










「次、これはご当主に裁さい可かをいただかねばならんのですが」

「うん？」

　だらけてた意識が引き戻された。

　謁えつ見けんの広間、家臣団がずらりと並ぶ日々の執務。

　珍しく、ミミスが回答が必要だと前置きをしてきた。

「なんだ？」

「タダイアスがご当主に面会を申し入れておるのです」

「タダイアス……例の商人か？」

「然しかり」

　頷うなずくミミス。

　タダイアスというのは、俺が当主になる前に、前の当主がトリカラ鉱山再生のために金を借りた商人の名前だ。

　ちなみにその時借りた金は金貨で五万枚だが、トリカラ鉱山を銀山に変えた収益で既に完済している。

　つまりはもう関わりはないはずだが。

「借金の件か？」

「それは利子も含めて全て解決しておるはずですな」

　ミミスは渋じゆう面めんで答えた。

　認識は同じ、そしてミミスも相手の目的が読めてない。

　ふぅむ。

「どうなさいますか」

「……会ってみよう」

　相手の目的が気になって、俺はとりあえず会ってみようと思った。





☆






　屋敷の応接間に入った。

　中に一人の中年男が待っていた。

　でっぷり肥こえて、指輪やら宝石やら、いろいろ身につけてていかにも商人らしい見た目だが、時折のぞかせる眼光が鋭く、油断ならん相手なのが分かる。

　その男は俺が部屋に入ると同時に立ち上がって、恭うやうやしく一礼してきた。

「初めてお目にかかりますヘルメス様。手前の名はタダイアス・サラマス、以後お見知りおきを」

「ああ、宜よろしくな」

　俺がタダイアスの向かいに移動して、椅い子すに座るまでの間、タダイアスはずっと立ったままでいた。俺が座るのを待ってから、向こうもようやく席に着いた。

「で、今日は何のようだ？」

　俺は単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞いた。

「はは、本日はこれらの物をヘルメス様に献上致したく――」

　恭しく言いながら、タダイアスはパンパン、と手を叩いた。

　すると応接間のドアが開いて、何人もの使用人風の男が箱を担かついで入ってきた。

　装飾のついた箱――宝箱だ。

　それを一通り並べた後、あごをしゃくって合図を送るタダイアス。

　使用人たちが箱を開けると――金ぴかなまぶしさが襲ってきた。

　眼を細め、手をかざしつつ何事かと確認。

　金貨だった。

　箱はどれも、金貨がびっしり詰め込まれていた。

「なんだそれは」

「手前のほんの心づくしでございます」

「心づくしって……」

　ざっと目測で数えてみる。

　金貨の大きさ、箱の数、かさ上げがなくて普通に詰め込んだ状態と仮定した。

　ざっと、五万枚ってところだ。

　って五万枚？

　その数に心当たりはある。

　トリカラ鉱山の一件で、カノー家がこいつから借りたのと同じ額だ。

「借金の押し売りか？」

「いえいえ、手前のほんの気持ちにござりますれば」

「意味が分からん。くれるってのか？」

「受け取っていただければ幸いにございます」

「……」

　本当に意味が分からん。

　タダイアスは下手に下手に出てくる。

　それを見ると、本当に俺にこれをもらって欲しいように見えてしまう。

　見えてしまうが、それはあり得ない。

　ただより高い物はないってのは三歳児でも知ってることだ。

　そんなことを考えながらためらっていると。

「小耳にはさんだのですが、ヘルメス様はクシフォス十字勲章を二つもいただいてるとか」

「ん？　ああもらったな」

「でしたら子爵様になるのも時間の問題ですな」

「子爵に？　今の男爵から一つ上に昇進するってことか」

「またまたー、いや、正式に勅ちよく命めいが下されるまで話せないヘルメス様の立場もよく分かります」

「……」

　なんか……見えてきたぞ。

　少し答え合わせしてみるか。

　俺は金貨がびっしり詰まった箱に目を向けたまま、タダイアスに話す。

「商人って、情報と風向きに聡い生き物だな」

「恐縮にございます」

　タダイアスは下手に出ながらも、満足げな表情をした。

　なるほど、そういうことか。

　これはつまり賄わい賂ろだ。

　前ぜん代だい未み聞もんの十字勲章二つ。

　しかも両方スライムロード討とう伐ばつという理由で授与された。

　ある程度の人脈があれば、リナとショウ、王族の二人が推すい薦せんしたってのはすぐに分かる。

　たいした功績でもないのに、王族の二人に推されて勲章二つ。

　俺が王族に気に入られてると見て、ごまをすりに来たって訳だ。

　大体のことが分かって、俺はほっとした。

　そして考える、これをどうするべきか。

　ある程度ダメ領主を演じるんだ、賄賂は受け取ろう。

　いや、もう少し要求しとこう。

　金に目がくらんだ男の方が、ダメさが際きわ立だつ。

　よし、もうちょっと――

「――っ！」

「いかがなさいましたか？」

「何でもない。……これは受け取った、ご苦労」

「手前になにか不ふ手て際ぎわが？」

「安心しろ、そんなことはない」

　俺はそう言って、中座して応接間を出た。

　とっさに勘が働いた。

　あそこで要求すれば、風が吹いて桶おけ屋やの如ごとくまた俺の評価が上がってしまうところだった。

　きっとそうなる、俺が領主になってからずっとそうだ。

　悪いことをしようとすると決まってそうなる。

　だから、要求はしない。

　突っ返しもしない。

　俺はそこまで馬鹿じゃない。

　突っ返したらプラスの方に、正当に評価が上がるのは分かり切ってる。

　そんなヘマはしない。

　くれるというのならもらう。

　そのかわり喜ぶことも不愉快になることもなく、フラットな表情で話を終わらせる。

　これが一番無難にすませる方法だ。

「さすがですね、ヘルメス」

　部屋に帰る途中、ドレス姿の姉さんにつかまった。

　姉さんは感動したような顔をしている。

「見てたのか」

「ええ」

「そうか。いやしかしさすがってことはないだろ。向こうが勝手に持ってきたものだから」

「ううん、そのことじゃないのよ」

「へ？」

　じゃあどういうことだ？　と首をかしげて姉さんを見る。

「今、すごく塩対応をしましたね」

「塩対応……？　ああ、それがどうした」

「難なん癖くせをつけるのは袖そでの下の増額を要求する時の常じよう套とう手段ですけど、もっとさりげない高等な手法があるのですよ」

「高等な……？」

　やばい、なんかやばい気がする。

「満足をしない、それだけ。向こうから来たときはただそれだけで向こうが忖そん度たくしてくれる。しかも誰かに突っつかれたときも、何も言ってないと言い逃れが出来るのです」

「……」

「さすがヘルメス、袖の下への対応は、完かん璧ぺきね」

「いやいや、えー……」

　まさかとは思った、そんな馬鹿な話はいくらなんでもないだろ、と思った。

　だって、俺は何も言わなかった。

　言わなかっただけなんだぞ？

　それで更に増額するってのか？

　いやそんな馬鹿な――

　って、思っていたんだけど。

　その日の夕方に、匿とく名めいで、更に五万枚の金貨が送られてきた。

　合計で十万枚になった金貨の前で啞あ然ぜんとする俺。

　そして、満足げな姉さん。

「動きが早い、さすが商人ですね」

「いやいやいや、さすがにこれは……送り返した方が良くないか？」

「送り返す？　どこに？」

「へ？」

「匿名で送られてきたものを、どこに送り返すっていうの？」

「それは……」

「それに」

「そ、それに？」

「送り返したら更に増えるわよ」

「うがっ！」

　そっちは分かる。

　分かるが……。

「さすがヘルメス、表情一つで金貨五万枚の稼かせぎね」

　予想外の――成果に、言葉を失ってしまう俺だった。










34　悪党を脅す










「王国より第三王子殿下、およびリナ様がお見えになります」

「へ？」

　謁えつ見けんの広間で、ミミスの報告を聞き流していたが、聞き逃せない名前が立て続けに出た。

　ショウ・ザ・アイギナ、そしてリナ・ミ・アイギナ。

　二人とも王族で有力者、その上俺に目をかけているありがた迷惑な人たちだ。

　その名前が同時に出たことに、俺は背中から汗が噴き出すのを感じた。

「なんで……二人して？」

「お話を聞いてなかったのですかな」

　ミミスはあきれ顔をした。

　いや、俺が執務中、話をほとんど聞き流してることは知ってるだろうに……まさか。

　ミミスの呆あきれも、ことの大きさの裏返しだった。

「正式にご当主様、そしてカノー家の子爵昇進が決まったという話ですぞ」

「……くっ」

　ついに来たか。

　最近そういう話が出てたから、ある程度は覚悟していたつもりだけど、とうとう来たか。

「その式典の為に、王子殿下とリナ様がお越しになるのです」

「……そうか」

「お二方の到着は明後日、それに先立ちまして、サコス・ヴェニスが明日到着して、諸もろ々もろの準備を整えていくとのこと」

「だれそれ」

「……宰さい相しよう閣下の腹心ですな」

　ミミスは呆れた目をした。

「実務面で有能な男と聞いておりますな」

「なるほど」

　その後の報告はやっぱり聞き流した、というか耳に入ってこなかった。

　ショウにリナ、として宰相の腹心で実務が有能っていうらしい男。

　男爵から子爵に昇進……いよいよ来たか……。





☆






　次の日、応接間。

　俺は中年の男と向き合っていた。

「お前がカノー男爵か」

「……ああ」

　開口一番そう聞いてきたのは、宰相の腹心だというサコスなる男だ。

　その言葉遣いと態度に正直驚いてる。

「私はな、状況は認識しているつもりだ」

「ん？」

「スライムロード討伐だけで二度の十字勲章。王子殿下たちにどれくらい積んだ」

　にやり、といやらしく笑うサコス。

　まわりくどいことは一切省はぶいて、ストレートに切り込んできた。

　なるほど、そう思ってるのか。

　まあそう思う人間もいるだろうな、と納得していると。

「まあいい、それは聞かないでおこう。重要なのはそんなことではない」

「ん？」

　じゃあなんだ？

　と思ってサコスの次の言葉を待ったが、彼はニヤニヤするだけで、何も言わなかった。

　なんだ？　どういうことだ？　――って不思議がること十数秒。

　ピンときた。

　俺にも賄わい賂ろを渡せだ。

　言われてないが、はっきりとその言葉が聞こえた気がした。

　王族の二人に賄賂をしたのは分かってる、だったら分かってるよな。

　と言ってるのだ、サコスは。

　俺はそんなことしてないし、当然こいつに積む気もない。

「あしたはどうすればいい」

　と、式典のことを聞くと、サコスの顔色が変わった。

「……それは無礼と取っていいのか？　それとも無知と取るべきなのか？」

「何を言ってるのか分からん」

　すっとぼけると、サコスはますます不機嫌な顔になる。

　俺を睨にらんで、茹ゆでたタコかってくらい顔を真っ赤にした。

　今にも爆発しそうな顔をしたが、それをぐっと堪こらえた感じで。

「いいだろう、今夜一晩待つ」

　まるで捨て台詞ぜりふの様に言って、応接間を後にした。

　今夜一晩待つ、ってのは言うまでもなく、「今夜中に賄賂持ってきたら許してやる」って意味だな。

　当然渡すつもりはない。

　サコスの件を無視して、そのまま夜が明けた。





☆






　ピンドスの街。

　年に一度の収しゆう穫かく祭さいとかに使われる大広場に、突とつ貫かん工事でリングが造られた。

　前乗りも含めて二日くらいの突貫工事だが、王都の闘技場に見劣りしないくらいの出来映えになった。

「なんで闘技場？」

「式典の余よ興きようときいておりますな」

　答えたのはミミス。

　次々と闘技場の客席に街の住民が入ってくる中、それを眺めている俺たち。

「余興？」

「さよう、ご当主が子爵昇進するきっかけになったスライムロードを、実際に退治していただくためときいておりますな」

「なるほど」

　つまり人前でもう一回スライムロードを倒せと。

　まあそれはいい。

　俺がスライムロードを討とう伐ばつしたのは知る人ぞ知るレベルの話になってるし、リナの観察の時にもミューの人形相手に同じことをした。

　それを大勢の前でやっても大丈夫だ。

「ではご当主、私は式典の準備に……」

「ああ」

　頷うなずき、ミミスを送り出す。

　しばらくリングを眺めていると、案あんの定じようというか、サコスがやってきた。

　後ろから近づいてきて、真横に並んでくる。

「男爵様は強情ですな」

　昨日と違って屋外、どこで聞き耳を立てられてるか分からないからか、サコスは慇いん懃ぎんな言葉遣いをした。

「最後にもう一度お聞きします。――よろしいのですな」

　遠回しなんだかストレートなんだか。

　そんなよく分からない賄賂を要求してくるサコス。

「何のことだ？」

　当然すっとぼける俺。

「そうですか。後悔しますぞ」

　最後まで慇懃な言葉遣いを崩さず、しかし顔や声色は明らかに怒った状態で、サコスはずんずんと立ち去った。

　何かしかけてくるのか？

　そう思ってちょっとだけ警戒した。

　しかし何もなかった。

　ショウとリナが来て、それに挨あい拶さつして、期待の言葉を掛けられて。

　王族二人の前で何かしかけてくるのかと思ったが、そんなことはなかった。

　やがてリングの周りは住民でいっぱいになって、王族二人は正面の貴き賓ひん席せきについた。

　リングの上にスライムロードが放たれた。

　スライムロードは跳ね回るが、見えない壁に阻はばまれてリングから出られない。

　このスライムロードを衆しゆう目もくの前で倒して、その後に王子から子爵昇進の言葉を受け取る、ってのが一連の流れだ。

　まずはスライムロードだ。

　ここでの正解は、前と同じ、手加減しつつスライムロードを時間を掛けて倒すこと。

　その体感を思いだしつつ、リングに向かう。

　その途中にサコスがいた。

　最後にまた聞いてくるのか、とうんざりしつつ、無視してリングに上がった――その瞬間。

　力が抜ける、何かが体に重くのしかかってくる。

　リングに上がった瞬間、これだ。

　なんだ、これは。

「結界ですよ」

　リングの外で、さっきすれ違ったサコスが言ってきた。

　人前だから表情は恭うやうやしかったが、声は悪意たっぷりだった。

「この結界の中ではカノー様の力は十分の一、それに対しモンスターは倍。そうなる結界なのですよ」

「……お前がしかけたのか」

「ええ。まだ、今からなら間に合いますぞ」

　にちゃあ……って感じの気持ち悪い笑顔が見えた。

　本当に気持ち悪い、もうこれ以上話していたくなかった。

　俺は、真っ直ぐ進んだ。

　結界に阻まれて、あっちこっち飛び回ってるスライムロードに向かっていく。

「死ぬ気ですかな？」

「……」

　俺は答えなかった、答える必要はなかった。

　俺は十分の一、スライムロードは倍、だったな。

『古いにしえに棲すみ、時を育はぐくむ、とこしえなる不変の存在。わが意に集つどい不浄を焼き尽くせ！　始原の炎よ！』

　詠えい唱しようの後、炎を放つ。

　十分の一に制限された炎はたちまちスライムロードを包み込む。

　俺の十分の一、スライムロードの倍。

　それによって縮まった力の差は、いつも以上に――手加減を楽にした。

　スライムロードが炎に包まれる、じわりじわりと焼かれていく。

　再生をちょっとだけ上回る速度で焼かれていく。

　ちらっと振り向く、サコスが言葉を失っていた。

「ば、ばかな……結界の中だぞ」

　驚きよう愕がくしたその顔も腹立つ顔だった。

　少し脅おどすことにした。

　スライムロードを焼きつつ、別の魔法を使う。

　スライムロードが形を変えた。

　非定形の魔物は徐々に姿を変えて、人間の見た目になった。

　サコスと同じ見た目になった。

　サコスになったスライムロードは焼かれて、苦しんだ。

　前にやったと同じ、手加減してじっくりと焼いた。

　違うのは前は人形だったのが、今度はサコスの見た目をしていた。

　ちらっとサコスを見た、サコスは「ひっ」と小さく悲鳴を漏もらした。

　俺はサコスを見たまま、ぐい、とわざとらしく指を動かす。

　すると炎が爆発的に膨ふくらんで、スライムロードが完全に蒸発した。

　そして、にやり。

　口角を片方、器用に持ち上げた。

「ひいぃ」

　サコスは尻しり餅もちをついた。

　脅しは伝わったみたいだ。

　これ以上俺に変なことをやるとあれと同じように焼き尽くすぞ――もちろんサコス程度の男にやる気はないが、脅しとしては充分伝わったようだ。

　サコスは尻餅をついたまま震えだし、失禁したのか、尻を中心に水たまりが広がっていった。










35　重力をはねのける










　夜、屋敷でパーティーを開いた。

　ショウとリナ、王族の二人から正式に子爵を拝命した、その後貴族の倣ならいにしたがって、パーティーを開いた。

　参加者はショウとリナはもちろん、こっちからは身内の姉さんや家臣団のミミスなど。

　そしてタダイアス、ピンドスの商人とか有力者連中だ。

　それらが招かれて、取り立てて特筆することのない、祝福とへつらいが飛びかうパーティーになった。

　そんな中、リナが俺に話しかけてきた。

　ドレス姿で、物静かながらも気品がある、さすがは王族と感心するたたずまいだ。

　さすが今回の主しゆ賓ひんの一人ということもあって、リナが話しかけてくると、他の出席者は気を利きかせて離れていった。

「やるわね」

「なにが？」

「スライムロード。あれをよく倒したね」

「……知ってたのか」

「やっぱりそこなのね」

「へ？」

　やっぱりそこかって、どういうこと？

「カマカケよ」

「お前もかブルータス！」

「ちゃんと根拠はあるよ」

　リナは物静かに手を上げて、俺の背後を指さした。

　振り向き指さす先を目で追いかけると、会場の隅っこでサコスがこっちを睨にらんでるのが見えた。

　今回の式典の実務を担当した男だし、当然関係者だし、何事もなかったと振る舞うために招待していた。

　そいつが、親の敵かたきかってくらいこっちを睨んでる。

「あいつがどうした」

「あれは貪どん欲よくで有名なのよ。賄わい賂ろを要求されたでしょう」
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「ああ」

「それであの顔はあなたがはねのけたって想像がつく。そしてあれの性格上、式典のどこかであなたに恥はじをかかせようとする。となればスライムロードくらいしか仕込めるものはない」

「なるほどな」

　全くのあてずっぽでもないのか。

「そんなにやばいヤツなのか、あれ」

「小物よ。ただ」

「ただ？」

「蛇なのよ」

「執念深いって訳か」

「ええ、ここにいる全員が知ってる程度には」

　もう一度サコスを見る。

　サコスはまだこっちを睨んでる。

　リナが言うとおり、は虫類を連想させるような、ものすごくねちっこい眼まな差ざしだ。

　たいしたことは出来ないだろうが、面めん倒どう臭くさそうなのだと思った。

　さらに面倒臭そうな事態になった。

　二度、サコスを見たせいか、サコスはにこりと笑顔を浮かべながら、こっちに近づいてきた。

「お大事に」

　リナはからかい半分の口調で言って、俺のそばから離れた。

　高みの見物を決め込む訳か……まあ、性格を知ってるんだから進んで関わりたくないのは分かるが。

　俺も避けたかったが、今日この場では俺はホストだ、逃げるわけにもいかん。

　そうしている内に、サコスが俺の目の前までやってきた。

「あらためて、子爵就任の祝いを申し上げます。子爵様」

「……ああ」

　俺は警戒した。

　サコスは「子爵」の発音にとくに力を入れた。

　そこに何かをしかけてくるのか？　と思って、警戒しつつ返事をした。

　何もないってことはまずあり得ん。

　こいつの目は今も、暗くねちっこく、いやな感じの目だからだ。

　何をしかけてきても対処できるように警戒してると――来た。

　言葉はまったく関係なかった、いやそっちはおとりなんだろう。

　それに気を取られてる間に――って感じで体が重くなった。

　何かに押しつぶされそうな感覚。

　これは……重力か！

　全身がぐぐぐ、と地面にむかって押しつぶされていく感覚。

　重力魔法が掛かってるようだ。

　にやり、と口角をゆがめるサコス。

　なるほど重力魔法で、みんなの見てる前で俺に膝をつかせようって訳か。

　……いや違うぞ。

　サコスは得意げな顔で自分の足――靴くつを見た。

　さっきよりも更にあくどい顔になった。

　跪ひざまずかせるだけじゃない、這はいつくばって靴を舐なめろ。

　そんな空耳が聞こえてくるぐらいの、サコスのねちっこい悪意を感じた。

　かかる重力が増え続けている。

　体感で普段の10倍……15倍……20倍……まだ増える。

　ある程度でとまったそれは、普通の人間ならつぶれるところか、それ以前に失神してるほどの重力だ。

　当然膝をつくつもりはない、靴を舐めるのも論外だ。

　俺は立ったまま考えた。

　周りを観察した。

　空間に変化はない。

　ゆがみとか軋きしみとか一切見られない。

　つまり空間にはまったく掛かってなくて、俺の体にピンポイントで掛かってきてる魔法だ。

　ならば、何もしないのが一番だ。

　何もしない、何もされてない。

　そう振る舞うのがベストだ。

　幸い、俺の体にも見た目の変化はない。

　このまま何事もなくやり過ごすのがベストだ。

「今回は色々ご苦労だったな」

　貴族と役人、俺は公おおやけの場にふさわしい、当たり前の言葉遣いでねぎらった。

　すると、サコスは驚愕した。

「ばかな！　普通にしているだと？　通常の30倍の重力が掛かっているはずだぞ」

「何のことか分からんな」

　俺はそう言って、手を差し出した。

「改めて、礼を言うぞ」

　サコスに握手を求めた。

　場のホスト、しかも子爵に握手を求められたのだ。

　サコスは怒りと驚きの中にいながらも、半ば放心した様子で手を伸ばして握ってきた。

「――っ！」

　顔色が変わったのが分かった。

　見た目ではなんともなくても、触れば分かる。

　俺が、力でかかってる重力に抵抗しているのが伝わった。

「ば、ばかな、50倍だぞ」

「さっきから何のことなのか分からないな」

　と、すっとぼけた。

　するとサコスは青ざめた顔で手を振りほどき、逃げ出した。

　これくらいやればもう何かしてくることはないだろう。

　なぜなら、今回の自信がある。

　何しろ人前だ、衆しゆう目もくの前だ。

　見た目は何事もなかった様に振る舞った、どこからどう見てもそうだったと確信してる。

　が――何故か周りの目がおかしかった。

　驚愕、そして尊敬。

　……何故？

「何もなかったな」

「ショウ――王子殿下」

　話しかけてきたのはもう一人の王族。

　第三王子ショウ・ザ・アイギナだ。

「何もなかったというのは？」

「あれ、何かしかけてきたろ」

　ショウはちらっとサコスが逃げていく方角を見ながら聞いてきた。

「え？　えっと……」

「隠すな、というか隠しても誰も信じない」

「へ？」

「あれが恥をかいて何もなしに引き下がる訳がない、ここにいる全員がそれを知ってる」

「……そういえば」

　さっきもリナはそんなことを言ってたっけ。

　蛇のようにしつこいので有名だって。

　……って、ことは。

　まさか……。

「ばれてる、のか？」

「よほどすごいのを何事もなくはねのけた。私はそう受け取った」

　あっさり言い放つショウ。

　おそるおそる周りを見る。

「何をされたんだ……？」

「即死の呪いか？」

「いやそれは甘い、やつが呪いを使うなら、リナ様に襲いかかるくらいのをしかけてもおかしくない」

「種絶の呪いを掛けられた者もかつていたぞ」

　周りのひそひそ話は、サコスのしつこさを物語るもので。

　同時に、間接的に。

　俺が何事もなくやり過ごせたことのすごさを称賛していて。

「どうすりゃよかったのさ……」

　と、うなだれたのだった。










36　うっかり英雄に










「一つ、忠告しておこうと思って」

　次の日、屋敷に訪ねてきたリナが真顔で切り出した。

　応接間で向き合う彼女はかなり真剣な顔だ。

　ショウが満足して、サコスがものすごい悔くやしそうな顔で。

　それぞれカノー家の領地から立ち去った後、一人残って俺の所を訪ねてきたリナ。

　そんなリナが真剣な顔をしていたのだから、俺はちょっとやな予感がした。

「忠告？」

　また何かに巻き込まれるんじゃないかって警戒しつつ、リナに聞き返す。

「今度は本当にただの忠告」

　そう前置きして、リナは続けた。

「そなたはサコスの要求をはねのけた、でも無傷でやり過ごした。それに興味を持った人が出てきた」

「興味を？」

「ネロ・カスレフティス。知ってる？」

「いや」

　初めて聞く名前だ。

　俺は素直に知らないと答えた。

「野の賢者というべきなのだろうな、人物眼にかけては世界一といっていい人だ」

「人物眼……」

「サコスはあれでも有名、もちろん悪い意味でね。そのサコスを軽くいなしたカノー家の新当主に興味をもった。という情報が今朝入ってきた」

「えー……」

「間違いなくあなたに会いにくる。どういう人物なのかを一目見るために。そなたはまだ、実力を知られたくないのでしょう」

　そう言って、ため息をつくリナ。

　いやだけどしょうがない、って顔だ。

「さっさとばらしてしまえ、とは思うけど、そなたがそうしたいのなら是ぜ非ひもない。せいぜい対策を立てておくことね」

　そう言い残して、リナは屋敷から立ち去った。

　人物眼をもつ野の賢者、ネロ。

　またやっかいなことになりそうだな……。





☆






　やっかいは準備の時間も与えてくれなかった。

　その日の午後、書斎で『オルティア大全集』を見ていたら、メイドがやってきた。

「お客様です、ご主人様」

「客？」

「ネロ・カスレフティスと名乗っております。六十歳くらいの方です」

「……早いよ」

　俺は頭を抱えたくなった。

　リナに忠告を受けたのは今朝のことだ。

　いや、そもそもサコスをへこませたのは昨日のことじゃないか。

　何でそんなに早く来たんだよ、どんだけ神速な人なんだよ。

「いかがなさいますか？」

「……」

　俺は悩んだ。

　まず会うか会わないかだ。

　ネロのことなんて知らないって振りをして、子爵の屋敷にアポもなしにやってきたから会わない、なんて選択肢しも充分にある。

「賢者様ですので、ちゃんとお通しして他のメイドがもてなしてます」

「なんで知ってんの？」

「リナ様に教えていただきました。こういう人がそのうち来るから、粗そ相そうのないようにって」

「あいつ!!」

　やられた、って思った。

　いや別に何もやられてはないが。

　リナの行動は当たり前のことだけ。

　俺に忠告したり、メイドに粗相がないように忠告したり。

　行動としちゃ何も文句はつけられないものばかり。

　だが、そのせいで会わないって選択肢はなくなった。

　知ってるのに会わない（とメイドたちは理解する状況）のは盛大に裏目に出る可能性が高い。

　というか、当主になってからこっち、裏目るパターンにそういうのが多い気がする。

　仕方ない……。

「……分かった、会う。案内しろ」

「分かりました」

　メイドと一緒に書斎を出て、その後についていって廊ろう下かを歩き出した。

　気が重い、何も準備する時間がなかった。

　ごまかす方法はないのか？

　俺は考えた。

　ネロが来たのは、俺がサコスの賄わい賂ろをはねのけたからだ。

　それをやる人間は二つの可能性がある。

　くそ真ま面じ目めか、世間知らずの馬鹿か。

　そのどっちかだ。

　どっちってことにしようかと悩んだ。

　必要以上に馬鹿を演じるとかえって裏目に出る。

　くそ真面目なら、なくはないし賛否両論になりそうだ。

　よし、くそ真面目でいこう。

　そう思っている内に、応接間の前にやってきた。

　ああ、そうだこれもつけておこう。

　俺はポケットから指輪を取り出して、それをつけた。

　前に使った、力を抑える指輪だ。

　くそ真面目を演じるのなら、力は抑えて性格だけ見てもらおう。

　そう思って、力を抑えてから部屋に入った。

　中に一人の老人がいた。

　白い髪に白いヒゲ、ゆったりとしたローブに座ったままでも両手をおいている杖つえ。

　風格はある、いかにも賢者って感じの老人だ。

「ヘルメス・カノーだ。あんたが賢者ネロだな」

「私のことを知ってるのですか」

　聞き返してくるネロ。そんな彼に近づき、向かいに座る。

　ここはごまかさない、リナが「教えてくれた」ことに、なんか罠わなを張ってないとも限らない。

　知ってることは隠さないことにした。

「リナ様から聞いた」

「なるほど。あのお方の地獄耳も相変わらずですな」

「地獄耳か」

　それがネロのリナに対する人物評か。

　俺にはどうなるのかな。

「で、俺に何の用だ？」

「それはもうすみましたな」

「なに？」

「久方に噂うわさ以上の人物を見られた。このご時世、名ばかりのたいしたことのないものが多くて辟へき易えきしていたのですよ」

「待て、俺の何が噂以上――」

「もし、力を抑えるのならば」

「――えっ？」

　言葉に詰まった。

　え、なんでそれを？

「もっと最初から、あるいは普段からそうなさっていただかなくては。ドアの向こうで強い人間の気配が急に消えてしまえば、鈍い私でも気づきますよ」

「……あっ」

　た、確かにそうだ。

　こんな近くで強いのがいきなり弱くなったり気配が消えたりしたら、何かあるって思うのは当たり前だ。

　やべえ、またやっちまった。

　フォロー入れないと――って思ったが。

　ネロはもう完全に、評価が固まった、そんな顔をした。

「貴族なのにサコスの賄賂攻勢をはねのけられた、そして自分の力をひけらかさない。こういうタイプって、99％の確率で、あるタイプの人物になりますな」

「ど、どういうタイプだ？」

「王の器うつわ」

　げっ、なんかものすごい評価になっちゃったぞ。

　まずいまずい何かしなきゃ、いやなにかしても逆効果になる可能性が。

　そうだ！　それよりも――

「残りのもう１％は？」

　その可能性にかけるしかない――のだが。

「英雄」

「どっちもやばいやんけ！」

　うっかり凡ミスをした結果、ネロにものすごい評価をつけられてしまったのだった。










37　二人だけの秘密










　ピンドス郊外、街道からも外れた、竹林が生い茂っている所。

　そこにやってきた俺は、林の中から微かすかに聞こえてくる音に足を止めた。

　琴こと、の音色だ。

　風に乗って聞こえてくる音色。

　俺は足を止めて、林の外で耳を澄ませた。

　すると、琴の音色にあわせて、女性が歌を歌っているのが分かった。

「娼しよう婦ふか」

　オルティアとの長い付き合いで、これが娼婦たちが得意とするタイプの曲だとすぐに分かった。

　しっとりとした旋律ながらも、扇せん情じよう的な歌詞と艶あでやかな歌い方。

　まあ一言で言えば男を「誘う」ための歌だ。

　これが流れてるってことは、俺の目的地である竹林の中では娼婦が客を取っているってことか？　いやそれはおかしくないか？

　だって、この中にいるのはヘスティアのはずだ。

　――耳長族エルフの娼婦ヘスティア。

　自分を身請けして、ピンドスの近郊に引っ越してきた、とオルティアに話を聞いて訪ねてきた。

　そのヘスティアが客を取っているのはおかしい――と思ったがすぐに理由が分かった。

『それでは男は動きません』

　ヘスティアの声が聞こえてきた。

　風に吹かれる笹の音よりも小さな声、普通ならば聞こえない声でも、耳を澄ませている俺はちゃんと聞きとれる。

　その声は色事とは違う。

　真剣で、威厳すら感じさせるものだ。

『心のパンツをお脱ぎなさい。心をさらけ出すのです。殿との方がたが演奏中にたまらず押し倒してくるように』

『は、はい！』

　別の若い女性の声が聞こえた。

　何となく察した。

　ヘスティアは演奏を指導しているようだ。

　娼婦の必ひつ須すスキルを、後輩に指導してるようだ。

　なら、邪魔はよそう。ここで待ってよう。

　待つのは得意だ。

　のんびりしてればいいだけだし、こうやって待ってても変な評価の上がり方はしない。

　良くて気が長いとか、その程度だ。

　俺は待った。

　風が吹いて、笹が落ちてきた。

　それを何となくキャッチして、ぐるぐる回して遊ぶ。

　笹が持つ水分を抜いて枯らしてしまおう――なんてイタズラ心が一瞬首をもたげたが、それをやると、何か間違って評価が上がってしまいかねないのでやめといた。

　普通に笹の葉をぐるぐるして時間をつぶしてると、演奏が終わって、馬車が一台竹林の中から出てきた。

　老人の御者が操縦してる馬車、中には若い女性の息づかいが一人分。

　授業が終わって立ち去るようだ。

　さて、次は俺の番だな。

　俺は竹林の中に入った。

　道なりに進むと、竹林の中に雅みやびな庵いおりがあった。

　まるで風流な詩人の隠れ家、といった趣おもむきの庵だ。

　小さな庵だから、縁側にいるヘスティアとすぐに目があった。

「よう」

　手をシュタッと上げて、微笑ほほえみかける。

　俺の姿を見たヘスティアがびっくりした。

「な、何をしに来たのですか？」

　やがて顔を赤くして、しどろもどろに、って感じで聞いてきた。

「うん？　ちょっと挨あい拶さつ。オルティアからこっちに来たって聞いたんで」

「そ、そう」

　何故かやっぱりしどろもどろになるヘスティア。

　なんだ？　前とちょっと反応が違うぞ？

　なんというか……よそよそしい、いや、嫌われてる？

　それならそれでいいんだが、なんでだ？

「あ、挨拶ならこれですんだのよね」

「ああ、それはそうだ」

「他には？」

「他には？　ないけど」

「ふ、ふん。領主のくせにそんなことでいいの？　何もなくても領地をさらに発展する為に何が出来るのか？　を考えるのが務めなのではないですか？」

「それはそうだが……」

　なんだ？　やっぱりヘスティアおかしいぞ。

　考えても分からないから、直で聞くことにした。

「俺が来るのが嫌なのか？」

「そ――」

　驚き、そして戸惑い、ためらい。

　様々な感情がヘスティアの顔に去来した後。

　彼女は、赤いまま顔を背けて。

「私はもう娼婦ではないのです、訪ねてこられても困ります！」

「ああ、なるほど」

　言われてみればそうか。

　もう娼婦じゃない、つまり俺も客じゃない。

　だからいい顔をする必要もない。

　なるほどな。

　なるほど……なんだが。

「まだ何かあるっていうの？」

「……いや」

　やっぱり、ヘスティアの「これ」は気になるな。
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　結局最後ツンケンドンだったヘスティアに別れを告げて、街の屋敷に戻ってきた。

　ヘスティアの様子に首をかしげつつ、屋敷の廊ろう下かを歩いていると。

「あら、どうしたのですかヘルメス」

　姉さんと遭そう遇ぐうした。

「母親にエロ本を机の上に出された男の子のような顔をしてますよ」

「どんな顔なのかは知らないけど絶対に違う」

　姉さんに突っ込みつつ、彼女を見た。

　姉さんなら理由が分かるのだろうか。

　やっぱり気にはなるので、俺は姉さんに聞いてみることにした。

　ヘスティアに会いに行ったことと、彼女の不思議な行動を全部姉さんに話した。

　前に力を貸した時は好感度それなりにあったのにな、というのも伝えた。

　姉さんは黙って話を最後まで聞いて。

「なるほど、そういうことですか」

「え？　分かるのか？」

「ええ。そうですね……ヘルメスは子供のころ、女の子にわざと毛虫をくっつけたことはありますか？」

「なんの遊び、それ？」

「あるいは、木の枝にウ○コをつけて女の子を怖がらせたりは」

「姉さん○ンコとか言わないでくれ」

「分かりやすさを優先しました」

　そりゃ分かりやすいけどさ……と苦笑いしつつ。

「いや、したことない」

「なら分からないのも仕方ありませんね」

「……つまり、俺は毛虫をくっつけたりウン○を見せられてる、と」

「理由は同じですね」

「……」

　理由は同じか。

　姉さんは聡い。

　かしこさには二種類がある。

　インテリジェンスと、ウィズダムだ。

　前者は極めれば学者になって、後者は賢者の道に続いてる。

　姉さんのかしこさは後者だ。

　ものすごく賢くて、物事の本質をすぐに見抜ける、と俺は思っている。

　その姉さんが「理由は同じ」というのならそうなんだろう。

　だが、そうなるとその「理由」ってなんだ？

　いまいち分からんぞ――とそんなことを思っていると。

「当主様」

　メイドが背後から声を掛けてきた。

「ん、どうした」

「当主様にお客様です。ヘスティアさん、と名乗ってますが」

「ヘスティア？　なんでここに？」

　俺は不思議に思いつつも、とりあえず会うことにした。

　姉さんに軽くお礼を言って、メイドに案内してもらって、玄関に戻ってきた。

　そこにヘスティアがいた。

　遠目からでも分かる。

　背筋がピン、と一本芯が通ったたたずまいが上品な女だ。

　王族――いや、王女か女王と言われても俺は信じる。

　そんなヘスティアはしかし、現れた俺を見た途端。

「な、何をしに来たのですか、あなたは」

　と、訳の分からないことを口走って、あわあわしだした。

「なにをって、ここは俺の家だし、来たのはヘスティアなんだが」

「そ、それもそうね。すー……はー……」

　ヘスティアは何故か深呼吸しだした。

　それをやって落ち着いたのか、今度は「キッ」と挑むような目で俺を見つめた。

「こ、これ」

「うん？　これは笹の葉？」

「落とし物」

「落とし物？　……ああ、俺が持ってたあれか」

　確かに持ってはいた。

　ヘスティアの授業が終わるのを待ってる間、ずっとぐるぐるしてもてあそんでた笹の葉だ。

　それをヘスティアの所に落としてきたって訳か。

「いや、こんなの落とし物っていうか、ただの――」

「そーい！」

「ぐわっ！」

　いきなり背中にものすごい衝撃が走った。

　背中の痛む箇か所しよをさすりながら振り向く、そこには豪快なフォームで投げたあとの姉さんの姿があった。

　床を見る、姉さんのハイヒールが転がっていた。

「ちょっと姉さん、なんで――」

「こっち来なさい、ヘルメス」

　姉さんはずんずんと来て、俺を摑つかんでヘスティアから距離を取って、ひそひそ話の姿勢になった。

「あの人がさっき言ってた人なのですね」

「それはそうだが。それよりも姉さん――」

「なるほど、確かにそうですね」

「姉さん？」

「……」

「おーい、戻ってこい姉さん」

「……ヘルメス、一つ秘密を教えてあげるのです」

「秘密？」

「ええ、何でもいいです。『君にだけ教えてあげる』なのを一つ」

「なんでそんなことを」

「いいからするのです」

　姉さんはそう言って、どん！　と俺の背中を押してヘスティアの前に突き出した。

「な、なによ」

「えっと、いやその……」

　秘密を教えろと言われてもなあ。

　何を教えればいいのか。

　ふと、受け取ったばかりの笹の葉が目に入った。

　待ってる時に枯らそうかとイタズラ心が芽め生ばえた笹の葉。

　そして、ヘスティア。

　彼女の元職業と、同僚のオルティアを思い出した。

　少し考えて、いけると思った。

　秘密ってこともあって、俺は声を押しころした。

「これを見てくれ、ヘスティア」

「な、なに？」

「この笹の葉を……こう」

　笹の葉を両手で押した。

　拝むような合がつ掌しようの中に笹の葉を入れて、力を込める。

　枯らす――の更にちょっと先。

　圧力と熱をグングン加える。

　初めてやるから加減が難しいが、大体全力の一割くらいの力でいけるはずだ。

　それをしばらくやって、手を開ける。

　するとそこに――。

「これは……ダイヤモンド？」

「そう、ダイヤだ」

　俺の手のひらにあるのは、笹の葉の形をそのままにしたダイヤだった。

「こ、これは？」

「内緒だぞ？　木とか布とか、ある種の素材からダイヤを作れるんだ俺は。熱と圧力を思いっきり加えればな」

　ヘスティアはダイヤの葉をうけとって、まじまじと見た。

「綺き麗れい……」
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「気に入ったのならあげる」

「え？」

「そのかわりこれは――二人だけの秘密だ」

　姉さんに言われた言葉をちょっと変える。

　君だけに教えてあげる、二人だけの秘密。

　本質は同じであろう言葉をヘスティアにかける。

「……うん」

　すると、ヘスティアは頰を赤らめてうつむき、ダイヤの葉を大事そうに抱えた。

　おお、さすが姉さん、本当に変なヘスティアがいなくなったぞ。

　……あれ？

　へんなヘスティアはいなくなったけど。

　このヘスティアの赤ら顔、もしかして――

「姉さん、はかったのか？」

「なんのことかしら。解決はしたじゃありませんか」

　それはそうだけど……。

　姉さんのすっとぼけ方から、俺ははめられたのだと確信した。










38　子供の頃は素直だった










　よく晴れた昼下がり。

　屋敷の庭でくつろいでいると、出ていこうとするミデアの姿が見えた。

　普段と違う感じだ。

　はちまきを巻いて、顔もやたらと意気込んでる。

　何かあったのか？

「ミデア」

　話を聞こうとミデアを呼んだ。

　俺に呼ばれた彼女はバタバタと走ってきた。

「師し匠しよう！」

「どうしたその格好。どっかに道場破りにでも行くのか？」

「近いです、師匠！」

「ん？」

　どういうことだ？　って目でミデアを見つめる。

「ソーラ様から聞いたんですけど、最近ピンドスの街にロト・ロドスってヤツが現れたんです。『強いヤツかかってこい』とか威張り散らしてるから、ちょっと倒してくるんです」

「なるほど、それで意気込んでるのか」

「はい！」

「話は分かった、気をつけて行ってこいよ。あっ、ちなみに――」

「分かってます！　私はナナス流の人間です」

　よどみなく答えるミデア。

　何があっても俺の名前は出すなというのはもう彼女にもよく分かってるようだ。

　ナナス流の門下生として出かけていくミデアを見送った。

　ピンドスの街に現れた腕うで利きき、そういうのには関わらないようにしとこ。

「ヘルメス」

　今度は姉さんがやってきた。

　姉さんは屋敷の奥から一直線にこっちに向かってきて、おれの前で足を止めた。

「どうした姉さん」

「これを見て欲しいのです」

　姉さんはそう言って、宝石箱の様な大おお仰ぎような箱を俺に差し出した。

　受け取って開くと、中は宝石じゃなくて、小指の先っぽくらいの大きさの丸薬が二つ入っていた。

「薬？」

「ええ、これが本物なのかどうかを見て欲しいのです」

「どういう薬なんだ？」

「先入観は与えません。より正確な結論が欲しいです」

　姉さんの表情は鬼気迫っていた。

　よほど大事な物なのか。

　俺は気を引き締めて、箱を受け取って薬をまじまじと観察した。

　色あいやにおいから、毒ではなさそうだ。

　というか。

「害意もないな」

「害意？」

　小首をかしげて聞き返してくる姉さん。

　周りをちらっと見る、姉さんだけだ。

　なら何かを隠したりまわりくどい言い方をする必要はない。

「人間が作ったものってその人間の気持ちがこもる。意志、あるいは思念というべきかな。高度なものになるほどそれが強くこもる。代表的なのが妖刀あたりだな。刀とう匠しようとか、場合によっては生いけ贄にえになった人間の怨おん念ねんが強くこめられたのが妖刀」

「なるほど」

「で、これに害意はない。むしろ――なんだ？　祝福？　みたいなのを感じる」

「そうなのですか!?」

　祝福と聞いて、喜色をあらわにする姉さん。

　祝福がこもっていると本物であるってことか？

　俺は丸薬の一粒を手に取って、更ににおいを嗅かいだり、ぺろっと舐なめたりしてみた。

　やっぱり毒とかそういう負なものは全然ない。

　一体どういうものなんだ――って思っていたところに。

　視界が、見えているものが急激に遠くなって。

　意識が、一瞬にして途絶えたのだった。
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「ヘルメス!?　だ、大丈夫なのですか？」

「……」

　ソーラの前で、――子供がきょろきょろして、周りを見回した。

　ひとしきり周りを見回した後、視線はソーラに固定する。

「お姉さん、お父様のお客さん？」

「え？」

「もしかして僕の従姉いとこの人？　お母様にすごく似てるし、はじめてあう人だから」

「ヘルメスあなた……」

　ソーラは困惑顔になった。

　が、彼女はすごく聡明な女だ。

　ヘルメスが丸薬を舐めた後、急激に体が縮んだことと、今はなったいくつかの台詞せりふ。

　そこから、一つの結論を導き出した。

「……今、いくつ？」

「７歳だよ」

「そうですか。……本物の若返りの薬なのはいいけど、心までも巻き戻ってしまうということなのですね」

　ソーラははあ、と大きくため息を吐いた。

「どうしたのお姉さん」

「いいえ、世の中そんなに都合良くいかないものね、と思っただけ」

「よく分からないけど、気落ちする必要はないと思うよ。お姉さんすごく若いし、綺麗だし」

「今の聞こえたの？」

「うん、僕、耳はいいほうなんだ」

　無邪気に答える子供――薬の力で幼くなったヘルメスは普段とは違って、あっさりと自分の能力を認める発言をした。

「そうなのですか……」

　きゅぴーん、と目の奥が怪しく光るソーラ。

　彼女は聡い女だ、そして、ヘルメスも認める謀ぼう略りやく家かである。

　そんな彼女が、精神まで巻き戻って素直になったヘルメス――この状況を見逃すはずもない。

「ねえヘルメス、体に何か変な感じしませんか？」

「変な感じ？　あっ、なんかお薬？　変なの、僕病気とかしてないのに」

「分かるのですね」

「うん。でも大丈夫、一時間もすれば薬が抜けるから」

「……もたもたしてる暇はなさそうね」

「え？　どういうこと？」

　訝いぶかしむヘルメス、一方で決意顔をしたソーラ。

「ねえヘルメス、この街のことを案内してくれませんか」

「案内？　うん、いいよお姉さん」

　ヘルメスはやっぱり無邪気に微笑ほほえんで、ソーラの要求を快かい諾だくした。

「あっ、その前に――そーい！」

　ソーラはドレス姿ながらも豪快なフォームで、残ったもう一つの丸薬を投げ捨てた。

　女の夢、若返りの薬を手に入れたのだが、精神ごと巻き戻って、しかも時間制限ありとなれば意味はまったくない。

　ソーラがそれを全力で投げ捨ててから、きょとんとする子供ヘルメスをつれて街に出た。
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　子供ヘルメスとソーラ、二人は並んで街に出た。

　親戚のお姉さんということで話をまとめたソーラは、ヘルメスに街を案内してもらってる。

「お花を売ってる店ってあるかしら」

「お花？　それならあっちに花市場があるよ」

　子供ヘルメスに案内してもらうという――ていで、ソーラはヘルメスをそれとなく誘導した。

　しばらくして。

「あれ？　なんか人だかりができてる」

「普段はないのですか？」

　ピンドスの街と、――ここで起きていることをよく知っているソーラは、すっとぼけた感じでヘルメスに聞き返した。

「うん、花市場だから、普段は女の人の方が多いんだけど……なんかやな感じがする」

　子供ヘルメスは眉まゆをひそめた。

　ものすごく不愉快そうな顔をした。

「ふはははは、弱い、弱いぞ！　この街の使い手は皆この程度か！」

　不愉快なままの表情で近づくと、野次馬の向こうから野太い声が聞こえてきた。

　野次馬が囲んでいるそこに男が一人、少女が一人。

　男は抜き身のロングソードを無む造ぞう作さに肩にトントンして、余裕を見せている。

　少女は――ミデア。彼女は自分が持ってるロングソード、粉々に砕くだかれたロングソードを見て悔くやしそうな顔をした。

　男とミデアが戦った結果、男の完勝という結果になったようだ。

「も、もう一回！」

　ミデアは食い下がった。

　勝負に納得がいかないものとして当たり前の反応だった。

　が、男の返事は最悪だった。

「いいぜ？　そのかわり今度負けたら、今夜俺の相手をしてもらうぞ」

「なっ――」

　ミデアは絶句した、周りがざわざわした。

「その剣の振り方、腰の肉付き。男をしらないんだろお前。俺が男ってもんをその体に教え込んでやるよ」

　そういって、剣を担かつぎながら腰をいやらしく前後する男。

　ミデアはわなわなと震えた、野次馬の中からも非難する声が上がった。

　迷うミデア。

「やめろ！」

　そこに幼い声が割り込んだ。

　野次馬の人ひと垣がきを割って、子供のヘルメスが進み出た。

「何だお前？　子供は帰ってママのおっぱいでも吸ってろ」

「お前は悪い人だ」

　子供ヘルメスはそう断じて、男に向かっていく。

　男は最初ヘラヘラしていたが、表情が一変した。

　血相を変えて、ざっ、と一歩後じさった。

　周りがざわざわする。
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　理由は分からない、しかし現象は伝わる。

　怒れる少年に男が気け圧おされた。原因不明だが。

「う、うおおおお！」

　迫られた男、やがて切せつ羽ぱ詰つまった顔で担いでたロングソードをヘルメスに向かって振り下ろした。

　鋭い一撃、ミデアを圧倒したのもうなずける、達人の斬ざん撃げき。

　それをヘルメスはまったく臆することなく――両手ではさんだ。

　真しん剣けん白しら刃は取どり。

　音を置き去りにするほどの達人の斬撃を、子供ヘルメスはこともなげに防いだ。

　そして――パキーン！

　子供ヘルメスが手をひねると、ロングソードは綺き麗れいな音を立てて折れた。

　直後、男の服が破けた――いや切り刻まれた。

　全身の服が一瞬にしてぼろクズの様に刻まれた。

「なっ！」

　驚きよう愕がくする男。

　目の前の子供が、自分よりも遥はるかに強いことを一瞬で理解した。

　が、それ以上に。

　クスクス。

　野次馬から笑い声が聞こえてきた。

「ちっちえ」

「あのサイズでいきってたのか」

「爪つま楊よう枝じ以下だな」

　嘲ちよう笑しようするやりとりがあっちこっちから聞こえてきた。

　男は顔を真っ赤にして、わなわなと震えて。

「うおおおお！」

　と、逆上して、残った半分の刀身で子供ヘルメスに斬きりかかった。

　その瞬間、またしても異変が起きた。

　子供ヘルメスの体が「ポン！」っと音を立てて、細胞レベルで急激に膨ふくらんだ。

　直後――戻る。

　子供ヘルメスが元の姿に戻った。

　ガキーン！

　ヘルメスはへし折った刃で男の鋭い、逆上して殺意のこもった斬撃をあっさり受け止めた。

　それは本能だろう、そして、――戻った直後で訳が分からず体が反応したからだろう。

　しかし、現象はやはり伝わる。

「「「おおおおお!?」」」

　へし折った切っ先、普通なら摑つかむことさえためらうそれで、達人の斬撃を受け止めたヘルメス。

　そんなヘルメスに歓声が上がった。

　ヘルメスは周りをきょろきょろ見回した。

「記憶が飛んでる、薬か？」

　ヘルメスは即座に状況を理解し。

「……俺、またなんかやっちゃったのか？」

　軽く、ため息を吐いたのだった。










39　兄貴と似ている










　ピンドス郊外。

　風の中に舞う紅葉を、俺はオルティアと二人で眺めていた。

「綺麗……」

　オルティアは珍しく、紅葉を眺めて感動した様な表情を見せた。

「ありがとうヘルメスちゃん、これが見られて良かった」

「一生のお願い、かなったか？」

「うん！　本当にありがとう！」

　オルティアの笑顔は、いつもの彼女の屈託のない明るい笑顔だった。

　娼しよう館かんに行ったらまた「一生のお願い」って言われて、身構えたけど紅葉を見たいってだけだったから、ここに連れてきた。

　たいした労力でもなく、そのくせオルティアのいい笑顔を見られたから良かった。

　そうやって、オルティアと一緒に紅葉を眺めていると――無ぶ粋すいな音が二人の世界に割り込んできた。

　馬の蹄ひづめの音だ、しかも一頭や二頭といったレベルではない。

　音の方を向くと、十数頭は軽くいるレベルで、地平の向こうから砂煙を巻き起こしてこっちに向かってくる。

「な、なんだろあれ」

「俺の後ろに隠れてろ」

「うん」

　オルティアを背中に隠して、すっと前に出る。

　こっち目当てかと思って身構えたが、馬に乗ってる連中は俺たちの前を通り過ぎていく。

「あたしたち目当てじゃないみたいだね」

「ああ。しかし血相を変えてた。何か起きたのか？」

「どうなんだろうね」

　オルティアと二人首をひねっていると、最後尾にさしかかった馬群のうちの一頭が急に止まった。

　それにつられて、先行してた数頭も、乗ってるヤツが手た綱づなを引いて、馬のいななきとともに止まった。

　最後尾の、ヒゲの大男が俺たちを見つめた。

「恋人か？　それとも娼婦と客か？」

「そんなところだ」

「そうか……おい、お前の馬をこいつらにやれ」

　ヒゲの男は別の男に言った。

　言われた男は困った顔で。

「し、しかし。馬をやってしまったら――」

「馬鹿野郎！」

　ヒゲの男は大声で怒鳴った。

　かなりの迫力で、俺の背後にいるオルティアがビクッとした。

「兄貴の教えを忘れたか！」

「へ、へい！」

　怒鳴られた男はハッとして、馬から飛び降りて、その馬の手綱を引いて俺たちの方に向かってきた。

「これ使え、乗れるよな」

「……どういうことだ？」

「それに乗って逃げろ、いいな」

　ヒゲの男は俺にそう言って、手綱を引いて馬を走らせた。

　俺たちに馬をくれた別の男は、仲間の馬に飛び乗って、二人乗りで同じように去っていった。

　馬をもらった俺たちは、彼らを見送った。

「どうしたんだろ」

「……邪じや気きが来る」

　背後――男たちが走ってきた方角を見た俺はそう言った。

　地平線の向こうで、かなりの邪気を放つ何かが向かってくる。

「邪気って、モンスター？」

「ああ、それから逃げてるみたいだ」

「でもどうしてあたしたちに馬を？」

「追いかけて聞いてみるか」

「うん！」

　戦闘能力皆無の娼婦ながらも、普通ならばあるはずの恐怖よりも、オルティアは好奇心の方が勝っていた。

　そんなオルティアと一緒に馬に乗って、男たちを追いかける。

　くれたのは結構いい馬だ、二人乗りでも風を切るように走る。

　すぐに、男たちに追いついた。

「おい」

「こっちに来るな、巻き込まれるぞ」

　巻き込まれる？　どういうことだ？

　いや、それより。

「なんで俺たちに馬をくれた」

「あんたたちさ、その格好、盗とう賊ぞくかなんかでしょ」

　俺の腰に腕を回したオルティアが聞いた。

　言外に「盗賊が何で人助けをする」って聞いている。

「俺たちの兄貴、この団のボスだった男の教えだ。盗みも奪いもするが人は殺さない。殺されそうなヤツがいたら助ける。それが俺たちのポリシーだ」

「ほー」

　妙に感心した俺だった。

　いや、感心といっていいのかこれ。

　普通の盗賊たちとは違うのは確かだ。

「その兄貴もやられた。お前たちもさっさと逃げろ」

「なんで逃げる。復ふく讐しゆうしようとは思わないのか？」

「そりゃしたいさ、だがな」

　ヒゲの男は悔しそうに下唇を嚙かんだ。

　歯が唇に、血が出そうなくらいの勢いで食い込んでいる。

「兄貴の命令だ、生きて逃げ延びろって」

　悔しそうにしながらも、ヒゲの男は逃げるのをやめない。

　よく見ると、他の馬に乗ってる男たちも一様に悔しそうな顔をしている。

　悔しいが、「兄貴の最後の命令だから」ってことで逃げている。

　なるほどな。

「お前もちゃんと逃げろよ」

「ん？」

「お前を助けたのは兄貴の教えもあるが……お前が兄貴に似てるって思ったからだ。だから、ちゃんと逃げろ」

「……分かった」

　俺は手綱を引いて、馬の速度を緩ゆるめた。

　話は分かった。

　男たちをそのまま見送る。彼らがほとんど見えなくなってから、馬を反対方向――来た道に向けた。

「ヘルメスちゃん、やるつもりだね」

「……なにを」

「隠さない隠さない」

　オルティアは笑いながら、パンパン俺の背中を叩いた。

「そういう感じバリバリ出てるもん、あの人たちを逃がすって。アウトローだけど、気のいい人たちだもんね」

　俺は苦笑いした。

　そんなに分かりやすく出てたか。

「分かるよ、ヘルメスちゃんを知ってたらね」

「そうか。まあ、そういうことだ。自分たちも危ないくせに、死んだ兄貴の言葉を守って俺らみたいな初対面の相手も逃がそうとしたんだ。死なせたくない連中だよ」

「そだね」

「ってことで、今から俺がやることを見なかったことにしてくれ」

「もう、ヘルメスちゃん、いい加減隠すのをやめればいいのに」

「一生のお願いだ」

「もう、ヘルメスちゃんってば！」

　唇を尖らせて抗議するオルティア。

　軽口の応おう酬しゆうだが、こうすればオルティアは喋しやべらないって確信がある。

　彼女はそういう女だ。

　口止めもすんだし、そのまましばらく待ってると――来た。

　地平の向こうから、赤しやく銅どう色の巨体がズンズンと地響きを鳴らしながら近づいてくる。

「オーガ、か」

「ど、どうするのヘルメスちゃん。武器もないのにあんなの」

　さっきまでの軽口もどこへやら、オルティアは怯おびえた様子で俺に聞いてきた。

　それもそのはず、遠近法がちょっとおかしく感じるくらい、オーガのサイズは大きかった。

　二階建ての家よりも一回り大きいぐらいだ。

「武器がない、か。逆に好都合かもしれん」

「え？」

「だって――」

　目の前まで迫ってきたオーガ、俺たちは巨体で出来た影に完全に覆おおわれた。

　オーガが持っているこん棒を振り上げた――直後。

　体が腰から真っ二つに裂けた。

「え？」

　驚くオルティア、振り抜かれる俺の右腕。

　そして、オーガの体の切断面についた、爪痕のような攻撃痕。

「え、え、えええええ!?」

「初めてやるが上手うまくいったな。これならモンスター同士の戦いに見えるだろ」

　倒れるオーガ、絶命したそいつの体は、誰が見ても「爪」で引き裂かれた後だ。

　武器なら、普段よく使ってる剣なら「人間の仕し業わざ」で――犯人えいゆう探しが始まるが、モンスター同士の戦いの後ならスルーしてもらえる。

　うん、これからはこれでいこう。

　何かあれば爪で引き裂いてモンスター同士っぽくしよう。

　このやり方に確信を持って、ちょっと喜んでいると。

「ば、ばかな」

「え？」

　いきなり聞こえてきた声に振り向く。

　そこにさっきの男――いや盗賊の一団がいた。

　彼らはいつの間にか引き戻っていて、俺とオーガの死体を驚きよう愕がくした顔で見比べていた。

　見られた……ばれたのか!?

　いや、それよりも。

「な、なんで戻ってきた」

「お前が兄貴に似てたから……なんかやる顔をしてたから。そんなの見過ごせねえって思ったから……」

「……あっ」

　オルティアを見た。

　さっきのオルティアと同じ言い分だ。

　よく知っているからこそ、一人で何か代わりにやると分かる。

「それでも戻ってきたら……すげえ」

　がっつり、見られていたみたいだ。

「おおぅ……」

　どうやら、俺と彼らの兄貴とやらはものすごく似ているみたいだった。










40　大陸で一番有名










　男たちが驚いている最中、オーガの死体が徐々に消えていく。

　普通なら消えない、しかし目の前の死体は砂で出来たものの様に崩れ落ちる。

　理由はすぐに分かった。

　オーガの死体が消えていっても、残ってるものがある。

　巨大なルビーの様な、ものすごい赤い雫しずく。

　形はまるで滴したたり落ちてる最中の血みたいだ。

　それから魔力を感じる。

　魔力は指向性をもってて、近くにいる男たちに向けられている。

　強制力……？　ああなるほど、兄貴と弟分、誓いの盃とか、そういうのを魔術的にやったものか。

　オーガは男たちの「兄貴」を殺した、その時に取り込んだものだろう。

　魔力の強さと指向性から判断するに、これを持ってると男たちに何でもいうことを聞かせられる。

　兄貴とやらがこいつらを逃がしたのもこれが理由だろうな。

　そこまで一瞬で理解して、助けたついでだ、こいつを壊しとこう――と思って、やめた。

　鮮血だかルビーだかみたいなそれは、もう一つの特性を持っていると感じた。

　アンブレイカブル――魔術的に言うとこんな言葉がついているそれは、「第三者では破壊出来ない」というものだ。

　ただし――通常は、だ。

　俺がやれば壊せる、しかし壊せれば「壊せたのか、すごい！」ってなるのが目に見えている。

　今までのことで展開を予測出来た。

　俺はそこまでうっかりものじゃない、壊すのは論外だ。

　宝石のようなそれを手にとって、俺に馬をくれた副リーダーっぽい男に差し出す。

「ほら、大事に持ってろ。他人の手に渡るとまずい代しろ物ものだろ」

「「「――ッ!?」」」

　そう言って渡すと、男たちが全員、一斉に血相を変える程の勢いで驚いた。

　なんだ？　この反応。

「……なぜ、それを知っている」

「え？」

「このことは極秘なんだ。俺たちの血の誓い、オルコスの誓い。兄貴が古代遺跡で見つけてきた呪法、この世で知ってるヤツは誰もいないはずだ」

「……げっ」

　そんなものだったのか。

「そ、それは……さっき馬をもらった後、そういう会話をしてるのが聞こえて――」

「あり得ない」

　副リーダーがきっぱり言い切った、他の男たちも同じような顔をしている。

「これは俺たちの機密。持ってるものは俺たちにあらゆる命令ができて、俺たちは逆らえない。だからオーガから逃げたし――間違っても口を滑らすはずがない」

「くっ、うかつ！」

　まさかそんな大おお仰ぎような代物だったなんて。

　性質を見抜いて壊しちゃだめだと気づいたまでは良かったが、いきさつまでは分からなかった。

　分かるはずもないから仕方ないが。

　俺はため息を吐いて。

「そういう特性を感じた。それだけだ」

「特性を感じた……だって？　そんなことが……」

　驚愕する男たち、全員が一様に信じられないって顔をする。

「そんなことはどうでもいいだろ。それよりも早くそれを壊せ、他人の手に渡ると大変なことになるんだろう」

「あ、ああ。おい、この近くに洞どう窟くつとかは？」

　副リーダーが訊ねる、子分の一人が反対側を指さす。

「洞窟じゃないけどこの先に谷がある。地元の人間でもほとんど行かないような場所だ」

「よし、そこに行こう」

「ちょっと待て、なんでそんなところに行くんだ？」

　呼び止めた副リーダー、彼は再び俺に向いて、真顔で答えた。

「これを壊すのには一ヶ月はかかる。俺たちの絆きずなの強さそのものだからな」

「……なるほど」

　頷うなずく俺。

　どうせもう「すごい」ついでだ。

　俺は手を伸ばして、渡したその赤いのにそっと触れた。

「何をする」

「念のために聞いとく、ここで壊して、なんか不都合は？」

「ここでって……そんなこと不可能だ――」

「その反応ってことは、不都合の類たぐいはないみたいだな」

　俺はそのまま、ぐっ！　と力を込めて握り締めた。

　――パリーン！

　乾いた澄んだ音を立てて、それは粉々になって砕くだけ散った。

「なっ……」

「うそだろ……」

「一瞬で？　あれは壊せないって兄貴が……」

　ガヤガヤと驚き、戸惑う男たち。

　どうせもうこうなったし、乗りかかった船だ。

　なら彼らの為にもこれをまずぶっ壊した方がイイと思って、そうした。

「あんた……一体何者……？」

「それよりも今日のことは忘れてくれ。無理ならせめて他人に話さないでくれ」

「……」

　男たちは驚きのまま、互いに顔を見合わせた。

　やがて頷き合ってから。

「悪いがそれは聞けない」

「むぅ、どうしたら聞いてくれる」

「俺たちは誰の指図も受けない。ことさら喧けん伝でんする必要はないが、言うなと指図される謂いわれもない」

「むっ……」

　その返事は実質「誰にも言わない」と言ってるようなもんだが、ちょっと不安が残る。

　俺としてははっきりと絶対に言わないって言ってほしいところだ。

「どうしたら口を閉ざしてもらえる」

「言ったはずだ、俺たちは誰の指図も受けない――世界中でただ一人」

「ただ一人？」

「兄貴だ」

　副リーダーが言うと、残った男たちは全員はっきりと頷いた。

「あれがなくてもか」

「ああ」

「なるほど」

　よっぽど兄貴とやらを慕したってるんだな。

　とはいえその兄貴はもう死んだ。

　事実上この話に意味はないってことになってしまう。

「だが、もしも」

「うん？」

「あんたが俺たちの兄貴になってくれるのなら」

　なんでも聞く、と言わんばかりの目で全員が俺を見つめてきた。

「俺が？」

「ああ、兄貴にすごくよく似てて、兄貴と同じことを言うあんたなら」

「いや待て、俺は何も――」

「兄貴は最後に」

「え？」

「全員逃げて、兄貴は俺がどうにか壊しとく、って言った。それをあんたが代わりにやってくれた」

「まるで兄貴を見てる様な気分になったぜ」

「乗り移ったように見える」

「俺が唯一命をあずけてもいいって思った兄貴にそっくりだ」

　他の男たちが口々に言う。

「む、むぅ……」

　困った。

　いきなり兄貴って言われても……。

　それを受け入れるってことは、盗とう賊ぞくの親分になるってことだ。

　それは……悪くないかも知れない。

　ただしもしコントロール出来るというなら、そこそこのアウトローを率ひきいて悦えつに入いる放ほう蕩とう当主を演出できるかも知れない。

　俺は少し考えた。

　うん、言うことを聞いてくれるのならありかも知れない。

「一つ条件がある」

「なんだ？」

「むやみに人を襲ったり、悪事を働くのはなしだ」

　さすがに悪事をやり過ぎるとカノー家のお取り潰しもあるからな。

　あくまで、洒落しやれで済む範囲に抑えなきゃならない。

「それなら大丈夫だ」

「大丈夫？」

「俺たちは元々義ぎ賊ぞく的なことをしてる。兄貴の方針でな」

「なるほど」

　それならいいかもしれない。

「分かった。お前たちのリーダーになる」

「ありがてえ！」

　男は大喜びして、膝をついた。

　他の子分たちも一斉に膝をついて、俺を見あげる様にした。

「俺たち夢む幻げん団だんはこれから兄貴のものだ。なんでも命令してくれ」

「ああ、分かっ――」

「夢幻団!?」

　副リーダーの言葉をきいたオルティア。

　ずっと俺の背後で成り行きを黙って見ていたオルティアが驚きの声をあげた。

「どうしたオルティア？　……まさか本当は悪人集団だってのか？」

「ううん、そうじゃないよ。夢幻団、あたしでも知ってる」

「へえ？」

「大陸で一番有名な義賊の集団だよ」

「一番有名!?」

「有名度でいえばどんな貴族よりも上だよ」

「はうっ！」

　男たちを見る、彼らは膝をついて、キラキラした眼で俺を見あげている。

　義賊は義賊でも、こそ泥じゃなくて大泥棒レベルだったみたいだ。

　……てか、そんなののボスになっちゃったのか俺……。










41　今日もうっかり










　全員と一通り名乗りあった。

　連中はフルネームを名乗ったが、こっちはオルティアが「ただのオルティア」っていう娼しよう婦ふ・オルティアにありがちな口上で名乗ったから、俺も「ただのヘルメス」ってことで正体を隠すように名乗った。

　そうしてから、俺は連中にさっきから持ってる疑問をぶつけてみた。

「なんで義賊なんてやってるんだ？　そんな面めん倒どう臭くさいことを」

　正直俺の感覚じゃ「面倒臭い」の一言に尽きる。

　金銀財宝を盗んで、民にばらまく。

　正直自分たちの遊ぶ金ほしさに盗んでるって言われた方がまだ理解出来る。

　そんな俺の疑問に、夢む幻げん団だん一同真顔になった。

　副リーダーでキュロスと名乗った男がその真顔のまま口を開く。

「それに答えるには、まず兄貴に一つ聞かなきゃいけないことがある」

「ん？」

「例えば兄貴が王になったら、民をどうしたい」

「王になったら？」

　俺は少し考えた。

　王じゃないが、俺は子爵で領地持ちで、いわば王の縮小したバージョンだ。

　何をしたいというか、何をしてるかをまず考えた。

　うん、これならもしかして愛想尽かしてもらえるかも。

　俺は正直に答えることにした。

「部下、大臣たちに全部丸投げする」

「「「おおお」」」

　何故か夢幻団たちが感かん嘆たんした、なんだ？

「君臨すれども統治せず。前の兄貴が語った王の極意か、すごいな」

「え？　いやいや」

　いきなり誤解されて、評価が上がってしまった。

　そういうことじゃないと弁明しようとしたが。

「それはそうとして、そういう話じゃない。具体的に民をどうしたいのか知りたいんだ」

「えっと……」

　俺は更に考えた。

　正直に答えるのはどうもダメみたいだ。

　ならもっと愛想尽かしてもらえるように、俺がやってることをダメな風に強調しよう。

　民の反乱が面倒臭いから、それを防ぐためには。

「金と仕事をばらまく」

　これでどうだ。公共事業は汚職の温床だし、これなら。

「前の兄貴も似たようなことを言っていた」

「ふぇっ!?」

「国は民だ、民をないがしろにする王に未来はない。前の兄貴はそう言っていた」

「え？　いやいやそんな立派なもんじゃなくて――」

「さすが兄貴」

「金だけじゃなく、仕事もってのがすごいよな」

「そもそも働き口がないような連中も多いんだよな」

　ガヤガヤする夢幻団の連中、気づけば俺に向けられてくるキラキラ瞳がより一段と強くなった。

　……どうすりゃいいのよ。

「いや、本当にそんな立派なもんじゃないんだ」

「兄貴もそう言ってた。だが……そうだ。兄貴、せっかくだから飲みにいかないか」

「のみって酒をか？」

　頷うなずくキュロス。

　俺は眉まゆをひそめた。

　酒はダメだ、今まで酒で失敗したことが多すぎる。

　酒は本当にダメだ。

「酒は勘弁してくれ」

　と言ったら、キュロスも他の夢幻団メンバーもニヤニヤしだした。

「前の兄貴もそうだった、酒を飲んだ後は本音を言ってた。国は民ってのも酒を飲んだ後だ」

「ええ!?　いやそういうことじゃなく」

「照れなくてもいいんだ兄貴」

「うがっ！」

　もうこいつらと話したくない。

　何を話しても泥沼にしかならないのはきつい。

「うん、それならあたしが保証する。ヘルメスちゃん、お酒が入るとすっごく素直でかわいいんだよ」

「オルティア！」

　きっ、と睨にらんだが効果はなかった。

　彼女は「こわーい」とおどけた様子で更に笑う。

「これも一緒だな」

「兄貴だけじゃねえ、有名な豪ごう傑けつたちも気心の知れた女の前じゃ子供になるらしいよな」

「あんた娼婦なんだろ？　水商売の女には本音をもらすんだよなあ、不思議だよなあ」

「あの人私のまえじゃ可愛かわいいから。ってのがすっげえ多いよな」

「うがあああ！」

　勘違いをベースにした納得が加速していった。

　なんかもうダメだ。

　これ以上付き合ってるとボロが出る。

「話は分かった、今日はここまでにしよう」

　俺は立ち上がって、立ち去ろうとした。

「兄貴！　どこに行くんだ」

「俺は帰る」

「待って兄貴、俺らのこと――」

「とりあえず待て、こっちにも準備がある」

　裏目続きのこの流れ、ヘルメス・カノーだと正体を明かすのは更に裏目る可能性絶大でやめることにした。

　一旦立ち去って、よく考えて対応策を練ねってからにしようと思った。

「連絡は――オルティア、あんたのところを中継に使わせてもらっていいか」

「うん、いいよ。妹たちに常連が出来ると嬉しいかな」

「って訳だ、俺に連絡を取りたいときは彼女のところにいけ」

「……分かった」

「それと――」

　俺は改めて注意しようとしたが、そんな俺の真顔から何かを読み取ったのか、夢幻団一同、同じように真顔になった。

「兄貴に言われたとおり、人は襲わない、悪事は働かない」

　キュロスが代表して、先回りして宣言した。

「それならいい。何か盗む時も俺に言ってからにしてくれ」

「分かった」

　こうしてひとまずの話がついて。

　俺は、聞き分けのいい夢幻団と別れて、街に戻った。





☆






「ご当主！」

　精神的な疲れでくたくたになって屋敷に戻ってくると、ミミスが血相を変えてかけよってきた。

　ただでさえ暑苦しいヤツが普段よりも更に暑苦しい、その上俺はくたくただ。

　正直今相手したくない、適当にあしらおう。

「何だ」

「大変な事態になりました、まずはご当主の耳に入れておかねばと思いまして」

「なんだ」

「かの有名な『夢幻団』がカノー家の領内に現れたとの知らせが。やっかいな連中なので、対策を」

「ああ、それならもう大丈夫だ」

「え？」

「え？」

　……。

　…………。

　………………。

　あっ。

　疲れ果ててるから理解するまでに時間がかかった。

　それならもう大丈夫だ。

　この言い方だと、俺が前もって知ってて、その上対策したって宣言してるようなもんだ。

　偶然ではあるが事実はそうだ。

　それでも、宣言してしまうのは良くない。

「ご当主、それは一体……」

「俺は疲れた、寝る」

　今の鈍った頭だとますます墓穴を掘りそうだから、無理矢理切り上げて屋敷の中にはいった。

　しかし、あの反応は致命傷で、手遅れだった。

　夢幻団は俺の命令で義ぎ賊ぞくとしてのことは何もしないで、その上オルティアの娼館に入り浸って常連になって、存在が町人に知れ渡ったことで。

　ミミスに言ってしまった「もう大丈夫」がきいて。

　俺の株が、またしても上がってしまったのだった。










42　絶倫と理性










　昼下がり、書斎の中で、調査書を読んでいた。

　ミミスに命令してまとめさせた、夢む幻げん団だんの詳しい調査書だ。

　メンバーは全部で十二人、大陸各地で盗とう賊ぞく働きをしている。

　庶しよ民みんに義賊と認識されているのは、盗んだものを庶民にそのまま恵むからだ。

　完全に義賊と言いがたい一面もあり、それは盗む相手が「金持ち」という一点につきるから。

　一般的な「義賊」といえば、「悪い金持ちから盗んで庶民に恵む」というものなんだが、夢幻団は「悪い」を無視して、とにかく金持ちを襲っている。

　その中には真っ当な商売をしてる商人も含まれる。

　そのため庶民には受けがいいが、統治者の視点で見たら普通の義賊よりも頭が痛い連中だ。

「しかし、全員分の人相書きがあるんだな……ああ、こいつが兄貴とやらか」

　人相書きを全員分見たあと、一人だけまったく見たことのない男がいた。

　上半身をまっぱにして、筋肉を誇示している男だ。

「……これが俺と似てるってことなのか？」

　なんかちょっと嫌だった。

　娼婦たちの写真集と同じように、魔法で写した人相書きは本人そのままの姿だが、そいつはマッチョもマッチョ、ポーズをとっている姿は、今にも大胸筋がヒクヒク動き出しそうなくらいマッチョだった。

　キュロスらが口を揃そろえて「兄貴に似てる」って言うのが本当嫌だ。

「ふぅ……」

　息をついて、落ち着きを取り戻す。

「ここにいたのですねヘルメス」

　その時、姉さんが書斎に入ってきた。

　いつものドレス姿、背筋をピンと伸ばした気品のあるたたずまい。

　貴婦人そのものの振る舞いで、俺のそばにやってきた。

「どうしたのですかヘルメス、そんなため息を吐いたりして」

「ああ、これをな」

　人相書きを差し出す。

　夢幻団のことはミミスが執務の時に話してきたことだから、姉さんも知ってるだろうし、今知らなくても隠すことじゃない。

　だから普通に見せたのだが――。

「こ、これは……」

　驚きよう愕がくする姉さん、何故か顔を青ざめさせた。

「どうした、この男を知ってるのか？」

「裸の男……ため息……賢者タイム!?」

「へっ？」

「そーい！」

　姉さんは素早く俺の手から人相書きを奪い取って、窓を開けて豪快なフォームでそれを空の彼方かなたに投げ捨てた。

「ど、どうした姉さん」

「ヘルメスそれはダメ！」

「へ？」

「その道に進んではいけません。まだ私にけ、懸け想そうしてくれた方がうれしい――じゃなくて正常です！」

「一体何を言ってるんだ姉さん」

「こうなったら……ＨＨＭ48を急がせるしか」

　親指の爪を嚙かんで、思い詰めた顔でつぶやく姉さん。

「ＨＨＭ48？　なんだそれは」

「ヘルメスハーレム48フオーテイエイトの略です。領地の各地から年頃の少女を集めて、様々な審査、育成をしてヘルメスのハーレムに加えるプロジェクト」

「やり過ぎだろそれ！」

「子爵家の当主なのですよ？　安産かどうかも含めて厳重な審査をしているわ。もちろん全員処女、これは言うまでもなく当たり前ですけれど」

「あっ、割と真ま面じ目めな話なんだ」

　なんで略したり48って数字がつくのは理解出来ないが、安産かどうかなのと、処女かどうかなのは貴族としてかなり重要な部分だ。

「そうだ、これを」

　姉さんは袖そでの下から手のひらサイズの水晶玉を取り出した。

「なんだこれは」

「ヘルメスの性欲を測るものです。それ次第でＨＨＭ48のメンバーの人数が決まるわ。１５０人分までならすぐに集められます」

「48の意味どこ!?」

　突っ込みつつ、俺は考えた。

　姉さんのやり方とか言ってることがちょっと――アレだけど、これは貴族として当たり前の話だ。

　むしろ酒色に耽ひたる放ほう蕩とう当主を演じるのもイイかもしれない。

　それに……いや念のため。

「これは性欲――だけを測るものだよな」

「そうですよ」

「戦闘力とか魔力とか、それ以外の何かはないんだよな？」

「なぜそんなことをする必要が？」

　むしろきょとん、って感じで聞き返してきた姉さん。

　なるほど、本当に性欲だけってことか。

　なら、大丈夫だな。

　俺は姉さんから水晶玉を受け取って、この類たぐいのアイテムの使い方――そっと握り締めて念じた。

　次の瞬間――パリーン！

　水晶玉は光を放って、音を立てて砕くだけ散った。

「なっ！　そ、測定不能ですって」

「ありゃ」

　そんなに強いのか俺。

　まあでも、性欲が強いのは男としては――。

「これ、一日に７７７人までを相手に出来る伝説の性豪でも測れるものなのですよ？　それ以上の性欲……普通なら暴走して見境なく襲ってるはず……」

　ぶつぶつつぶやく姉さん、やがて「はっ！」と身震いして、ものすごく怖い何かをみる目で俺を見た。

「どうした姉さん」

「オルティアが言ってた娼しよう婦ふのプライドを傷付けられたのって……」

「あいつそんなことまで漏もらしてるのか」

　まったく。

「へ、ヘルメス……」

「だからどうした」

「女の体は……いいものですよ？」

「……ちが――――う！」

　俺は盛大に突っ込んだ、書斎の重厚な机をひっくり返す勢いで否定した。

「さっきからその誤解してるけどそうじゃない！　俺は普通に女の子が好きだ！」

　立ち上がって、本ほん棚だなの一部をずらして、隠し本棚を出現させる。

　その中の一冊を抜き取って姉さんに渡す。

　タイトルは『ただのオルティア』、娼婦たちがオルティアを名乗るようになった、オルティアの元祖になった絶世の美女の写真集だ。

　姉さんはそれを受け取って、パラパラめくった後。

「そーい！」

　と、豪快なフォームで窓の外に投げ捨てた。

「結局投げるんかい！」

「女の子に興味があるのなら、どうしてそういうそぶりを見せないのですか？」

「理性だよ理性」

　俺は指摘した。

　すごく当たり前の話だ、隠すつもりも必要もない。

「性欲がないとは言わないし、したいと思ったことがないとも言わない。だが、普通はそれ、理性で抑えるもんだろ」

「……りせい？」

「何だよその棒読みと死ぬほどびっくりしてる顔」

「そんな超性欲を抑える程の理性……すごい！　聖人並よ」

「うがっ！」

　なんでそうなるか。

　こうなったら性欲を行使するしかない、ＨＨＭ48とやらを全員……いやだめだ。

　そんなことをしたら――

『超人的性欲、英雄級！』

　って姉さんが目をキラキラさせるのが目に見えてる。

　……え？　なにこれ、この状況ってもしかして詰んでる？

「やっぱりヘルメス、女の子じゃなくて――」

「師し匠しよう！　今日も稽けい古こつけて下さい！」

　そこにミデアが飛び込んできた。

　俺の弟子を自称し、巨乳を憎む幼い肢し体たいをしたミデアを見た姉さんは、一変して冷静な顔で、俺の肩にそっと両手をのせて、真っ直ぐ目をのぞき込んできた。

「ヘルメス、この子なら文句はないけどせめて後三年は待ってあげて」

「うがっ！」

　そんなに俺をお猿さんにしたいのかよ姉さん！
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43　結界貫通










「式典？」

　謁えつ見けんの広間、ミミスの報告を聞いてると、気になったワードが耳に入ってきた。

　既にミミスのそばに使用人が立っていて、恭うやうやしく、装飾のついたトレイを持っていた。

　トレイの上にはペーパーナイフサイズの、ミニチュアサイズの剣が二本置かれている。

　それをちらっと見て、「式典」とやらと関係あることか、と思った。

「詳しく説明してみろ」

「ははっ。間もなく一年の内でもっとも昼が短い日が来るのをご存じですかな」

「ああ」

　昼間の長さは夏が長くて、冬が短い。

　その冬で一番短くなってる日がある。

　ちなみにその日は毎年違ってて、王国お抱えの宮廷天文官が毎年綿密な計算でそれをはじき出してる。

　報ほう酬しゆうが良くて地位も貴族なみだが、計算をミスって日にちがずれると厳罰されると聞いたことがある。

　……ああ、だからか。

「その日に式典をやるってのか」

「さよう、王国にとっては欠かせない儀式、毎年貴族で持ち回りするしきたりとなっております」

「ふむ」

　となるとちゃんとやらないとダメってことか。

「で、これがその為のものだな？　これをどうすればいい。なんか見たようなフォルムだが」

「ご当主にはなじみの深いフォルムでありますな」

「うん？」

　ミミスの言葉に首をかしげ、もう一度剣のミニチュア――模型っぽいそれを見た。

　やっぱり見たことのある形、なんだっけこれ……ああ。

　見たことある訳だ。

　クシフォス十字勲章、それに描かれてるクシフォスだ。

「クシフォスだな」

「さよう」

「同じのが二本あるのはどういうわけだ？」

「片方は護国の聖剣クシフォス、もう片方は災さい厄やくの魔剣クシフォス。をそれぞれ模しておられるのです」

「名前が一緒だな」

「伝承では、元が一つだったのが、中ちゆう興こうの祖セレーネ女王が悪の部分だけを分離させて善の部分を純化させて振るった、とされておりますな」

「よくある話だなあ」

　俺は微苦笑した。

　本当によくある話だ。

　元は一つで、善と悪が分かれて善が勝った。

　童話とか寓ぐう話わとかにごまんとある話だ。

「噓だと思っておられるのですな？」

「なんだ、事実だっていうのか？」

「それに関わったのが我がカノー家の初代様でございますからな。その一連の功績でカノー家はアイギナ貴族となったという訳ですな」

「……へえ」

　そうだったのか。

　それなら……信しん憑ぴよう性せいが跳ね上がるな。

　俺が肌身離さず持っている（厄やつ介かい事ごとを避ける為に）試練の洞どう窟くつのコインが懐ふところでさりげなく存在を主張しだしたように感じた。

　女王の剣の師匠、あんなギミックの試練の洞窟を造れた程の初代。

　童話とか寓話……いや神話級の何かを実際にやってるっていわれても驚かない。

「それはいいけど、これをどうすればいい」

「簡単なことでございますな。伝承に従い聖剣クシフォスで魔剣クシフォスを叩き折る。それだけでございます」

「なるほど」

　俺は立ち上がって、トレイの前に立った。

　間近で観察する。

　似たようなフォルムだが、はっきりと片方が善で、片方が悪。

　子供でも分かる様な作りと色合いになっている。

　いやいや、それを決めつけては痛い目を見る。

　確認しよう。

「こっちが聖剣でこっちが魔剣だな」

「さようでございますな」

「ふむ」

　俺は聖剣の方を三本指でつまむように持ち上げた。

　こっちはただの模型って感じた。

　もう片手で魔剣の方も同じようにつまんで持ち上げた。

　こっちは魔術的な何かが込められている。

「……やらないといけないのか」

「拒こばむ方は今までございませんでしたな」

　ミミスは眉まゆをひそめて、若じやつ干かん困った顔で答えた。

　そりゃそうか。

　年に一度、しかも貴族たちが順番で持ち回りでやる儀式だ。

　拒むやつなんていないだろうな。

「その式典というか儀式っていうか、人前でやるものなのか？」

「いえ、当日に行った後、聖剣と折れた魔剣を王都に送り返せばよいだけですな」

「なるほど」

　だったら今やってしまうか。

　俺は聖剣を持ったまま、魔剣の方をトレイに戻した。

「しっかり持ってろ」

　と、使用人に言った。

「え？」

　おどろくそいつを置いて、聖剣のミニチュアを振り下ろした。

　シーン。

　それなりの力で振り下ろしたが、まったく手応えがなかった。

　なるほど、感じた魔術的な力はこれか。

　手応えがないくらい衝撃を吸収してしまう術式か。

　なら、それを上回ればいい。

　もう一度聖剣の方を振り上げて――切り下ろす。

　ズパッ！

　ちゃんと手加減はして、トレイは傷つかないようにした。

　魔剣の術式を貫通して、真っ二つにしてやった。

「よし、これでいいな。送り返すの、たのんだ……ぞ？」

　振り向いたミミスは、あごが外れる程の勢いでポカーンとなっていた。

「……俺、またなんかやっちゃったのか？」

　いやな予感がする。

　ものすごくいやな予感がする。

　それは……大当たりだった。

「あ、ありえませぬ。当日までは何があっても壊れない仕組みなのですぞ……」

「……そういう術式だったのか」

　多分、昼間が一番短い日になにかがあって、それに合わせた絶対級の術式だったのだろうが……それを俺がぶっ壊した。

　横着するために……やっちまったようだ。










44　俺は何もしていないのに










「おっ、ヘルメス様じゃねえか。ちょうどいいところに来てくれた」

「ん？」

　夕方、ピンドスの町を適当にぶらついてると、なれなれしいというか親しげというか、そんな感じのしわがれた声が聞こえてきた。

　声の方を向くと、見知った老人の姿があった。

　古い店構え、店の外までほとんどあふれ出ている感じの本の数々。

　このピンドスで本屋を営いとなんでる顔見知り、カシオスのじいさんだ。

「カシオスのじいさん。どうした、ちょうどいいところってのは」

「んふ、いいもんが手に入ったんだ。ちょっと待ってろ」

　じいさんはにやりと口元を緩ゆるめる、店の中に一旦戻っていく。

「ほう……？」

　俺も口元が緩んだのが自分でも分かった。

　カシオスのじいさんとは長い付き合いだ。

　俺が持ってる写真集の数々、その中の「希少価値」がついている様なものは、ほとんどカシオスのじいさんが仕入れてくれたものだ。

　そのじいさんが「いいもんが手に入った」という。

　期待値が否いやが応おうにも上がっていく。

　しばらく店先で待ってると、じいさんが戻ってきた。

「ほれ。とっくに絶版になってる写真集だ」

「どれどれ。『白亜の戦姫……』ダメだ名前のところ読めねえ」

　かなり古い写真集だからか、タイトルの後半部分がかすれて名前とされるらしきところが読めなかった。

　それで首をかしげたが、じいさんは。

「もっとメンタマ引っこ抜いてよく見てみろい」

「引っこ抜いたら見れないだろ……うーん、後半の名字？　だけちょっと残ってるか？　これは……カノーか。……カノー？」

「おう」

　びっくりして顔を上げてじいさんを見る、じいさんは得意げな顔で、上下合わせて三本くらいしか残ってない歯を見せる、得意げな笑い顔をした。

「そいつあ、ヘルメス様んとこの初代当主様でい」

「初代!?」

　びっくりして、もう一度写真集の表紙を見る。

　初代の名前はもちろん知っている、フルネームでだ。

　それを知っている状態で改めて見ると――確かに、かすれた部分はそう読める。

「ってことはこれ、何百年も前のものじゃないか」

「手に入れるのに苦労したぜえ？」

「へえ」

　いろんなオルティアの写真集を見るときとは違う感情で、初代の写真集をパラパラめくる。

「……強いな」

「はあ？」

「いやなんでもない」

　うっかりうっかり。

　つい、マジな感想を口にしてしまった。

　だって仕方がない、写真集にうつってる初代とされる女剣士は、ものすごく凜り々りしくて、写真越しでも分かるくらいかなりの剣の使い手だった。

　いや……マジで強いぞこれ。

　俺が知っている中で、ダントツで最強の剣士じゃないかこれ。

　それが端々から滲にじみ出てる。

　なんでそれが分かるのかっていうと……この女絶対頑固一徹タイプの性格だと思ったからだ。

　写真集なのに、写り映えをまったく気にしてない、ガチの「剣」のポーズをとっているから。

　頑固で、融ゆう通ずうが利きかなくて、とにかく強い。

　初代の写真は、それを強力に訴えかけてきた。

「初代のカノー様だって？」

「すげえ、綺き麗れい、惚ほれそう」

「こういう子がうちに嫁に来てくれたらねえ」

「うぉ！」

　のけぞるくらいびっくりした。

　いつの間にか、町の住民が俺の周りに集まってきてて、写真集をのぞき込んでいた。

　全員が興味津しん々しんで俺の持ってる写真集を見てる。

「じいさんのじいさんの更にじいさんから伝わってきた初代のカノー様のイメージそのままだな」

「よく見たら今の領主様と似てる？」

「本当だ、雰ふん囲い気きが似てるな」

　誰かがそう言ったのをきっかけに、全員の視線が今度は俺に集中してきた。

　まじまじと見つめられて、ちょっと居心地がわるい。

　まあ、子孫だし、似てるって言われたらそりゃそうだって言うしかないけどさ。

　俺は苦笑いを浮かべつつ、さてどうするか――と思ってたその時。

　ちょっと離れた所から騒ぎが聞こえてきた。

　何事かと思って今度はそっちを見ると。

「げっ」

　別の意味でやばい、と思った。

　道を歩いてるだけで住民が自おのずと道を空けてしまう荒くれ者の見た目をした連中は、あの、夢む幻げん団だんだった。

　別に悪いことをしてるわけではないが、見た目がいかにもな盗とう賊ぞくな感じだったから、住民が勝手に怯おびえて、道を空けて、遠巻きにひそひそ言ってる。

　ちなみに夢幻団はそれをまったく気にも留めてない感じで、普通に道のまん中を歩いてる。

　こっちに――向かってくる。

「おっ」

　団員の一人が俺を見つけたあと、全員が一斉にこっちに向かってきた。

　まずい、このままだとまずい。

　どうごまかすのか、って迷っているうち、全員が目の前にやってきた。

　その夢幻団に、写真集を見に集まった住民たちも怯えだした。

「りょ、領主様。助けてください」

　と俺に言ってきた。

　ほとんど同じタイミングで団員の一人が俺に話しかけようとしたが、住民の言葉を聞いたキュロスが手を上げて、その言葉を遮さえぎった。

　キュロスは真顔で俺を見つめてから。

「あなたが、この町の領主様で？」

「……ああ」

「……なるほど」

　難しい顔をして見つめ合う俺とキュロス。

　困惑する夢幻団の他の団員と、怯えている住民たち。

　まずいな、ここ、どう切り抜けるべきか。

　夢幻団の団長になったこと、出来れば隠したままにしておきたい。

　ものすごく有名な義ぎ賊ぞくの集団のボスになった子爵様。

　うーん、いいのか悪いのか予想もつかないが、有名になって面めん倒どう臭くささ全開になるのは目に見えてる。

　なんとかごまかさないと――って、思っていたら。

「失礼、俺らは夢幻団っていうろくでなしの集まりでして」

「……うん？」

　キュロスの台詞せりふにちょっと戸惑った。

　これは……もしかして？

「一度、カノー家の子爵様に会ってみたいと思ってたんですよ」

　初対面だって……一芝居打ってくれてるのか？

　そう思った俺、そしてそれは正解だった。

　キュロスはさりげなく俺だけに見えるように、目配せをしてくれた。

　話を合わせて、そう、言ってくれてるように聞こえた。

「俺に会ってどうするんだ？」

「知っての通り、俺たちは盗賊――つまり金持ちから奪う、元手のいらない商売をしてる連中でね」

「しゃれた言い回しだな」

「それで子爵様に一度会ってみたかったんですよ」

「今会えたけど。で？」

「さすが世界最強、いや史上最強の剣士、カノー様の末まつ裔えいなだけはある」

　うん？

　カノー様の末裔って――初代のことか？

「何を驚くことがある、カノー様の武名は今なお大陸の語り草となっているのです」

「なるほど」

「平然としていらっしゃるが、その物腰、ただ者ではありませんな。さすがカノー様の末裔といったところです」

　初代をダシにしつつ、俺を持ち上げるキュロス。

「うん、隠してても分かります。我々では到底かないませんな」

「え？」

「思い上がった我らが間違っておりました。どうか、見逃してくれませんか」

　キュロスはそう言い、俺に頭を下げた。

　そのキュロスの後ろで、夢幻団の他のメンバーが目配せし合ったり、肘で突っつき合ったりして。

「「「見逃してください!!」」」

　と、声を揃そろえて演技をした。

　あの有名な夢幻団のメンバーが揃って頭を下げたことが、周りに衝撃を与えた。

「お、おい。領主様ってそんなに強いのか？」

「分からねえ、でもあの夢幻団が頭下げてるぜ」

「当然じゃとも、初代様の面おも影かげを色濃くのこしてるいい男じゃからのう」

　がやがやする声、なんか勝手に納得している。

　いや、キュロスに誘導されてる。

「えっと」

「見逃してください。カノー様の領内では悪いことは何もしません」

「「「見逃してくください」」」

　全員が声を揃えて、一旦頭を上げて、また下げた。

　周りが、俺を見つめている。

　目に期待の色がある。

　それは逆らえないタイプの、期待がこもった民意だ。

「わ、分かった。普通にしてたら何もしない」

「ありがとうございます」

「「「ありがとうございます[image: !!!]」」」

　三度、声を揃える夢幻団。

　上げた顔はどこかニヤニヤしているように見えた。

　それはまだいい、それよりもっとまずいのは。

「すごいな、何もしないで夢幻団を抑えたぞ」

「うちの領主様ってこんなすごい男だったのか？」

　という、聞き捨てならない言葉が聞こえてきた。

　いや、何もしてないことはないんだ。

　確かにこの場では何もしてないけど！　本当をいえば何もしてなくはないけど！

「むむむ……」

　夢幻団との関係を今更言うわけにもいかなくて。

　俺は、公衆の面前で。

　何もしないで大陸最凶の義賊集団をねじ伏せたことになってしまった。

　そしてこのことは――このタイプのことは。

　尾ひれがついて、大きな噂うわさになっていくのだった。










45　貴族力９９９９










　謁えつ見けんの広間、今日は王国から一人の使者がやってきた。

「陛下の密命でございますわ」

　見た目は男、声は甲かん高だかくて女っぽい言葉。

　骨格は間違いなく男なのに、ヒゲも喉のど仏ぼとけもない……宦かん官がんか。

　いわゆる後宮の、国王の私生活にもっとも密着している者たち、宦官。

　それが持ってきた「密命」に、俺はいやな予感がした。

　とはいえ、逆らう訳にもいかないのがつらいところ。

「難しい顔しないでいいのよ、まずはこれを受け取って」

　宦官は妖しく笑って、一通の封書を開いた。

　それを受け取ると、若じやつ干かんの――力を感じた。

「むっ……」

「分かるのね」

「どういうことだ？」

「軽い封印よ、密命だから、本人以外に開けられては困るわけ。配達役のあたくしと、届け先のあなた。それ以外の人間が触れると自動で消滅する仕組み」

「なるほど」

　頷うなずきはしたが、ますます、げんなりとしてしまう俺だった。

　そんな封印を持ち出す程の密命、どんな厄やつ介かい事ごとなのか想像もつかない。

　とはいえ、逆らう訳にもいかないのがつらいところ――ってさっきも同じことを言った気がする。

「はあ……」

　俺は小さくため息をついて、封書を開く。

　封印はアイギナ王国式のものだった。

　国王と、各貴族だけに開封法が伝わっている。

　要は国王と貴族の当主だけが合あい鍵かぎを持ってる、そんな感じの封印だ。

　当主就任の時に教わった方法で開ける。

　もちろんこの程度の封印、力ずくでも開けられるがそれは面倒ごとの始まりだからやらなかった。

　魔力の残り香が漂う中身を取り出した。

　手紙だった、それを読む。

　前半は王族貴族らが好んで使う、内容のない美び辞じ麗れい句く。

　それをすっ飛ばして、本文だけ読む。

「貴族力？」

「ええそうよ」

「その貴族力とやらを測って格付けをする……またなんでそんなことを？」

「七人の大盗賊、を聞いたことはあるかしら？」

「七人のオルティアなら聞いたことあるけど」

「あら、そっちなのね」

　宦官はくすっ、と女っぽく笑った。

　ちょっと鳥肌が立ったが我慢した。

「そっちでもいいわ、同じことだから。七人のオルティア、大陸でも特に人気の娼しよう婦ふの格付け。たしかそっちはポイントがつけられてるわよね」

「ああ」

　何でつけたのかは分からないが、ランキング形式で、ポイント形式で格付けがされている。

　七人ともかなりの美女で、予約とかが三年先まで埋まってるらしい。

　ちなみに俺がひいきにしている――あのオルティアは最近のランキングで97位。

　高いんだか低いんだか分からないが、オルティアと名乗ってる娼婦が１万人以上はいるって話だから高いんだろう。

　まあそれはともかく。

「それと同じ。ポイントではなく、七人の大盗賊の懸賞金ランキングを見て、陛下はいたくお気に入りよ。見ていてわくわくする、との仰おおせよ」

「なるほど」

　その気持ちは分からんでもない。

「だから王国の貴族全員の貴族力を測定して、それに格付けを行うとのことだわ」

　話は分かった。

　が、乗っかる訳にはいかないな。

　密命つっても、ランキングをとった人間は自分が楽しむで終わるのはあり得ない。

　絶対に、だれかに見せびらかすし、そのうち流出する。

　だから抑えよう。

　どうやって評価するのか分からないけど、力を抑えてごまかそう。

　これは本気でやる。

　矛む盾じゆんしてるかもしれないが、本気で実力を抑えていく。

　ここからだ、ここから真剣にやるぞ。

　それにはまず情報から。

　俺は、宦官に質問した。

「どうすればいいんだ。その、貴族力とやらを測るのは」

「大丈夫、もう終わってるわ」

「……へ？」

　ど、どういうことだ？

「くすくす、あなたは今、話を聞いた後に目の色が変わったわ。意気込んでいる、そんな目」

「むっ」

　見抜かれていたか。

　確かにそうだ。

　俺は「本気で実力を抑える」と決意した。

　普通とは違う意味合いだが、意気込んでいることに変わりはない。

「陛下はこうも仰せよ、話を聞けば皆が躍やつ起きになって高い点数をとろうとする。だから話を理解する前に測るのがベスト、と」

「理解する前に――はっ！」

　ぱっ、と持っていたままの手紙を見つめた。

　厳密には、その手紙が入っている封書。

　封印。

「……まさか」

「ええ、それを解く行動自体が計測になるわけ」

「うがっ！」

「ちなみに、結果は即時に陛下の元に送信されることになっているわ」

「おっふぅ！」

　やられた……。

　意気込みが肩すかしを食らって、俺はがっくり肩を落とした。

　まさか、先回りされていたとは。

「そんなに気を落とすことはないのよ。結果は陛下が確認した後、あたくしのような使いの者にも届くことになっているから――あら、早くも来たわ」

「おおぅ……」

　それってつまり、国王が見た後……手遅れってことじゃないか。

　宦官が袖そでから取り出した一枚の紙、魔力を帯びた紙から文字が浮かび上がるのを遠目で確認出来た。

　即時に伝達してくる仕組みだったか。

　それを見た宦官は。

「あらあら、まさかの結果ね」

「ま、まさかの結果って？」

「今まで１位だった幽公爵、タニア・チチアキス様が２位に陥落よ」

「……それってつまり」

　ごくり、と喉がなった。

「おめでとう」

　宦官に祝われた。

　う、うれしくない。

　だまし討うちされてごまかすことも出来なくて１位になったんじゃ嬉しくない。

「ポイントは、チチアキス様が３７１だったから――えっ？」

「え？」

　宦官が目を丸くした。

　いままでの「あらあら」は完全に余よ裕ゆう綽しやく々しやくの発言だったが、この「え？」は明らかに質の違う、驚きだった。

「ど、どうした」

「……カノー様、どんなズルをしたのですか？　いいえ、陛下が賢者様に用意させたのだからズルは不可能のはずよ」

「ど、どういうことだ？」

　それまで距離をとって（宦官相手ってこともあって）話していたが、彼（？）に近づいて紙をのぞき込んだ。

　紙から浮かび上がってる文字は――

「ヘルメス・カノー……９９９９……」

　それを見て、俺もまたぽかーん、と固まってから。

「なんで上限３桁けたにしとかなかったんだよ！」

　と、後からため息がでるほどの、ずれた突っ込みをしてしまったのだった。










46　俺は今回、登場していない










　ある日の昼下がり。

　いつもの様に、ミデアが一人でヘルメスの屋敷から出た直後に、ピタッ、と動きがとまった。

　ミデア・ミュケーナイ、剣聖ペルセウスの孫娘。

　齢よわい15にして、血筋と――二人の卓越した指導者によって、彼女自身は既に大陸屈指の剣士に成長している。

「……」

　故に、気配を察することなど造ぞう作さもない。

　屋敷の敷地を一歩踏み出した時点で、彼女は目線、気配に気づいた。

「そこにいるのは分かってる、隠れてないで出てきたら？」

　人がいない方角を向いて、真顔で言い放つ。

　同時に、探る為の闘気も放つ。

　それはまるでコウモリの超音波。

　人の耳には聞こえない程の音波を放って、跳ね返ってきた度合いで周りの地形を察知する能力。

　ミデアほどの達人であれば、闘気を使って――相手の意図をある程度探ることができる。

　その結果、相手に悪意はない、ということが分かったが、それでもミデアは気を抜かなかった。

　それが彼女の一流たる証しよう左さであり、相手を動かした最後の決め手となった。

「参った、さすが兄貴のところにいるだけのことはある」

　物陰から一人の男が出てきた。

　キュロス・マフロス。

　義ぎ賊ぞく集団・夢む幻げん団だんの副リーダーであり、闘気と態度のみのやりとりで語る以上の理解が出来る程度には、彼もまた強つわ者ものの域にある。

「兄貴って？」

「ここの領主様のことだよ」

「師し匠しようのこと？」

「俺たちは兄貴って呼んでる、そこにいろんな事情と、まあ一番大きいのは兄貴の強い意思が入ってる。あんたの『師匠』も同じことなんじゃないのか？」

　ミデアは一瞬だけはっとして、その後頷うなずいた。

「うん、いろいろあった。師匠のわがままもあった」

「あはは、その『わがまま』ってのもなんとなく分かる気がする。で、俺たちは兄貴、あんたは師匠。お互い敵じゃないって分かってもらえるか」

「そだね」

　ミデアは敵意をといた。

　彼女にそうさせたのは、達人としての「気」の読みあいで相手に害意がないことを読み取ったのが一割。

　ヘルメスという男に対する信頼が九割ってところだ。

「どっか外で話さないか」

「いいよ」

　キュロスとミデアは肩を並べて歩きだした。

　屋敷から少し離れた、ピンドスの町の繁はん華か街がいにやってきて、昼間でもやってる酒場に入る。

「いらっしゃいませ――げっ、鬼ミデアに夢幻団」

　出迎えた酒場の店主、長年鍛えられた商売スマイルが吹っ飛ぶくらいには、この二人の組み合わせは知っている人間にかなりの破壊力を持っていた。

「オヤジ、一番いい席を」

　キュロスは小さな銀貨袋を店主に放り投げた、敵意のないことを示す微笑ほほえみもサービスでつける。

　店主はそれをうけとって、若じやつ干かん引きつりながらも、二人を店三階の、街並みが見下ろせる個室に案内した。

　しばらくして料理が運ばれてきて、キュロスとミデアは軽めの酒で乾杯した。

「いい飲みっぷりだ」

「ありがと。で、話を聞かせてくれる？」

「いいとも。そんなにたいした話じゃないんだが――」

　キュロスはミデアに話した。

　元々の団長がオーガに襲われた不ふ慮りよの事故で命を落とした直後にヘルメスと出会って、ヘルメスがオーガから大事な物を取り戻してくれたこと。

　そのことでヘルメスに心服して、拝み倒して兄貴になってもらった。

　と、包み隠さず話したが、客観的に見れば一部齟そ齬ごがある。

　キュロスは「拝み倒して」といったが、客観的には押しかけ女房みたいな形といった方が正しい。

　しかしそれは、ミデアの共感を呼び起こした。

「私も、師匠にすっごくお願いして弟子にしてもらったんだ」

　今度はミデアがこれまでの身の上を語る番になった。

　これまた主観による認識の差異で、ミデアはお願いして弟子にしてもらったというが、夢幻団同様押しかけ女房的な形だ。

　同じような形、そして同じような認識の違い。

　二人が一瞬で、更に意気投合した。

「なるほどな。しかし、やっぱり兄貴は強いんだな」

「そりゃあもちろん。私のおじいさんを隠いん居きよに追い込むくらいだからね」

「剣聖ペルセウス。その強さはあっちこっちで武勇伝として耳にたこができるくらい聞いてきたが、それよりも上か。さすが兄貴だ」

「でもさ、私、一つだけ不満があるんだ」

「不満？」

「師匠が自分の名前を出すなって言ってること。だから私、今はナナスって人の弟子ってことになってるの」

「ああ、俺らもだ。兄貴は何故か自分の正体と実力を隠そうとしている。不思議なことだ」

「ふしぎだよねえ」

　酒を酌くみ交わし、ますます意気投合している二人。

「そういえば、ナナスってのはどういうものなんだ？　そういう実在する人間がいるのか？」

「ううん、いないよ。完全にでっち上げ。私が道場破りとか、剣士として名を上げていくのはいいけど、ヘルメスの弟子じゃなくて、ナナスの弟子ってことにしとけって。それだけの話」

「なるほど」

　キュロスはあごを摘つまんで考えた。

　しばらくして、にやり、と口元を緩ゆるめる。

「俺にいい考えがある」

「なになに？」

「ナナスの名を上げるのはダメって言われてないよな」

「うん」

「それなら俺たち、手を組まないか。でっかい仕事して、新しい団長がナナスってことにするんだ。どのみち、兄貴が『団長がヘルメスなのは内緒』って言い出すのは時間の問題だから」

「あはは、言う言う、絶対言う」

「その時架空の人物をでっちあげるしかないが、ナナスって名前になる偶然ってあるかも知れない」

「……あるね」

　にやり、とミデアも口元を緩めた。

　キュロスの提案を理解したからだ。

「そういうことなら、文句のつけようがない悪人を襲って、文句のつけようがない寒村に施ほどこしをする。師匠ってなんだかんだでいい人だから、この二つをきっちり固めれば、文句言いたくても『ぐぬぬぬ』ってなるよ」

「さすが長い間一緒にいることはある。のった」

「私も手伝う」

「ああ、頼むよ」

　二人は笑い合って、再び乾杯した。

　数日後、ミデアと夢幻団が共同戦線を張り、最初に決めたコンセプトに違わぬ、「文句のつけようがない悪人から奪って文句のつけようのない寒村に施す」を実行した。

　実行したのは夢幻団で、そのリーダーはナナスと呼ばれる男。

　そのナナスはミデアが変装したもので、彼女はここ最近あっちこっちで見せた「ナナス流」を振るったことで、リーダー＝ナナスという信しん憑ぴよう性せいの裏付けになった。

　ミデアと夢幻団、両者の圧倒的な義賊行動によって。

　ナナス＝ヘルメスの名声が、本人のまったく関与していないところで、うなぎ登りになっていくのだった。
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47　君が俺で俺が君で










　朝、起きた俺は、寝室から出て廊ろう下かを歩いている。

　この屋敷では、メイドや使用人の数はなるべく少なくしている。

　特に朝は少なくて、雇ってるメイドたちも、執務の時間に合わせて敷地内にあるメイドたちの寮からの通いって形になってる。

　理由は簡単、何がきっかけで俺の実力がばれるか分からないから。

　朝とか夜とか、寝ぼけてる時間帯にそれが起きる可能性が高くなるから、屋敷の人間を出来るだけ少なくした。

　だから、起きた。

　幸せ――げふんげふん、不幸な事故が。

　ガチャッ。

「ふああ……おはよう姉さん……」

　ドアを開けて脱衣所に入った俺は、そこにいたよく知っている相手に挨あい拶さつした。

　そうしたのは、寝ぼけているから。

「……」

「……」

　両者とも固まったのは、姉さんがほとんど全裸だったから。

　湯上がりらしき姉さんは、いつもよりも数倍なまめかしい――じゃなくて。

「ご、ごごごごごめ――」

「きゃあああ！」

　絹を裂く悲鳴が耳をつんざく。

　眠気が一気に吹っ飛んだ。

「ごめん姉さん！　わざとじゃないんだ」

　慌てて謝るも、姉さんは半ばパニックになって、聞き入れてくれない。

　手当たり次第に物を投げてくる。

　カゴ、タオル、そして――

「きゃあああ！　それに触らないで！」

　――姉さんの下着。

　姉さんの豪ごう腕わんで投げつけられた純白の下着が、見事に俺の顔にジャストフィットした。

　傍はた目めから見ればパンツの仮面、究極の変態だ。

「かぶらないで！　それを返して！」

　自分で投げたのだが、パニックになった姉さんは取り返そうと裸のまま迫ってきた。

　もつれる俺と姉さん、姉で娘とはいえ色っぽい裸に俺は赤面して目をそらす。

　どうしたらいいのか分からない。

　それが、事態を更に悪化させる。

　背けた俺の顔から下着を取り戻そうと体を寄せてくる姉さん。

　ズルッ――キュッ！

　不吉な音が聞こえた。

　もつれる最中で濡れた床に足を滑らせた姉さん。

　ものすごい勢いで後ろ向きに倒れていく。

「姉さん!!」

　とっさに姉さんの腕を摑つかんで、引き寄せた。

　ズルッ！

　力を入れすぎてしまった。

　姉さんを引き戻して、抱き留めた瞬間、今度はこっち側に倒れ込んだ。

　いきなりの連続で反応が遅くなっていると、二人もつれ合ったまま倒れ込んだ。

　ごつん、と頭がぶつかった。

「いててて……」

　ぶつかった額を押さえて、体を起こす。

　すぐにハッとして。

「大丈夫か姉さん！　……え？」

　きょとん、となった。

　目の前の光景が理解出来なかった。

　馬乗り状態で見下ろしている相手は――俺。

　俺が俺の下でぶつけたおでこを押さえている。

「いたたた……もう、どうしてこうなるのですか」

「ねえ、さん？」

「ヘルメスが悪いのですよ？　いきなり入ってくる、か、ら？」

　姉さんも状況を認識したようだ。

　ぶつかった頭を押さえたまま、馬乗りしている俺を見あげる。

「わたし？」

「え？」

　姉さんの言葉に反応して、自分の体を見る。

　一いつ糸しまとわぬ裸体、豊かな膨ふくらみに、白はく磁じの肌を彩いろどる二つのさくらんぼ。

　これは……姉さん？

　下にいるのは、俺の体で、中身は姉さん。

　上に乗っかっているのは、姉さんの体で、中身は俺。

「い、入れ替わったのか？」

「どういうことなのですか？」

「……たぶん、今頭をぶつけたから」

「それで入れ替わるものなのですか？」

「古い書物で読んだことがある。もつれ合って頭をぶつけた場合、一時的に体を入れ替えることもあるって」

「そんな……待って、今一時的にといいました？」

「ああ」

　姉さん＝俺を見下ろす、さっきまでパニックを起こしかけた彼女は、ものすごい勢いで冷静になって、何かを考えていた。

「姉さん、何か良からぬことを考えてないか？」

「そーい！」

　姉さんはパッと起き上がって、俺＝自分の体を摑んで、豪快なフォームで風呂場に向かって投げた。

　針を通す様なコントロールで、俺は湯船の中にソフトランディングした。

「ぷはっ！　な、何をするんだ姉さん！」

「いいですね、ヘルメスの体、力がみなぎってくるようです。この体で力を見せつけてきますわ」

「――やめろ姉さん！」

「あははははは！」

　姉さんは高笑いしながら、脱衣所から飛び出していった。

　まさに風の如ごとく、一瞬で姿が消えていなくなった。

「くっ！」

　俺は湯船から飛び出して、姉さんの服に着替えて、後を追う。

「くっ！　女性の体は走りづらい！」

　姉さんのが――特別かもしれないが、おっぱいが思いっきり揺れて走りにくかった。

　それでも追いかけた。

　姉さんの体ではそもそも走るのが遅くて、気配を読み取ることも出来なかったが。

「これはこれはソーラ様、その格好一体――」

「姉さんは!?」

「はっ？」

　廊下で出会ったミミスがきょとんとした。

「ええい！　俺――でもなくて、ヘルメスはどこにいった」

「ご当主なら今正門ですれ違って、西の方に駆け去っていったところですが」

「西だな！」

　俺は屋敷を飛び出して、正門を出て西に向かって走った。

　見つけた。

　遠目にだが、俺の姿をした姉さんを見つけた。

　姉さんは女の子に絡んでる早朝の酔っ払いに向かっていった。

「待っ――」

　制止する暇もなく、姉さんが腕を軽く振ると、酔っ払いが縦に五回転してゴミの中に突っ込んだ。

「大丈夫かな」

「は、はい……ありがとうございます」

「君にケガがなくて良かった。じゃあ」

　どこのキザ野郎だよ！　と突っ込みたくなるくらいのキザったらしさで女の子にそう言ってから、また風のように立ち去る姉さん。

　途中で俺に気がついて、目があったが。

「にやり」

　と、聞こえてくるくらい、にやっと笑った。

「かっこいい……領主さまって、あんなに格好良かったんだ……」

　くっ。

　女の子の反応と、姉さんの笑みで企たくらみを完全に理解した。

　ハプニングで入れ替わった、しかし一時的な物ですぐに戻るらしい。

　ならばその間俺の体を使って実力を周りに見せつける。

　姉さんがいつも俺にやって欲しいことを、ここぞとばかりにやろうとしている。

「はあ……はあ……」

　向こうは俺の体で生き生きしてるが、こっちは姉さんの体。

　途中で息が上がって、完全に見失ってしまった。

　結局半日くらいで入れ替わりはすっと、何事もなく戻ったが。

　その半日の間でケンカ六件、強盗三件、盗み七件、モンスターの暴走一件と。

　姉さんは俺の体で好き放題に解決して、俺の名声がまた上がってしまったのだった。










48　塩の精錬










「ねえねえ、ヘルメスちゃんって結局どれくらい強いの？」

　行きつけの娼しよう館かんの中、顔なじみの娼婦オルティア。

　膝枕をしてもらって、皮を丁てい寧ねいに剝むいたブドウを一粒ずつ食べさせてもらう――というサービスを受けていたら、彼女がいきなりそんなことを聞いてきた。

「脈絡なくどうした」

「ヘルメスちゃん実は強いんでしょ」

「……どうかな」

　オルティア相手にいい加減隠す意味なくなってきたかな、とか思いつつも、何となくごまかすことにした。

「もー、強いくせに。誰にも言わないから、どれくらい強いのか教えて」

「面めん倒どう臭くさいな」

「一生のお願い、ねっ！　サービスもしちゃうから」

　オルティアはそう言い、おっぱいを当ててきた。

　下から太もも、上からおっぱい。

　悲しいかな、俺は健康的な男の子だ。

　この究極サンドに抗あらがう術すべは持っていない。

「しょうがないな。本当に誰にも言うなよ」

「うん！　誰にも言わない！」

　満面の、しかも屈託のない笑顔を浮かべるオルティア。

　うっかりはあってもわざとはない、そう信じることにした。

　そして考える。

　改めて自分を評価するというのは意外に難しくて、こそばゆいものだが。

「剣は得意だ。多分……世界で五本の指には入るだろう」

「すごい！　それ本当!?」

「うちの御先祖様は文句なしの世界一だったらしいからな。まあ、遺伝だ」

　カノー家初代当主、光の剣を操る史上最強の剣士。

　俺が強いのは間違いなくその血だろうなと思うことがよくある。

「代々受け継がれてきた書物も一通り読んだから、剣の知識はそれなりにある」

「魔法はどうなの？」

「そっちは普通。知識はほぼない、魔力はあるから、力任せのぶっ放しになることが多い」

「そうなの？　――いっがーい意外」

　俺のことをよく知ってればそうでもないと分かるもんだがな。

　当主になった直後の銀のこともそうだし、魔法でモンスター倒した時の痕跡が元の持ち主と照合出来ることも知らなかった。

「うっかり」で何かをやらかす時って、大抵魔法なんだよな。

「でもそっか……ヘルメスちゃん剣術はうまいんだ」

「そこそこにな」

「ねえねえ、今度それ見せてよ、聞いたことあるんだけど……けんぶ？　っていうの？」

「剣の舞か」

「そそそれ。それ見せてよ、一生のお願い、ね」

「だから何回あるんだよお前の一生のお願いは」

　まっ、それくらいなら別にいっか。

「もっとサービスしてくれたら」

「お安いご用よ！」

　オルティアはそう言って、剝いたブドウをくわえて、口移しで食べさせてくれた。

　そうした後の赤ら顔は、微かすかに恍こう惚こつとしているように見える。

　屈託のない気安さと、ここぞというときに放つ蜜を垂らしたような色気。

　これをやられると、しょうがないなあ、ってなってしまう――まあ、男の悲しい性さがだな。

「あー、なんかかっこつけてる。格好いいのは――こっち向かってやって」

「……まったく、しょうがないな」





☆






　夕方になって、娼館を出て屋敷に戻った。

　正門をくぐると、大きな桶おけを載せた荷馬車が何台も庭にとまっているのが見えた。

　その荷馬車の横に一人の男がいる。

「ナッソス、どうしたこれ」

　男は俺の部下、税の取り立てを任せているナッソスだった。

　呼ばれて振り向いてきた顔はいつもの通り頼りなさげで、困り果てて今にも泣き出しそうな顔だ。

「へ、ヘルメス様！　ご、ごごごご機嫌麗うるわじぶげっ！」

「無理して慣れない言葉を使わなくていい。それよりもなんだこれは」

　ナッソスに聞きつつ、荷馬車の一台に近づき、桶に手を触れた。

　触れた瞬間、桶の――重心が揺れた。

「液体か？」

「そ、そうダス。ハルスの町から送られてきたものダス」

「ハルスってカノー領か」

「そうダス、おらがヘルメス様のご命令で税を取り立ててる町の一つダス」

「ふむ、ってことはこれ、酒か？　お前、袖そでの下をもらう様になったか」

　にやりと口角を持ち上げて、ナッソスをからかってみる。

「そそそそそそそそそそそそそ――」

「慌てすぎだ」

「――なななななななこことととととととととととと」

「だから慌てすぎだって、バグってるぞ。そんなことない、だな」

「ダスダスダスダスダスダス」

　米つきバッタの様に首を縦に振る、その勢いで振ったら首ちぎれるぞ、って思わず心配になるくらいの勢いだ。

「ちょっとからかっただけだから。で、それよりもこれはなんだ？」

　根が実直な男、しかも俺に恩義を感じてるナッソス。

　イジったら可か哀わい想そうになるからイジるのをやめて、話を戻した。

「実は、これに塩が入ってるっていうダス」

「塩？　カノーの領地に海ってないよな」

「ダス。湖の水ダス」

「塩が入ってるっていうのか」

「そうダス。ここから塩がとれるようになれば……えっと、えっと……」

「ああ、とれるようになったら税を払えるから待てってことだな」

「そうダス！」

　取り立ての能力は一級品だが、いかんせん性格に難ありなナッソス。

　俺の前では特に緊張するみたいだから、会話する時に軽くこっちが先読みと誘導をする必要がある。

「しかし、なるほど塩か」

　塩――採塩は経済だけじゃなくて、政治的にも大きい意味を持つ。

　もしも本当にとれるようになったら――。

「なりませぬぞ」

　考えていると、今度はミミスが割り込んできた。

　屋敷の外に馬車を止めて、そこから飛び降りたミミスがのっしのっし近づいてくる。

　夕方の屋敷、間違いなくこの件を聞きつけてやってきたんだろうな。

「だめってなんで？」

「ハルスの湖のことは知っておりますぞ。多少の塩分を含んでおりますが、不純物も多く、塩だけを採るのは極めて難しい。これは先代――いや先々代の時から割りに合わないと断じてきましたことですぞ」

「そうなのか？」

「……そうみたいダス」

　ナッソスはしょぼくれてうつむいた。

「ふーん、不純物が多いのか」

　俺はさっき手を触れた桶にもう一度触れてみた。

　どれくらいあるのか、ちょっと見てみるか。

　桶そのものに魔力をそそいで、塩だけを引き出す。

「へえ、塩そのものは結構あるんだな」

　桶一つ分の塩は両手では持ちきれないくらいあった。

　これくらいあればちゃんと金になりそうなもんだが。

「なあミミス、これを――ってどうしたそんな顔をして」

「ご、ご当主、今何を……？」

「何をって、塩を精錬しただけだ。銀の時もやっただろ？」

　あれとまったく同じことをしただけだ。

　なのになんで驚いてるんだ？

「それって鉱石以外にも使えるダスか？」

「うん？　出来るだろ。混ざったものの中から一種類のものだけを抜き出す精錬だし」

　俺は当たり前のことの様に答えたが、ミミスとナッソス、二人はますます驚きよう愕がくした。

「なんと……そんな応用が出来るものだったのか……」

「ヘルメス様の発想はすごいダス……」

　二人して絶句している。

　魔法のことは知識があまりなくてあたりまえの様にやったけど。

　……俺、またやってしまったのか？










49　ヘルメス法










　ハルスの湖。

　オープン構造の馬車の中から、その湖を眺めていた。

　湖の周りに小さな、村レベルの建物の集合体がある。

　さらにその周りに成長していくかのように建築している建物の数々。

「いよいよ始めましたね」

　俺の隣で、姉さんがつぶやくように言った。

「ああ、塩の精錬が出来るヤツは少ないから、徐々にってことでやっていくけどな」

「やはり難しいのですか、魔法による塩の抽出」

「……今まで誰も考えたことがないっていうのがおかしいんだよ」

　愚ぐ痴ちる様に言って、姉さんの質問に対する返事にした。

　そんな難しい発想でもないだろうに。

「何かの専門家と、そうではない素人しろうとの着眼点はそもそも違うというじゃないですか」

「にしたってなあ」

　ため息をつく。

　この一件で、また俺の名声が上がった。

　まだ出来る魔法使い――職人は少ないが、魔法による塩の精錬は塩のみを抽出するから、ものすごく純度の高い上質な塩になる。

　通常の煮たり干したりするやり方では到底作れないような純度だという。

「あ、そうそう。ここの塩を両殿下に送りました」

「……待て姉さん、なんかすごく悪い予感がするんだが」

　頭痛がしそうになって、俺はこめかみを押さえた。

「まず両殿下って？」

「ショウ様と、リナ様」

「やっぱりか！」

　ショウ・ザ・アイギナ、そしてリナ・ミ・アイギナ。

　アイギナ王国の王族で、二人とも俺のことを気に入っている。

「な、なんて言って送ったんだ？」

「大丈夫ですよ」

　姉さんはにこりと笑った。

「あの塩の純度では、どのみち国王陛下に――呈てい上じようしなければ不ふ敬けいにあたるというものです」

「むっ……」

「ヘルメスも分かっているのでしょう？　そのやり方での純度は他の追つい随ずいを許さないとてつもない物になるのだと」

「……やらなきゃ良かった」

　うっかりやってしまったが為に面めん倒どう臭くさいことになったじゃないか。

「それで、こうなったの」

「え？」

　こうなったの、という姉さんの方を向いた。

　姉さんは一通の封筒を持っていた。

「王子殿下からの返事よ」

「読むのが怖い」

「有あり体ていに言えば国王陛下はものすごく気に入ったから、褒ほう美びに名前をつけることを許してくれた」

「名前？」

　背中に汗がつーと流れた。

　ものすごい悪い予感がする。

「カノー塩か、ヘルメス塩か。どっちでもいいから選んでという意味ですよ」

「せめてカノー塩で！」

「ヘルメスで返事しておいたですよ」

「おっふぅ！」

　思いっきりうなだれた。

「これでもヘルメスのことを考えた決断なのですけれど」

「どこが!?」

「これ以上、スライムロードの上に十字勲章を重ねるのはヘルメスも快こころよくは思わないのでしょう？」

「むっ」

　うなだれていたが、顔をあげて姉さんを見た。

　俺はスライムロードを討とう伐ばつした。

　それはそれなりの功績だが、それなりでしかない。

　一方でそれの理由に、アイギナ王国最上級であるクシフォス十字勲章を二つももらった。

　ショウとリナ、二人が俺に感謝を示すために、それをいい訳にくれたからだ。

　一つでも多いのに、二つだ。

　今後何かがあれば更にその上に乗っけられるかもしれない。

　スライムロード討伐程度のことにどんどん上積みをされては余計に怪しくて目立つ。

「両殿下も傑けつ物ぶつです、今後はこの上に乗っかってくるでしょう。何しろ陛下が気に入った程のもの、品質――いえそもそものやり方が革命的ですからね」

「……そうか」

　俺は馬車を飛び降りて、湖の方に向かって歩いていった。

　それを言われると、たしかに姉さんの選択の方が正しいのかもしれない。

　……気をつけるつもりだが、これからも俺は何かとやらかすかもしれない。

　そういう時の防波堤として、この塩はいいかもしれない。

　食べ物で、国王が気に入った。

　歴史上、このパターンで過か剰じように表彰したケースは結構ある。

「……ありがとう、姉さん」

「どういたしまして」

　微笑ほほえむ姉さんと二人と湖の畔ほとりを歩いた。

　姉さんは足を止めて、屈んで手のひらで水を掬すくった。

「ここからあの上質な塩を作り出せる方法を見つけたヘルメスのすごさに、少し後押しをしただけですけどね」

「出来れば今後はやる前に一言言ってくれると嬉しい」

　俺もしゃがみ込んで、水を手のひらで掬った。

　姉さんの前で、他に誰もいないから、手慰みな感じで塩を抜き出そうとした。

　――む？

　これは、この感触は。

　ナッソスが送ってきた桶おけの水の中にはなかったけど、こうして湖そのものに直に触れていると、感じる。

　あるのが、分かる。

「何かあったのですかヘルメス」

「いや、なにも」

　俺は即答した、ばれないように、普通を装よそおって。

　が。

「オルティアという子から聞きました。ヘルメスは噓をつく時鼻がヒクヒクするのですね」

「その手には引っかからないぞ姉さん」

　前に引っかかった手だ。

　そんな手、二度と引っかかるもんか。

「ええ、あれはカマカケでした。実際にオルティアと討とう論ろんした結果、ちゃんとヘルメスが噓をついてる時の見分けかたを見つけました」

「だから引っかからないって――」

「普段より真顔、本気の顔になるのですね」

「――っ」

　ズガーン、ときた。

　カマカケとか、噓とかじゃないって一瞬で分かってしまった。

　噓をつく時というか、しらばっくれる時というか。

　本気で考え込んで隠そうとするのが自分でも分かっている。

「……顔に出てるのか？」

「ええ、キリッとした男前よ」

「嬉しくない」

「嬉しくないのはこっちですよヘルメス」

「え？」

「もう……一番本気なのが本気を隠すのってどういうことですか」

　姉さんは俺の鼻にびっ、と人差し指を突きつけてきた。

　返す言葉もない。

「それで、今度は何があったのですか？」

「ああ」

　頷うなずき、観念して姉さんに話した。

「この中にミスリルがあるんだ」

「ミスリルって……魔法のアイテムを作ったり、魔力そのものを蓄たくわえておける金属のこと？」

「ああ」

「金属なのに水の中に？」

「入ってる。量は塩よりも遥はるかに少ないから、同じやり方じゃ採算は合わないだろうがな」

　そう思ったから、姉さんに話すことにした。

　実際に取り出せないのなら言っても大丈夫だからだ。

　と、思ったんだが。

「それはすごい発見ですねヘルメス。特定の鉱山にしかないミスリルが水の中にも存在するというのは」

「いくらすごくても――」

「早速探させます、どこかに含有量が多い湖があるはずです」

「……あっ」

　やってしまった。

　気をつけるとさっき思ったばっかりなのに、またやってしまった。

「姉さん、このことは」

「やり方はヘルメス法、そう名付けて両陛下に上じよう奏そうしておきます」

「やめてくれー!!」

　止めたが、姉さんは止まらなかった。

　希少な魔法金属ミスリルに関する新発見は、瞬く間に姉さん経由でショウとリナに伝わってしまったのだった。
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　書斎の中、目の前にあるガラスのコップに入った水を眺めていた。

　屋敷で使っている、どうってことのない生活用水だ。

　この中にもミスリルが含まれていると分かった。

　分量はといえば、25メートル程度のプール一杯にはって、その中から砂粒一粒取り出す程度だ。

　要は「あるにはあるがめちゃくちゃ少ない」ってことだ。

　今まで気づかなくて当たり前、ハルスの湖で水の中にもミスリルが存在しうると気づいてから注意深く見て、ようやく分かったレベル。

「って、ことは」

　当たり前の生活用水にもこの微量とはいえ存在しているのなら、世界中のあらゆる水の中にミスリルが入っているといっていい。

　後は取り出す方法と、コストだけだ。

　取り出す具体的な方法はまだ考えつかないが、雨が降る度たびにとか、海に行けばとか。

　まとまった量がとれるはずだ。

　水の中にある、ってのはそういうことだ。

　だが、考えない。

　これ以上は考えない。

　面倒臭いからだ。

　これ以上あれこれ考えて、「ヘルメス法」が強力な物になっていくのは本気で避けたい。

　だったら何もしなければいい。

　うっかり発見しちゃってそれを姉さんが奏上したのは仕方ないけど、この先を誰かが研究してくれたらそのうち俺のことを忘れてくれるだろう。

　ということで、この話はおしまい――

　コンコン。

「誰だ？」

「私です、弟父様おとーとうさま」

　姉さんだった。

　どうぞっていうと、彼女はしずしずと入ってきた。

「姉さんがその呼び方をしてくるのは悪い予感しかしないんだが」

「そんなことはないですよ。弟父様にお客様です」

「客？」

「ゴン・アーモンドという商人です」

「商人？　売り込みか？」

「アーモンドといえば、我が国のミスリル鉱山の全てを抑えている大商人ですね」

「むっ……」

　眉まゆがびくっ、と動いた。

　ミスリル、今一番聞きたくない、面倒臭い言葉だ。

　しかも今聞いた話がこれまた面倒臭い。

　ミスリル鉱山の独占。

　そして新しいミスリルの可能性を提示した俺（真犯人姉さんだが）。

　俺が知ってる限り人生最悪の組み合わせ。

　童貞と処女同士の初体験くらい最悪の組み合わせだ。

「真顔になってないで、どのみち会わないと話が終わらないですよ」

「はあ……」

　しょうがないな。
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　応接間にやってくると、中で立ったまま待ってる男がいた。

　歳としは五十から六十くらいってところか。

　脂あぶらぎったいやなオヤジ、ってのが第一印象。

　高価な服とかものすごい宝石の指輪をつけているが、それ以上に本人のネチっこさのイメージが強い。

　あまり深く関わり合いたくはない相手だ。

　その男は俺を見て、笑顔で頭を下げてきた。

「お初にお目にかかります、子爵様。ゴン・アーモンドと申します」

　ニチャア……って擬ぎ音おんが見えそうな笑み。

　笑顔までねちっこくて、今すぐたたきだしたいくらいだ。

　適当にあしらって、向かいのソファーに座る。

　そいつも俺に少し遅れて座った。

「俺になんか用か？」

「この度、子爵様におかれましては――」

「前置きとかいいから」

　くどくど長く、まわりくどくなりそうな台詞せりふを遮さえぎった。

　面倒臭いのもそうだが、あまり長く付き合いたくない相手。

　ああもう、後で口直しにオルティアの所に遊びにいくか。

「せっかちですな子爵様は。よろしい、時は金なりと申しますからな」

「……」

　これでもまだまわりくどかった、が次でそろそろ本題なので我慢した。

「ヘルメス法」

「むっ」

「これを取り下げていただきたい」

　なんでだ？　って質問は余計だったから喉のど元もとまで来たのをぐっと吞のみ込んだ。

　ミスリルに関する新発見と、旧来のミスリル鉱山を独占している商人。

　まあ、当たり前の流れか。

「もちろんただとは申しませぬ。その方法、二度と奏上しないと約束していただければ、金貨五十万枚をお支払いいたします」

「気前がいいな」

「子爵様に対する感謝の気持ちの表れ、と思っていただければ」

　なるほどなあ。

　俺が商売の邪魔をしなければ金貨五十万枚くれるってことか。

　どうしようか、飛びつくか。

　目先の金貨五十万枚、これに飛びついた方が俺が目指す放ほう蕩とう当主としてはいいのかもしれない。

　こんなにあっさり出せるってことは、普通にやってけばそれ以上の利益を得られる可能性が高いということでもある。

　独占を恐れる商人の本気は何よりもの保証だ。

「……」

　いや、ここは乗っからない方がいい。

　今までの失敗を振り返ると、「放蕩当主」目当てにした決断はことごとく裏目に出ている。

　たとえその場での判断がどれだけ正しかろうと、裏目に出る。

　今回もきっとそうなるだろう、だから乗らない。

「悪いが」

「なんと！　これは失礼いたしました。世紀の発見にこれっぽちということはありませんな、六十では、いかがでしょう」

　笑顔をひそめ、目に真剣味が増してきた。

　ここから商人との駆け引きになる。

　そして――

『あのゴン・アーモンドからこれだけの利益を引き出せるなんて！　すごい!!』

　空耳が聞こえてきた。

　なんというか、今までの経験だと間違いなくこうなる。

　ますます応じる訳にはいかなかった。

「悪いが引っ込めるつもりはない、いくらつまれてもな」

「ではひゃ――」

「金はいらん」

　ぴしゃりと遮さえぎった。

　なんかやばそうな数字が聞こえた気がするけど忘れることにする。

　俺に遮られたそいつの顔から表情が消え、キレるのか――と思いきや。

「ふっ、頑固なのですな」

　逆に笑った。

　さっき以上にかんに障さわる笑い方だ。

　何だこいつは――って思ってると。

「この手はあまり使いたくなかったのだがな」

　語気も一変して、そいつはある物を取り出して、テーブルの上に放り出す。

　レースと刺し繡しゆうであしらった、女物のハンカチだ。

　なんだ？　――って思ったらハンカチから香ってきた。

　よく知っている香り――オルティアが愛用している香水の香りだ。

「……何のつもりだ」

「入れ込んでいる女らしいな」

「彼女をどうした」

「人気娼しよう婦ふだという話だ。――数をこなすだけの商売をしたことはないのだろう」

　にちゃあ……と、最初に感じた気持ち悪い笑顔が復活した。

　まわりくどい言い方をしているが、ようはオルティアを捕まえてて、俺の返事次第で複数の――いや大勢の男がオルティアによってたかって乱暴するって意味だ。

　ゲスが。

「このガラス玉を割れば命令が下る」

　そいつは小さなガラス玉を取り出した。

　魔力を感じる。簡単な合図を送れることで、軍とか戦争とかで重用されてるものだ。

　そいつは、ガラス玉をつぶすそぶりを見せる。

「どうだ？　答えるのなら早いほうがいい、俺が手を滑らせる可能性もまったくないわけじゃ――」

　手が動いた。

　揃そろえた人差し指と中指を振り抜くと同時に、男の指が二本飛んで、ガラス玉が宙に浮いた。

　割らせる訳にはいかないので、ガラス玉だけサッと回収。

「――は？」

　俺がガラス玉を持ってることにきょとんとなって、ガラス玉と、自分の手を交互に見比べる男。

　斬ざん撃げきの鋭さが一定以上を超えると、綺き麗れいに斬きりすぎた傷口から血が出るのが遅れることがよくある。

　今回もそうだ。

　たっぷり三秒たってから、傷口から思い出したかのように血が噴いた。

「ぎゃあああああ！」

「とっとと失せろ」

「こ、こんなことしてただですむと――」

　強がるそいつを蹴けっ飛ばした。

　ソファーから飛び上がり、ドアを突き破って廊ろう下かに出た。

　悲鳴と物音、二人が合わさって、廊下にメイドやら使用人やらが集まってきた。

　俺も外に出た。

　異常な状況だが、やられてるのが――屋敷の主俺じゃなくて相手だから、誰も割って入ったり何かをしたりということはなかった。

　野次馬の中にミデアがいたので。

「ミデア」

「はい！　何ですか師し匠しよう」

「こいつを屋敷から叩き出せ」

「分かりました！」

　ミデアに任せた後、俺は屋敷から飛び出した。
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　ピンドスの郊外、街道から離れた所にあるボロ家。

　ざっと二十人はいる荒くれ者を全員ぶっ倒して、中に入る。

「なっ、てめえ何もん――」

　ボロ家の中に最後の一人、多分見張り役がいたが、そいつがイキリ出すよりも早くぶっ倒した。

　奥にはオルティアがいた。

　手足を縛しばられて、猿ぐつわを嚙かませられている。

　近づき、ロープと猿ぐつわを引きちぎった。

「助けてくれてありがとう」

「すまない、俺のせいだ」

「大丈夫」

　オルティアはあっけらかんと笑っていた。

「大丈夫？」

「こいつらがぺらぺら喋しやべってたからね。ヘルメスちゃんが絡んでて、助けに来るって分かってた」

「そうか」

「だから全然心配してなかったよ」

　いつもの様に、屈託のない笑顔で話すオルティア。

　が、手が震えていた。

　いや手だけじゃない。

　顔こそ笑っているが、全身が小刻みに震えていた。

　怖くないはずなんてない。

　必死に強がって、いつも通りに振る舞っているだけだ。

　俺は彼女を抱き寄せた。

　いつもより若じやつ干かん強めに抱いて、俺の存在を伝えて、震えを止めてやる。

「……ありがとう」

「お礼ならもうもらってる」

「それもそっか」

「とりあえず送る」

「うん」

　震えが止まって、気持ち、いつもよりしっとり体を寄せてくるオルティア。

　そんな彼女の膝裏に腕を回して、そっと抱き上げる。

　そのまま街道を疾走。

　来た道を引き返して、ピンドスの町に戻った。

　道中、俺も彼女も何も話さなかった。

　オルティアは借りてきた猫のように俺に体を寄せる。

　いつもと違うオルティア。

　何事もなければこんなオルティアも可愛かわいくていいんだが、今はその可愛さの分、ゴン・アーモンドに対する怒りが募つのるばかりだ。

　その怒りを抑えつつ、町に戻って、娼館にやってくる。

　オルティアを抱いたまま店に入ろうとすると。

「兄貴じゃないか」

　ちょうど出てくる、キュロスとばったり鉢はち合あわせになった。

「おっ、兄貴も楽しみですか。いやあ、兄貴に紹介してもらったここ、最高ですよ。女の子たちは可愛いし、サービスいいし。――最中はまるで恋人気分で、俺らみんなここの常連になってしまって――」

「いいところで会った。力を貸せキュロス」

　真顔で話すと、それまでデレデレしてた夢む幻げん団だんの副団長が、一変してキリッとした顔つきになった。

「何をすればいいんです？」

「女に乱暴するって脅おどしで、言うことを聞かせようとする悪徳商人を懲こらしめたい」

「なるほど、それはやらないとだな」

　キュロスはにやりと口角を持ち上げた。

　見ていろゴン・アーモンド。

　お前が持ってるものを全部奪ってやる。

　俺は、決意を固め――

「あのね、ヘルメスちゃん」

　腕の中で、オルティアがしっとりと、ささやきかけるように話しかけてきた。

「どうした」

「そのヘルメスちゃん、ちょっと怖いかも」

「……そうか」

　なるほど、怖がらせたか。

　まったく、俺らしくない。

「あたしが言うのもなんだけど、っていうかあたしだから言うんだけど」

　屈託ない笑顔のオルティア。

　いつしか、彼女の体から完全に震えが消えさっていた。

「あんな小物にヘルメスちゃんがそんなに真剣になることないと思うよ」

「そうだな、そうする」

　頷うなずく俺。

　オルティアの言うとおりだ。

　あんな小物、本気出さないでちょちょいとひねるべきだ。
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「で、あたしにいい考えがあるんだけど」

　ゴン・アーモンドの「ちょいちょいとした」ひねり方を考えていると、オルティアがイタズラっぽい笑みを浮かべながら言ってきた。

「どんな考えなんだ姉さん」

「いや待て、なんだその姉さんってのは」

　オルティアのイタズラっぽい笑みは頼もしくて内容を聞きたかったが、それよりもこっちだ。

　聞き捨てならない、スルーしてたら色々発展して良くないことになりそうな気がする。

「え？　あー……それはあれですよ、俺たちが世話してる子が全員姉さんの後輩だっていうから」

「絶対違うだろ、今考えたいい訳だろ」

「そんなことないですよ」

　キュロスは白々しく言い放った、挙げ句の果てに――

「♪」

「口笛吹くな！　もっとごまかす努力しろ！」

「いいじゃないか兄貴、姉さんはなんかもう姉さんで」

「その『なんかもう』の内訳がうんぬんかんぬんだっての！」

　突っ込むが、俺の突っ込みも雑になった。

　なんというか面めん倒どう臭くさくなった。

　どのみち何を言ってもやめないんだろうよ。

　俺はため息一つついて、それで仕切り直して、オルティアを向いた。

「で、いい考えってのは？」

　改めて聞くと、そしてにやりとあくどそうな笑顔をしているオルティアの姿に頼もしさを覚える。

「うん。まず、彼らは有名な義ぎ賊ぞくなんでしょ」

「ああ。だからこそ俺はこいつらと一緒にゴン・アーモンドから盗もうとした。財産と名声、両方でダメージを与えられるからな」

　夢幻団は悪徳商人からしか盗まないことで有名だ。

　その夢幻団がターゲットにする相手なら、相手が悪徳商人であると吹ふい聴ちようするようなものだ。

　こいつらと関わって色々調べてみたが、面白いことに、それくらいの信用度がある。

「それに、ヘルメスちゃんは参加しなくていいと思うな」

「なんで？」

「ヘルメスちゃんは、本人に精神ダメージを与える役」

　そう言って、俺に耳打ちしてきたオルティア。

　彼女の提案は面白かった。

「なるほど、俺がサボりたがりってことも知られてるから、それも利用するんだな」

「そういうこと」

「なあ姉さん、俺らはどうするんだ？　兄貴抜きでやればいいのか？」

「うん。そのかわりヘルメスちゃんに約束したことは守って」

「約束？」

「そう、ヘルメスちゃんの領地では盗まないって約束」

　またまたにやりと笑うオルティア。

　やっべえ、やっぱり頼もしいわ彼女。





☆






　夢幻団は全国各地を駆け巡った。

　ミスリル商人ゴン・アーモンドの屋敷や開いてる店を襲撃しては、財産を奪って、その地方の民衆に分配する。

　夢幻団という集団は義賊で有名だ。

　それが集中的に狙いだしたということは、よほどの悪人なんだな、という噂うわさが国中に駆け巡った。

　その中で、台風の目ともいうべき、無風地帯があった。

　俺の、カノー家の領地だ。

　夢幻団はカノー家の領地では一切盗まず奪わなかった。

　そのことで俺の関与を疑う声も出たが、夢幻団がやってることといえば商人から奪って民に分配すること。

　しかもその土地の民にだ。

　俺はまったく得してないし、俺の領地の民も得してない。

　むしろ、民でいえば相対的に損してるとも言える。

　得してない人間が黒幕って説を唱えても信じる人間は少ない。

　それに、わざとらしすぎる。

　全国各地でやってるのに、俺の領地だけやらないというのは、むしろ俺に罪をなすりつけたい何か、という陰いん謀ぼう説せつまで勝手に出るくらいだ。

　そんなこんなしているうちに、ゴン・アーモンドは再び、俺に面会を求めてきた。





☆






　応接間の中、ゴン・アーモンドと二人っきりで向き合った。

　前回と違って、そいつはものすごく苦にが虫むしを嚙かみつぶした様な顔をしている。

　何回か何かを言いかけては、言葉を吞のみ込んでしまうというのを繰り返した後。

「どうかやめてください、お願いします」

「その噂を信じるのは勝手だが、俺は何もしてない」

「子爵様！」

「まあ、それらしき男に、どこぞの商人が娼しよう婦ふを人質にとるようなことを漏もらしたかもだが」

「それで――うっ」

　ゴン・アーモンドは頭の回転が速かった。

　一瞬「それです」と言いかけたんだろうが、それで俺をどうすることも出来ないのをすぐに理解したんだろう。

　たとえ俺がそれをキュロス――つまり夢幻団に言ったのが本当だとしても、その話を広めたとしても。

　俺にはダメージはない。

　夢幻団がやってるのはあくまで今まで通りの義賊行為、そして俺が言ったのは娼婦を人質にとった悪徳商人がいるということ。

　いやな話だが、娼婦はいろんな目で見られるが、その中の一つに「社会的弱者」というのがある。

　この場合、文脈は自動的に「娼婦を相手に取ってまで～」という流れになってしまう。

　夢幻団に狙われて当然だ、という話になる。

　さすがに儲もうかる商人は頭の回転が速くて、一瞬でそれを理解したと見える。

　それくらい頭が良ければ――。

「むしろ、こっちから頼みたいことがある」

「――っ！　なんでもおっしゃってください！」

　これが第一の突き放し。

　普通こういう時の「頼みたいことがある」は、落とし前に何かくれという意味で使われる。

　当然の如ごとくゴン・アーモンドはそれを期待した、救いの光がさした、そんな顔をした。

「カノー領に財産があれば引き上げてくれ。で、これ以上何も持ち込まないでくれ」

「……え？」

「夢幻団があんたを狙ってるのは確かだ。領内に面倒ごとを持ち込まれるのは勘弁してくれ」

「なっ……そ、それは――」

「ここでやられたら捕まえに行かないといけなくなる、面倒だ。夢幻団ほどの義賊を捕まえようとするだけで民から白い目で見られる。面倒の倍掛けだ」

　啞あ然ぜん、ゴン・アーモンドはぽかーんとなった。

「めんどいことは何もやりたくないから、うちには持ち込まないでくれ」

「子爵様！」

「以上だ、帰ってくれ」

「――っ！　ヘルメス・カノーォォォ！」

　いきり立って俺につかみかかろうとするゴン・アーモンド。

　反撃もしない、ひらりとかわすだけ。

　そいつはつまずいて、転んでしまう。

　床にへばりついた状態で、俺を見上げて睨にらんでくる。

　俺は取り合わず、そいつを置いて応接間を出た。

「ヘルメス・カノーォォォォォォ!!」

　ドア越しでも、そいつの怒号がはっきりと聞こえた。

　それでも俺は何もしない。

　今回は何もしない。

　何もしないのに裏目に出ず、こんな爽そう快かいな気分になったのは初めてかも知れない。

　オルティアにお礼をしなきゃな。





☆






　それから約半年後。

　夢幻団がついでに他の悪事に関する情報を入手してばらまいたのをきっかけに、いろんな盗とう賊ぞくからもここぞとばかりに狙われた結果。

　ゴン・アーモンドはハイエナたちにむさぼられ、無む一いち文もんとなってしまった。










52　本気で濡れ衣










「旦だん那な様さま、リナ様がお見えです」

　書斎の中、屋敷のメイドが報告してきた。

　思わず難しい顔になってしまう俺。

「リナが？　一人でか？　それとも誰か連れてきてるか？」

「はい、他には護衛の方のみです」

「なるほど……分かった、応接間にお通ししろ」

「分かりました」

　一礼して、退出するメイド。

　さて、リナか……。

　俺の敵ではない分、色々やっかいな相手だ。

　タイミング的には間違いなく、姉さんが勝手に送りつけたミスリルの一件だろうな。

　ごまかし方を考えつつ、俺は書斎を出て、応接間に向かった。

　応接間に入ると、いつものように、キリッとしつつも物静かなリナの姿が見えた。

　ティーカップに上品な所しよ作さで口をつけていた彼女は、入室した俺を見てふっと微笑ほほえんだ。

「久しぶりね」

「ちょこちょこ会ってる気もするけど」

「もう少し会いたい気がするわ」

　先制パンチが飛んできた。

　リナは俺に色々好意的だ。

　その「好意」は俺にとって面倒なだけだから、どうにかしないとなと思っている。

　リナの向かいに座り、切り出す。

「ミスリルの件か？」

「いきなりそこへいくの？」

「このタイミングだとそうとしか思えないだろ」

　俺は苦笑いした。

「どうだろう、そなたはそれ以外も色々していると思うのだけれど」

　ゴン・アーモンドのことか。

　と一瞬だけ思ったが、リナがそれで来ることはない。

　今のところ夢む幻げん団だんの団長が俺だということはばれてはいない。

　状況的に、俺がけしかけただろう、というのは推測できるかも知れないが。

　そして、何故か確信めいたものを感じている。

　リナが、そういう俺を糾きゆう弾だんしに来ることはない。

　姉さんと同じ匂においがする。

　隙すきあらば俺を上げたくて仕方がない人種。

　リナは、そういうタイプに思える。

　そんなリナの軽口をさらっとスルーして。

「直接会えたならちょうどいい。あれを俺が見つけたと公表はしないでくれ」

「どうして？」

「……面めん倒どう臭くさいからだ」

　一度は納得したが、この件はゴン・アーモンドみたいなのを引き寄せる結果になった。

　面倒臭いにも程があるし――オルティアも危険にさらした。

　やっぱりひっそりと、慎つつましく実力を隠して生きた方がベストだなと、また思うようになった。

「欲がないな」

「面倒なのが本当にいやなだけだ」

「大発見なのだから、この一件で伯爵――いや侯爵まで二階級特進ができるのだけれど」

「マジで勘弁してくれ」

　公爵。

　侯爵。

　伯爵。

　子爵。

　男爵。

　アイギナの爵位はこの五段階がある。

　今の俺は下から二番目の子爵で、ミスリルの発見は間の伯爵をすっ飛ばせる程の功績だとリナはいう。

　それは本気で御ご免めん被こうむりたい。

「そこまで嫌がるのなら、しょうがない。分かった、これがそなたの発見だということを公表はしない。それで表彰もしない」

「え？」

「なんだ、その『え？』というのは」

「いや、あっさり引き下がったなと」

「横車を押し通すのもどうかと思っただけ」

　リナは立ち上がった。

「もう帰るのか？」

「説得できそうにないから今日はもういい」

「あっ、そう……」

　リナはスタスタとドアに向かっていく。

「……リナ」

「なに」

　ドアノブに手をかけて、顔だけ振り向くリナ。

　なんとなく決まりが悪くて、彼女を呼び止めたが。

「えっと……」

　かといって、なんといっていいのか、パッと出てこない。

「わるい」

「気にしなくていい。爵位を押しつけるのは、そなたがうっかり最初から公にした時までとっておく。その時は覚悟しておくことだ」

「うっ……お手柔らかに」

　俺は苦笑いした。

　リナはフッと笑い、そのまま立ち去った。

　こういう冗談を――いや冗談でもないが。

　そう返してくれるのなら、少しは気が楽だ。





☆






　数日後、謁えつ見けんの広間。

　いつもの執務の中、ミミスが報告している。

「ご当主にクシフォス十字勲章の下か賜しが決定されました」

「……は？」

　普通のトーンに、今まで聞いたことのある内容。

　だから一瞬スルーしかけてしまった。

「待て待て、何だそれは、何のことだ」

「スライムロード討とう伐ばつに対する勲章とのことですな」

「スライムロード？　また？」

「また、ですな。これで三つ目です」

「なんでまた……」

「リナ殿下が申請してくれたとのことで。それに関して殿下は『スライムロードの件だ、それ以上でもそれ以下でもない』と強くおっしゃっていたとか」

「逆に怪しいわ!!」

　なんのフリだよそれ！　小学生でもちがうって分かるぞ。

「そうですなあ。殿下は同時に塩湖からミスリル採掘の発見を『私が発見した、間違いなく私が発見した』と強く主張しているとか」

「タイミング!!」

　そのタイミングでやったら馬鹿でも俺の関与が連想できるだろ！

「はあ……まあ、ある程度予想はしてたよ」

　リナが俺の功績にしないって言った。

　そうはいうが、彼女が何もしないとは考えにくい。

　何かしてくるだろうな、とは思っていた。

　案あんの定じよう、ミスリルじゃなくて、スライムロードにつけてきた。

　予想してたから、まあ、これはこれでいいだろう。

「いやあ、しかし」

「ん？」

　ミミスがニヤニヤしていた、どうしたいきなり。

「この一件であっちこっち噂うわさで持ちきりですぞ」

「なにが？」

「三つ目の十字勲章はミスリル発見の大手柄――と、見える訳なのですが」

　そんな遠回しな言い方いいよもう、って思っていると。

　次の瞬間、更に衝撃的な言葉が聞こえてきた。

「もともと疑惑のあった今までの二つの十字勲章。正体不明のその二つも、ミスリル級の手柄だったのではないか、という噂が流れておりますな」

「……それはさすがに濡れ衣だ[image: !!!]」

　椅い子すから立ち上がり、盛大に叫んだが。

「人の口に戸は立てられませぬな」

　ミミスはにやにやしてそう言った。

　うがああ！










53　一番目の男










　屋敷の中、昼下がりの応接間。

　俺は訪ねてきたヘスティアと二人っきりで茶を飲んで、世間話をしていた。

　まるで王妃と見まがう程の上品な所作、同じ空間にいるだけで傾倒せずにはいられない程の色気。

　かつて当代屈指の娼しよう婦ふだった彼女、ふと、あることが気になった。

「今までのお客様、ですか？」

「ああ。俺は――オル専オルテイア専門だからよく知らないが――例えば今年ナンバーワンのオルティアはどこぞの公爵様が入れ込んでるって噂だ。あんたほどならすごい客もいたんじゃないのか？」

「……からかい、ではなく？」

「純粋な疑問だ。オルティアのヤツ、俺は二番目だと言ってたらしい」

「ふふ」

　ヘスティアは口を袖そでで隠しながら笑った。

「何がおかしい」

「それは、風の噂なのでしょう？」

「そうだが、なんで？」

「そのようなことを聞いてくるお客様には、常に二番目までしか教えないのです。二番目まで教えて、じゃあ一番は？　と迫ってきたところに、無言で見つめ返す。少し瞳を潤わせる、のがコツですね」

「……はあ」

　ヘスティアの説明、その先を理解して、ちょっと感心した。

「お前が一番だって――ことか。うまいなそれ」

「どなたがあの子に聞いたのかは分かりませんが、聞いた方さぞ気分をよくされたでしょう。自分は子爵様よりも上だ、と思えたはずですから」

「なるほど。で、ヘスティアは？　二番目を教えてくれよ」

　冗談交じりに聞いたら、ヘスティアはクスッと笑い。

「私はもう引退している身ですから、それは使いません。なので本当の二番を[image: ー][image: ー]」

　コンコン。

　ヘスティアが言いかけたところで、応接間のドアがノックされた。

　誰かは知らないが、ものすごく慌てているのがノックから伝わってくる。

「すまない――どうした」

「し、失礼します」

　ドアが開いて、一人のメイドが慌てて入ってきた。

「旦だん那な様さま！　お、お客様です」

「今こっち話してるんだけど」

「それが――」

　メイドはヘスティアをちらっと見た。

　ヘスティアはわざとらしく視線をそらして、テーブルに置かれているティーカップを手に取った。

　口をつけるが、飲んではいない。

　聞き耳は立てないから、と無言の意思表示だ。

　俺はメイドに手招きした。

　メイドは俺のそばにやってきて、耳打ちしてきた。

「へ、陛下です」

「え？」

「国王陛下が自らおいでに……」

「マジか？」

　メイドの顔が耳元から遠ざかって、首がもげるくらいの勢いで頷うなずいた。

　国王って、ショウの父親ってことか？

　なんだってこんな時に……。

　さすがに国王に会わないって訳にもいかない。

「すまないヘスティア、少し席を外す」

「ご随ずい意いに」

　席を立って、メイドと一緒に応接間を出た。

「どこだ」

「別の応接間に通してます」

「ん」

　メイドに先導されて、廊ろう下かを歩く。

　廊下の窓から見える、屋敷の庭に馬車が一台止まっている。

　一台だけなのか？　と不思議に思いつつ応接間に到着して中に入ると、派手さはないが上質な服を纏まとっている中年が一人座っていて、そのそばにミミスが直立不動で立っていた。

　本当に国王陛下なのかという疑問が、ドアを開けるまでは残っていたが、ミミスの仕草を見た瞬間ふっとんだ。

　俺はアイギナ式の礼法に則のつとって、片膝をついて、国王陛下に一礼する。

「余よの顔は初めてか、カノー卿きよう」

「はい」

「そうか」

　頷く国王陛下。

　許可がなかった。

　通常、一礼すると陛下の方から「苦しゅうない」とか「面おもてを上げよ」とか、そういうニュアンスの言葉が出てくるから、その辺りで立ち上がるものだが、それを言ってもらえなかった。

　それでどうしたもんかと悩んでいると。

「リナに色々聞いた」

「……はい」

　このタイミング、ミスリルの件か。

「どうやって彼女に取り入った」

「え？」

　どういうことだ？

「あの娘のことを、余は信頼している。だが最近のリナの様子はおかしい。厳格にして公正だったリナが、スライムロード討とう伐ばつごときの功績で十字勲章を三つも申請した」

「それは――」

　どう返事していいものかと悩んだ。

　最近の噂とはまったく違う内容のことを言われてる。

　噂だと、十字勲章三つ目の原因がミスリルだともう公然の秘密って感じでささやかれてる。

　それに影響されて、前の二つの十字勲章もミスリル級の大手柄だとむしろ誤解されている程。

　しかし、国王陛下の口ぶりだと、ミスリルのことはまったく知らない、噂も聞いてない。

　あくまでスライムロード討伐のことしか知らない口ぶりだ。

　俺は少し考えて、もう一回すっとぼけて様子見することにした。

「リナ殿下に目を掛けていただいて感謝してます」

　そういうと、国王はものすごくいやそうな、それでいてなにか虫けらでも見るような目になった。

「まあいい、余とてそこまで愚かではない、貴族と王族には様々なしがらみや、金銀財宝の行き来があることくらい知っている」

「……」

　これってまさか……俺がリナに賄わい賂ろして取り入った。

　そう誤解しているのか？

　国王陛下は更に自信たっぷりに続ける。

「そのようなものが根絶不可能とも知っている、だから口うるさく言うつもりはない。だが、リナはやめろ、あの娘の公明正大さの足を引っ張るな」

「……はい」

　頭を下げて、了解、って意味合いの返事をした。

　国王の顔がますますさげすんだものになった。

　これは……珍しくいい流れかもしれない。

　何だって相手は国王だ。

　賄賂とかは知ってる、やり過ぎるな。

　そういう風に思ってもらえるのなら一番いい。

　ここまでの短いやりとりで大体分かった。

　国王陛下は思い込みの激しいタイプだ。

　一旦――こうだと思い込めば決して曲がらない。

　ここは認めて――いや進んで認めるのは危険だ。

　流れに乗っかる程度に留めておいて、思い込んでくれたまま送り返す。

　それが今回のベストだ。

　なのでこの冷ややかで、虫けらを見るような目を維持するためには――と、考えていると。

　コンコン。

　静かに、応接間のドアがノックされた。

　直後にゆっくりドアが開かれ、ヘスティアが部屋に入ってきた。

「これはこれは、やっぱり陛下だったでありんす」

　部屋に入ってきたヘスティアは、もはや懐かしい、娼婦の時の言葉遣いをしていた。

　いや、というか――

「あ、あなたは、ヘスティアさん」

　――え？

　びっくりした。

　国王陛下がものすごく驚いた顔で、ヘスティアに「さん」づけをした。

　中年――もう少ししたら初老の域に入るであろう国王と、妙みよう齢れいの元娼婦。

　年の差で言えば、娘に頭の上がらない父親、って感じに見えた。

「陛下とお会いしたのは、殿下だった時以来でありんすなあ」

「う、うむ。それよりもヘスティアさん、ここで何を？」

「ヘルメス様のお世話になっているのでありんす」

　ヘスティアはそう言って、俺に体を寄せてきた。

　まるで貞てい淑しゆくな妻のように。

「なに!?」

　国王陛下がものすごく――さっきよりも更にびっくりした顔で俺を見た。
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　その顔には何故か、尊敬の色が混じっていた。

　その顔の理由が分からないまま、国王陛下はそそくさと帰っていった。
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　廊下の窓から馬車が去っていくのを見送りながら、隣に立ってるヘスティアに聞いた。

「陛下のことを知ってるのか？」

「偶然ってものがあるのですね」

　くすっと笑うヘスティア。言葉遣いが戻っていた。

「生しよう涯がいで二番目のお客様、それは陛下の父上、前国王陛下ですわ」

「そうなのか!?」

　それはびっくりだ。

「前国王は私の所に通い詰めて下さいました。まだ王子だった頃の陛下をつれてきて、『こいつにいい女を紹介してやれ』とおっしゃったことも。おそらくですけど……私のことを母親のような苦手意識があるのではないかと」

「あー……」

　なるほど、それで納得した。

　父親の女、だからある意味では母親。

　母親に対する苦手意識だと思えばあの態度も納得がいく。

「……あっ、もしかして余計なことをしてしまったのかもしれません？」

「え？　何が？」

「私は娼しよう婦ふ時代、ある意味わがままで、自らの意志で客を選んでいました、時には全てを拒こばむ、ということも」

「それは知ってる」

　オルティアから頼まれて、ヘスティアを「休ませた」時がそうだ。

　知ってるが、なんで今になってそれを？

「それは前国王陛下も一緒。国王さえも会いたいときに会えない女……皮肉にもそれで私の――価値が更に上がりました」

「だろうな」

「その私が……ここにいる、ということは……」

「……………………あ」

　顔が青ざめていくのが自分でも分かった。

　国王陛下の尊敬が混じったようなあの表情。

　前国王である父親でも御ぎよしきれなかった女に、妻のような振る舞いをさせた男。

　意図せずして、国王に一目置かれてしまったのかもしれない……。










54　変態のお礼










「ヘルメスちゃん一生のお願い――痛っ、いたたたたた！」

　両手をあわせて俺を拝むオルティアにウメボシを喰らわせてやった。

　娼館で人気娼婦と二人っきりというシチュエーションの割には色気がまったくない、ある意味悲しい光景だ。

「お前の、一生は、何回あるんだ」

　単語ごとに区切って、その都つ度どウメボシの力を強める。

「いたたたた！　い、いいじゃん！　普段目一杯サービスしてるんだからお願いくらい聞いてよ」

「頻ひん度どの問題だって言ってるんだ。せめて月一くらいにしとけ」

「えー、週一。週一にして、一生のお願い！」

「何でもかなうお願いを三つに！　みたいなのやめえ！」

「いたたたたた」

　更にウメボシでぐりぐり。

　オルティアが俺の腕の中でジタバタする。

　顔のすぐ前にある頭からいい香りと、ふれあう体のぬくもりと柔らかさが伝わってくる。

　下半身に直結してる神経がいちいちムズムズする。

　まったくこいつは……。

　一生のお願いといいつつ、自然といちゃつく流れに持ってってくれる。

　絶世の美女とかじゃないが、人気なのがよく分かる。

「まあいい。で、お願いって何だ？」

「えっとね、太い客紹介して――いたたたた！　な、何するのよ」

　オルティアは涙目で俺を見あげる、本気の涙目だ。

「ああいや、ちょっといらっとした」

「しないでよ！　話を最後まで聞いてよ！　そうじゃなくて、あたしの姉さん」

「姉さん？　娼婦のことか」

「うん！　ダフネっていうの。ダフネ姉さん、お金の為ならなんでもするっていう人なのね」

「なんでも？」

「なんでも」

　はっきりと頷うなずくオルティア。

「たとえばウ○コを――」

「ストップ！　それ以上の具体的な話は聞きたくない」

「あっいや、するのを見せるまでだけどね」

「微妙になんでもじゃなくないかそれ！」

　思いっきり突っ込んだ。

　金のためになんでもっていう割には、想像よりもはるかにマイルドで逆にびっくりだ。

「で、それに付き合ってくれる、ふとーい客を紹介して欲しいんだ。ほらヘルメスちゃん、腐っても貴族じゃん？」

「腐ってねえよ」

「ねっ！　一生のお願い」

「はあ……まあ、それは別にいいけど」

　特に考えることなく、頷いた。

　貴族同士でそういうのを紹介し合うのは珍しくないことだ。

　なぜなら、貴族は政略結婚が多い。

　政略結婚で愛情が芽め生ばえることは少なく、妻に好き勝手出来る訳でもない。家同士の問題に発展するから。

　そして何より、貴族は性せい癖へきがおかしいのが多い。

　何故かしらんが、非常に多い。

「ヘルメスちゃんも『オルティアマニア』だもんね」

「うっさいわ、心の声に突っ込んでくるな」

「ちがうちがう、顔に突っ込んだの。そういう顔してたから」

「どういう顔だよ！」

「ヘルメスちゃん、自分が思ってるよりも遥はるかに顔に出るよ？」

「……」

　それはともかく。

　性癖がおかしいのが多いから、貴族同士で好きに出来る女を紹介しあうのはわりと普通のこと。

　普通。

　これが最近の俺のマイブームだ。

　今までのが間違いだ。

　あえてダメダメに振る舞おうとして、逆の結果になることがほとんどだが。

　普通に振る舞えば、普通のことだけをやってればそういうことにはなりにくい。

　俺は方針転換したのだ。

「分かった、知りあいの貴族がいたら連れてくる。ちなみに写真とかはないか？　あった方が紹介しやすい」

「うん、これ」

「どれどれ――そーい！」

　俺は受け取った写真を、窓を開け放って豪快なフォームで大空に投げ捨てた。

「うんうん、さすが姉さんのフォーム、よくとんだなあ」

「ちょっと現実逃避しないでよ。はいこれ、予備だからちゃんと持ってて」

　オルティアはもう一枚――さっきと同じ写真を俺の手に押しつけてきた。

　お金の為なら何でもするといったダフネという娼婦は――子供だった。

　ぶっちゃけ、十歳にしか見えない子供だった。

　しかも結構可愛かわいい。

　お人形のような可愛さだ。

「こんなのダメだろ！　犯罪だろこれ」

「姉さんだって言ったじゃん。これでも大人なんだよ」

「へ？」

「ほら、エルフとドワーフのハーフの」

　世界中にいろんな種族がいて、ごく稀まれにわずかな例でハーフが生まれる。

　その中の一つ、ドワーフの父とエルフの母からハーフで生まれると、ドワーフの血を受け継いで生涯百三十センチくらいまでしか成長しなくて、エルフの血でものすごく若くて長命になる。

　外見は永遠に人間の女の子くらいで、びっくりするくらい長命になる。

「ダフネ姉さん、これでも百歳超えてるんだから」

「へえ、そうなのか」

「まあ、人間の歳に直せばまだ十歳くらいだけど」

「だからアウト!!」

「とにかくお願い、ねっ！」

　オルティアは俺を向いて、両手を合わせて、片目をつむってウインクした。

「というか、俺には頼まないんだな」

「だってヘルメスちゃん、ちょっと引くくらいおっぱい好きじゃん」

「引くなよ！　男がおっぱい好きで引くなよ！　一番普通だろ！」

「ちがうちがう」

　オルティアは人差し指を立てて、ちっちっち、とゆらした。

「え？」

「おっぱい好きはオッケー。そうじゃなくて『引くくらい』のおっぱい好き」

「……え？　普通だろ？」

「ノンノン」

　またまた人差し指を揺らされた。

「引くよー。あたし娼婦なのに引くくらいだよー。やっぱり貴族様ってちょっと変態なの多いよね」

「俺は普通だ！」

　お、俺は普通だ！

「大丈夫、あたし、そんなヘルメスちゃんも好きだから」

「うぐっ……」

「それよりも、ねっ。お願い。おっぱいなくてもいいって人をダフネ姉さんに紹介して」

　手を合わせたまま上目遣いで俺を見るオルティア。

　釈然としないけど、仕方ない。
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　オルティアの部屋を出て、娼館を後にしようとした。

　頼まれたこともあるし、色々とショックなこともある。

　今日はもう帰ろう、と思ったのだ。

「おわったか？」

　店の一階に降りてきて、ロビーに出ると、話しかけられた。

「あ、あなたは――」

　びっくりした。

　そこにいたのは国王。

　この前会ったばかりの国王がお忍びっぽい格好でいた。

「こちら領主様のお知り合いだということですが」

　店の小間使いの男がやってきて、そっと耳打ちするように言った。

「ああ……知り合いだ」

　小間使いの口ぶりだと、国王は正体を名乗ってないと見た。

　あくまでも貴族である俺の知り合いとしてそれなりの扱いをしている。

　これが国王だとばれたらこの程度ではすまない。

「えっと……」

　話を聞こうとするが、まずどう呼べばいいのかを迷った。

「キングだ」

「キング……さん…………」

　なんというか、隠す気があるのかないのか突っ込みたくなる偽名だ。

　が突っ込んだらダメだ、俺は我慢した。

「えっとキングさん、俺に用なのか？」

「一言言っておきたくてな。いいか？　父上のこともある、ヘスティアさんの前ではそれなりに敬意をはらって接するが、だからといって勘違いをするなよ」

「分かった」

　そのことを言いにきたのか？

　それなら大丈夫だし、ちょっとほっとした。

　調子に乗って国王との関係を「勘違い」することなんてあり得ない。

　俺は「普通に」生きるんだ。

　子爵と国王、その普通をちゃんと分かってるつもりだ。

「ねえねえヘルメスちゃん、この人もしかしてお金持ち？」

「え？　ああ、まあ……」

「お金持ちだよね、ヘルメスちゃんの知り合いだもん」

「そうだな」

　どうしたらいいのかとキングを見た。

　キングは「どうした？」って渋い顔のまま俺を睨にらむ。

「ねっ、この人紹介してよ」

「ふん、そういう話か。いらん」

　キングはすげなくことわった。

「ただの女に興味はない」

　まあ、国王だしそうだろう。

　その立場上、女なんてよりどりみどりだ。

　そもそもこの前、ヘスティアに会ったのに、「父親の女≒母親」って恐縮はしてたが、発情っぽいのはしてなかったしな。

　あのヘスティアでさえないのだから、ダフネは無理だろう。

「そんなこと言わないで。ねっ。ほらあんた、ダフネ姉さん呼んできて」

「はい！」

　オルティアに言われて、小間使いの少年があわてて娼しよう館かんの奥に走った。

「ふん、俺は暇じゃないんだぞ」

「すいません」

「まあいい、女には興味はないが、お前に聞きたいことはある。ヘスティアさんとはどういう関係だ、詳しく聞かせろ」

　まあこうなるだろうな。

　キングからすれば、俺とヘスティアの関係をちゃんと把は握あくしておかないと気持ち悪いだろうな。

　さて、どうするか。

「あっ、それならあたしが一緒に。姉様を紹介したのあたしなんだ」

「よし、なら一席作れ」

「はい！」

　その物言いから上客っぽい雰ふん囲い気きを感じたのか、オルティアも娼館の人間も急いで動き出した。

　俺は逆にちょっと困った。

　色々ごまかそう。

　――下手にでて納得してもらおう。

　そう思っていたところに。

「ダフネのお客様になってくれるお客様はどこ？」

　幼い女の子の声が聞こえた。

　声の方を見ると、十歳くらいの女の子が、可愛らしいドレス姿で現れたのが見えた。

　ドワーフとエルフのハーフ、娼婦のダフネ。

　こうしてみるとやっぱり子供だよな。

　実年齢百超えてるっていっても、これじゃ無理だ。
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　なにしろヘスティアの色香にさえも反応しなかったんだから。

「……いい」

「は？」

　やばいのが聞こえた気がして、ぱっと横を向いた。

　するとさっきまで渋じゆう面めんを作ってたキングが血走った目でダフネを見ていた。

「いい、すごくいいぞ。ぷにっとしたほっぺ、すらりとした手足、だというのにそこはかとない色気」

「……ええ」

　キングは一瞬でダフネに夢中になった。

「ヘスティアの――体臭フエロモンに反応しなかったのって、そういうこと……？」

「ヘルメス！」

「あ、ああ。な、なに？」

「紹介してくれるってのはこの子か？」

「まあそういうことだが……」

「ありがとう！　感謝する！　このお礼は絶対にする！」

　キングはそう言って、ダフネの手をとって二階に上がった。

　俺に話があるといって用意してもらった酒席とかは完全に無視して、ダフネとの二人っきりを選んだ。

「あはは、やっぱり貴族さまって変態が多かった」

　オルティアが楽しげに言った。

　いや、それよりも。

「まずいよ……まずいよ……」

「え？　何がまずいの？」

「あの人のお礼……絶対まずいよ」

「なんで？」

　それは国王だから……とは口が裂けても言えなかった。

　国王のお礼、絶対目立つよなあ。

　はあ……。

　ため息をついた俺の予測は当たった。

　しかも、結構最悪な形で。

　娼婦の斡あつ旋せん――なんて貴族同士では当たり前でも、国王の面めん子つで向こうは公言出来なくて。

　そのスケープゴートにされたのが、スライムロード討とう伐ばつ。

　スライムロード討伐の十字勲章をまたもらった、四つ目だ。

　今回は出所が国王直々に、しかも「余計なこと聞くな」と超厳重な箝かん口こう令れい。

　忖そん度たくと推測が噂うわさを爆発的に大きくして。

　カノー子爵は陛下にミスリル以上の何かをもたらした。

　と、ものすごい噂が広まったのだった。










55　御前舐めプ試合










　王都レティムに向かう馬車の中。

　天気もいいので、オープンカーみたいにして、道中の景色を楽しんでいた。

「いい風ですね」

　同乗している姉さんが、風に吹かれてなびく髪を手で押さえながらつぶやいた。

　景色を眺めるその横顔が綺き麗れいで、思わず見とれてどきっとした。

「……それより、何のために都に行くんだ？」

「あら？　そういえばヘルメスは初めてだったのですか？」

「その口ぶりじゃまた面倒なことになる気がするんだけど」

「大丈夫ですよ。弟父様おとーとうさまに貴族の義務を果たしてもらうイベントというだけですよ」

「面めん倒どう臭くささが余計に上がったんだけど……どういうことだ？」

「蹴けり姫ひめ祭さいに出場するのよ」

「蹴り姫祭？」

　そのネーミングでますますうさんくささは上がったが、「王都」で開かれる「姫」の祭り、その一文字が引っかかって、うかつなことは言わないように我慢した。

「カノー家ともまったくの無関係ではないのですよ。中ちゆう興こうの祖セレーネ女王ゆかりの祭りなのです。女王は若い頃すごくわがままで、気にくわないことがあれば臣下を誰彼構わず足あし蹴げにしていたというのです」

「そこからきてるのか」

「ええ。具体的な内容は、貴族同士が集まって、カボチャを蹴ってその飛距離を競うというものですね」

「なぜカボチャを」

「さあ、そこは曖あい昧まいなのですけど、女王がとても信頼なさったかたが進言したとか。カボチャを使った後デザートにして子供たちに振る舞えるとか。様々な説がありますね」

「女王の恥ち部ぶっぽいのがはっきりのこってて、祭りの由来があやふやって変な話だな」

「そういうこともあるのですよ」

「で、俺はそこでカボチャを蹴ればいいのか？」

「ええ。優勝してね弟父様」

「善処する」

　なるほど、蹴り姫祭か……。
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　王都レティム、夏の宮殿。

　水と緑あふれる、世にも美しい庭園のある宮殿だ。

　数百年前の国王が、寵ちよう愛あいしている妃きさきの為に建てたといわれる。

　都に到着した俺は、早速ここに出頭してきた。

「来たな、ヘルメス」

　庭園の美しさを眺めていると、背後からショウが俺を呼び、並んできた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております殿下」

「よく来てくれた、正直すっぽかすんじゃないかって思ってた」

「そんなことはしません」

　俺は苦笑いした。

　ちょっと前だったらそうかもしれないが、今は違う。

　方針転換した俺は、実力を必要以上に抑えるんじゃなくて、周りと同じくらい、平均くらいに合わせることにした。

　平均くらい、周りと同じくらいにしておくのが一番目立たない方法だ。

　なので――

「殿下、一つだけお願いが」

「ん？　なんだ」

「俺の番を、最後にして欲しいのです」

「最後？　……ふむ、そうだな、真打ちは最後に登場するものだ。分かった、そうしよう」

「ありがとうございます」

　真打ちにふさわしいパフォーマンスを出す気はさらさらないが、ショウが聞き入れてくれたのは助かった。

　これで、周りを見てから蹴ることができるぞ。

「そうだ、お前の利きき足は？」

「利き足？」

「利き足に合わせたカボチャを用意するんだ。いわば魔法のカボチャ。合ってる足で蹴ればすごく飛ぶが、違う足でなら飛距離が十分の一になる代しろ物ものだ」

「なぜそんなものを？」

「偉大なる女王を記念する祭りだから、盛大に空中戦をした方が格好がつくだろう？」

　なるほど。

　ここは噓をつく必要はない。

　俺は正直に右足だと答えて、ショウは分かったと言い、ここから立ち去った。

　これで前日にやることは終わり。

　都に取った宿に戻って今日はもうのんびりしよう。

　そうして立ち去りかけたその時。

「おや、これはこれはカノー子爵様じゃないか」

「うん？」

　俺の名前を呼ぶ声に振り向く。

　そこに、俺と同い年くらいの貴族の青年が立っていた。

　見覚えがない顔だが、向こうは俺を知っているようだ。

　……友好的じゃないのが気になるが。

「えっと……」

「はっ、知らないか、そうだろうな、今をときめく子爵様が俺みたいなのを知ってる訳ないよな」

「……」

　言葉がトゲマシマシだった。

　何が言いたいんだこいつは。

「どうだ？　女に泣きついてもらって手に入れた地位は？」

「泣きついて？」

「すっとぼけんなよ、自分の姉を義理の娘にしてまで手に入れた当主の座だろうが」

「……ああ」

　ポン、と手を叩いた。

　言われなければすっかり忘れていたところだ。

　いや都に来るまでの道中も姉さんに「弟父様」って呼ばれていたが、最近はそれが馴な染じみすぎて、すっかりそれの由来を忘れてしまっている。

　もともと、俺の上に三人の兄がいた。

　四男の俺に当主の継承が回ってくることはないんだが、ある日隕いん石せきが落ちてきて、三人の兄はまとめて事故死した。

　そこでもまだ、継承権は姉さんにあるんだが、謀ぼう略りやく家かの姉さんは即日国王に上じよう奏そうして、自分を俺の義理の娘にすることで、継承権を下げて俺に家を継がせた。

　それのことを言ってるのか。

「まあ、そこそこだな」

　話を理解した、ものすごい面倒臭い絡まれ方だとも理解した。

　適当にあしらって、話を終わらせようとしたが。

「どうだ？　女に恵んでもらった当主の座の座り心地は」

「そこそこだ」

　適当にあしらって、立ち去ろうとする。

「十字勲章もそうやって手に入れたのか？」

「……は？」

　立ち去りかけた俺、男の一言に思わず足を止めて、振り向いた。

「スライムロードに四つの十字勲章。あり得ないよな。どうやった。――娘でもさしだしたか？」

「……」

　すぅ、と目がほそまった。

　男を睨にらむ。

　男は鼻で笑い、おどけたフリをした。

「おお怖い怖い。女を使って成り上がったようなヤツが一丁前に男のプライドか？」

「取り消せ」

「人の口に戸は立てられない、そうだろ？　……まあいい、明日の祭りに出るのだろう？　偉大なるセレーネ女王の祭りだ、そこでは一切の政治もごまかしもきかない。そこでバケの皮が剝はがれなければ、ふっ、今言ったことを取り消してやるよ」

　男はそう言って、最後にまた鼻で笑い飛ばして、得意げな顔で立ち去った。

「……」

　その後ろ姿を睨んで見送る。

　久々に、腹の底にぐつぐつと煮えたぎる怒りが湧いた。





☆






　次の日、祭り本番。

　レティムを縦断する、セレーネ女王が戦争から帰還した時にパレードで使った、凱がい旋せん通りがある。

　その凱旋通りで、蹴り姫祭が開かれた。

　都の民が声援したりはやしたてたりする中、貴族が次々と登場しては、カボチャを蹴っていく。

　中には少女や、赤ん坊などが儀礼的に蹴っていき、和なごやかなシーンを演出するが、ほとんどの貴族は全力で蹴っている。

　それもそのはず、凱旋通りの先――王宮のテラスで国王のキングがずっと見ている。

　いわば……御前試合だ。

　貴族たちが全力を出していいところを見せようとするのは当たり前だ。

　そうして次々と貴族が蹴っていき。

「「「おおおおお!!」」」

　ふいに、この日一番の大歓声が沸き上がった。

　何事かと見れば、昨日――姉さんを侮辱した青年貴族が手を上げて、王都の民の大歓声にこたえている。

　更に見ると、凱旋通りの遥はるか先、国王が鎮ちん座ざしているテラスの直前まで、カボチャが飛んでいるのが分かった。

　今日一番の飛距離に、今日一番の歓声が送られている。

　男はそれにたっぷり答えてから、きびすを返してこっちにやってきた。

「残念だったな、これが実力の差だ」

「……」

　完全に勝ち誇っていて、上から目線だ。

「ヘルメス・カノー卿きよう、順番です」

　俺はそいつを無視して、蹴る場所に向かった。

　係のものがカボチャを所定の位置に用意した。

　赤・青と二色塗ってある内の赤だ。

　相対する色合いとして最も分かりやすい赤と青、今まで見てる感じからすると、それぞれ左足用と右足用に分けられているようだ。

　俺に用意されたのは、右足用の赤だということだ。

　まだ、前の男の余よ韻いんが残る中、俺はスタスタとカボチャに向かっていった。

　近い者がざわつく。

「はっ、助走もせずに――適当に蹴って茶をにごすのか」

　後ろから男の見下しきった言葉が聞こえてきた。

　それも無視。

　カボチャの前に立ち止まって、助走なしのまま左足を振り上げて――

「「「――っ!?」」」

　周りが驚く中、右足用のカボチャを左足で蹴った。

　十分の一に減衰するといわれる逆の足、カボチャはふわりと上がって、ぐんぐん飛距離を伸ばしていく。

　やがて、さっきの男とまったく同じところに飛んだ。

　ベスト記録と立てられた旗の地点に、寸分の狂いなく落下した。

　シーン。

　都は静まりかえった。

　違う足で蹴って、まったく同じ飛距離を出した。

　それは無言のメッセージ、少し考えれば誰にも分かるメッセージ。

　俺は振り向いて、コケにされた、と気づいてわなわなと震える青年貴族をにらみ返した。

『俺はまだ、本気を出していない』

　無言のメッセージに、男は息を吞のんでたじろぎ。

「「「わあああああああ[image: !!!]」」」

　一拍遅れて、都中が大歓声に包まれた。
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56　その程度じゃ本気を出さない










　王宮のテラスで、青年貴族が国王から表彰を受けていた。

　由ゆい緒しよある祭で、御前試合。

　そこで優勝して表彰されているんだから、本来ならものすごく名誉なことだが、そいつは顔を真っ赤にして、わなわなと震えていた。

　というのも、俺が辞退したからだ。

　逆の足で同じ成績を出して、誰の目にも分かる「まだ本気じゃない」をアピールした上で、仕上げに表彰を辞退した。

　その結果、表彰を受けてるそいつに歓声はなく、周りからひそひそと笑われていた。

「あれでよく表彰を受けてられるよな」

「そう言ってやるな、あれでも二位だ」

「にしても本当にすごいなあの人、どこの貴族様だ？　今年初めて見るぞ」

　そいつに対する意い趣しゆ返がえしで、付帯的に俺の評価があっちこっちで上がったが、まあ本気じゃないし、底は見せてないし問題ないだろう。

　俺は遠目でそいつの顔が真っ赤になっているのをたっぷりと堪たん能のうしてから、静かにその場から立ち去ろうとした。

「ヘルメス」

「ん？　ショウ殿下か」

　俺を呼び止めたのは、第三王子のショウ・ザ・アイギナだ。

　竜王の影の一件のあと、リナと同じように、やたらと俺に目を掛けるようになった男だ。

「表彰を断ったか、お前らしい」

「すみません、目的は達したので」

　ショウとリナあたりは、ある程度腹を割って話した方がいいみたいだから、すっとぼけないで素直に話すことにした。

「ネックスが何かしたか？　まあ、彼のことだ、言わなくてもいい、余計なことを言ったのだろうが」

　ショウは微笑ほほえんだまま言った。

　なるほど、そういう性格なのはショウにも分かってるのか。

　やっぱり下手へたなごまかしをしないで正解だったな。

「それよりも、お前に相談がある」

「むっ」

　ショウの表情が一変。

　それまでの穏やかな微笑みから、硬い、真剣な顔つきに変わった。

　俺についてこいと目配せをして、先に歩き出す。

　真ま面じ目めな話はなるべくご勘弁願いたいところだが、相手がショウだとそうもいかない。

　とりあえずなんの話かだけでも聞こうと、ショウについていった。

　テラスが見える宮殿の中から、ぐるっと大きく回って、宮殿の反対側にやってきた。

　間に宮殿をはさんだ結果、民衆を含んだお祭り騒ぎが途端に遠くなって、まるで別世界の出来事のように感じられた。

　誰もいない庭園の中に入ってから、ショウは立ち止まって、俺に振り向いた。

「むっ」

　表情が、ますます真剣なものになっていた。

「あの……聞かないって訳には……」

「ここ最近、国中で多発している隕いん石せきの話だ」

「――っ！」

　ピクッ！　と眉まゆがはねた。

「お前はやっぱり賢いな」

「……ふう」

　俺はため息をついた。

　観念して、ショウに答えた。

「よほどの馬鹿でも分かりますよ、あれは。カノー家の領内だけで二回も落ちたんだ。何もない偶然、ただの自然現象って思う方が難しい」

「それに魔族が絡んでいる……だろ」

「……はい」

　やっぱりそれもそうだったか。

　ショウは空を見上げて、語り出した。

「ここ最近国中に多発している隕石、その大半は隕石の中から魔族が現れるおまけ付きだ。何者かの意志を感じるが、それを辿たどるには手かがりが不足しすぎている」

「俺にそれを探れっていうんですか？」

　すっっっっっっっっっっげえ、面倒だぞそれは。

「いや、そこまでは」

　ほっとした。

　ほっとするのはまだ早いとは思うが、それでも思わずほっとした。

「実は昨日、レティムの郊外にまた一つ落ちた。それを排除してもらいたい」

「排除？　調べないのか？　昨日落ちたばかりだったら何も分かってないんだろ？」

「まずは排除だ。蹴り姫祭の期間中に大騒ぎになってはまずい。国の威信が地に落ちる。何かがおきる前に排除したい。それに……」

　ショウはそこで言葉を止めて、俺を見た。

　まるで答え合わせを待っているかのように。

　俺はため息をついて、言った。

「……どうせまた落ちる」

「その通り」

　ショウの話が本当なら、国のあっちこっちに不定期に落ちているってことになる。

　祭りの真っ最中に落ちたそれを排除しても、いずれどこかでまた落ちるのは簡単に予想がつく。

「頼む、やってくれないか。報ほう酬しゆうは――今までの十字勲章全部取り消し、でどうだ」

「……」

　ショウが出してきたのはとても魅力的な提案だった。

　俺のことをよく分かっているショウだからこそ、対価として出せるものだ。

　それはものすごく魅力的だ。

　ちょっと前までだったら、俺は一も二もなく飛びついただろう。

　が、今は違う。

　普通でいこうと方針転換してる。

　十字勲章四つ全部取り消しなんて、逆に目立ちすぎてしょうがない。

　それはダメだ、逆にダメだ。

「いや、それはいい。報酬とかいらない。終わった後全部殿下がやったことにしてくれればそれでいい」

「ありがとう！　助かるよ」

　ショウはものすごい勢いで喜んだ。

　さて、若じやつ干かん面めん倒どう臭くさいことになったが……しょうがないな。
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　その夜、ショウにもらった地図を頼りに、レティムを出て、郊外にあるという隕石に向かった。

　夜に動いたのはもちろん、誰にも見られないように任務を遂すい行こうしてしまおう、という狙いだ。

　そのため姉さんは王都の宿に置いてきた。どこに行くのかと聞かれたら。

『これ見てこれ、王都一のオルティアの予約が取れたんだ――』

『そーい！』

　というやりとりでごまかした。

　入手したばかりの『オルティア・レティム編』が犠ぎ牲せいとなって星になったが、これは後でショウに請求しよう。

　いや、前言撤回して王都一のオルティアに引き合わせてというのもありかもしれない。

　そんなこんな思いながら、人ひと気けのない郊外の街道を進んでいくと、地図で描かれた隕石の場所に辿り着いた。

　前にピンドスの郊外に落ちた隕石と似たようなヤツだ。

　ということは、剣聖のじいさんと同じように、まずは割って、その中から出てきたものを退治する。

　それでいいのかな。

　なんにせよまずは割ろう。

　と、思ったその時。

「おっ、いたいた」

「こんな辺へん鄙ぴなところまで来させやがって」

「まあまあいいじゃねえか、人目につかなくてやりやすいってもんだ」

　急に、軽薄な口調とともに、三人の男が現れた。

　三人ともたいまつと、安っぽいが実用的なロングソードを持っている。

　口調もさることながら、いかにも柄がらが悪く、まともな稼か業ぎようをしてない格好の連中だ。

「なんだお前らは」

「わるいな旦だん那な、ちょっとあんたに痛い目にあってもらうぜ」

「あんたはやり過ぎた、分かるだろ？」

「まっ、指か骨の何本かで勘弁してやるからよ」

「……」

　男たちの言葉に目を眇すがめた。

　同時に周りの気配を探った。

　男たちの向こう、十数メートル離れた先に、木の陰に隠れている人間の気配を感じた。

　多分あの青年貴族――ネックスといったか。

　そいつと、そいつが雇ったごろつきだ。

「はあ、そうきたか」

　三人の男は続々とロングソードを抜き放ち、――薄っぺらい殺気を剝むき出しにして向かってきた。

「抜かないのかい旦那。観念したのならこっちも仕事がやりやすくていいが」

　男の一人が嘲ちよう笑しよう混じりに言った。

　抜かない、というのは俺の腰に下げられたロングソードに向けられた言葉だ。

　隕石と、その中から出てくる魔族に備えて持ってきたものだが。

「まっ！　抜いても意味ねえけどな！」

　一人が叫んで、三人が同時に斬きりかかってきた。

　ガシッ！

「えっ！」

「なっ！」

「馬鹿な!!」

　三人が同時に驚きよう愕がくの声を上げた。

　闇夜の中、冷たい光を放つ三つの斬ざん撃げきを、俺は素手で摑つかんで止めた。

　いわゆる「パー」で突き出した手、その指の間で三本ともはさんで止めた。

　そして、手首をひねる。

　パキキキーン！

　連なる三連続の金属音、ロングソードが三本とも折れた。

　これ以上ザコにかかってもいられない、折った切っ先をそのまま投げ捨てて、全員に当て身を喰らわせて気絶させた。

「なっ！」

　今度は遠くから声が上がった。

　ネックスの声だ。

「はあ……」

　なんたる間抜け。

　隠れて見てるのなら最後まで隠れてろよ。

「出てこいよ」

「……お前、何をした」

　観念して出てきたネックスは俺を睨にらみながら聞いてきた。

　答える必要はない。

　俺は無言のまま踏み込んで、ネックスにも当て身を喰らわせた。

　こいつを気絶させて、さくっと隕石を片付けて帰ろう。

　そう思って問答無用にネックスを沈めた。

「ぐはっ！」

　ネックスは膝をついたが、気絶はしなかった。

　ちょっと力量を読み違えたみたいだ。

　まあ、曲がりなりにもカボチャ蹴げりで他の貴族どもを抑えての二位になった男だ。

　基礎能力はある方か。

「くそっ……くそっ……くそぉぉぉ……」

　ネックスはうずくまったまま、恨みの言葉を繰り返す。

　もう一発入れて、確実に沈めよう。

「むっ！」

　その時異変が起きた。

　ネックスの周りに黒い何かが集まった。

　集まって来たものの出所を見ると、隕石からだった。

　隕石から漏もれ出すように出来た黒い何かが、ネックスの周りに集まって、その体に取り込まれていった。

「ぐお、ぐおおおおお！」

　黒い何かが体の中に入るたびに、ネックスは苦く悶もんとも怒号ともつかぬ声を上げた。

　あっけにとられている内に、ネックスの体が膨ふくれ上がり、人間の倍はある、二足歩行の魔物に変化した。

「……なんともまあ」

　これはあれか、心の闇に乗っ取られたとか、そういうヤツか。

　ちらっと隕石をみた。目の前の魔物の圧倒的な存在感に比べて、隕石はそういうのがなかった。

　何も感じられない、ただの石になっている。

　完全にネックスに乗り移ったようだ。

「ふっ」

「うん？」

　いきなりシニカルに笑ったネックス、何事かと振り向くと、魔物に変化したそいつは無む造ぞう作さに腕を横に振った。

　その衝撃波が真横に走って、街道に一メートルを越す深い溝みぞを作り出した。

「素晴しい、この世にこれほど素晴しく愉ゆ悦えつなことが存在するとは」

「魔物の口調じゃないな」

「魔物？　違うな、これは神に匹ひつ敵てきする力だ。俺に１２０％適合した、運命の力なのだよ」

「はあ……そうですか」

「状況が分かっていないのか？」

　ネックスはもう一度、さっきとは反対側の腕を振った。

　同じ深さの溝が反対側に走った。

「この力、人間の体に振るったらどうなるか分かるな。俺は今気分がいい。そうだ、その剣を抜け、三回まで斬らせてやろう」

「いや、そんな必要はない」

「遠慮するな、これは慈じ悲ひ――」

　魔物ネックスの懐ふところに踏み込んで、斜め下からえぐるような右フック。

「ぐはっ！」

　ネックスの足が一瞬浮き、体が「く」の字になるほど折れ曲がった。

「その程度の力、本気を出すまでもない」

「なっ、ばっ――」

　俺はもう一度ボディブローを放った、二度殴なぐられたネックスの口から黒い何かが飛び出した。

　それを摑んで、引っこ抜く。

「あああ、あああああああっ！」

　口からずるずるっと黒いのを引っ張り出すと、ネックスは怯おびえだした。

　引っ張り出したものを炎の魔法で消滅させると、人間に戻ったネックスは絶望に打ちひしがれ、うつろな目で虚空に消えたそれを見つめ続けるのだった。
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　ヘルメス・カノー。

　十歳になった誕生日の日は一人で過ごしていた。

　貴族であるヘルメス家に生まれたが、四男であり、上の三人の兄がいずれも健在であるため、日頃からヘルメスのことを気にかける人間は少ない。

　この日も誕生日であるのにも拘かかわらず、パーティーやプレゼントの気配はまったくなく、ヘルメスは屋敷の庭で一人、駆け回って遊んでいた。

　虫を捕まえたり木に登ったり、たまに蟻ありの穴に水を流し込んで観察する、ありふれた子供だった。

　そんな彼は、一人の少女と出会う。




　ガサゴソ、と草むらが音を立てたあと、一人の少女が姿を見せた。

「お前、だれだ？」

　幼いヘルメスは、貴族の子供にありがちな、野の放ほう図ずな尊大さが宿った声で少女を誰すい何かした。

　ヘルメスより少し背が高く、黒い服を纏まとっている少女は、その快活さを主張するようなくりっとした大きな瞳で、目の前の少年を見つめた。

「……」

「な、なんだよ」

　なにも言わず、若じやつ干かん身を屈めて、前のめりで観察してくる少女に、ヘルメスは何故か気け圧おされてしまった。

　四男とはいえ、貴族の子息だ。

　使用人たちに無条件で傅かしずかれるヘルメスは、その幼さも相まって、本来は怖い物知らずのはずだ。

　それなのに、何故か、目の前にいる少女に気圧されてしまった。

「似てる、かな？」

「にてる？」

「スンスン……匂においも一緒。ねえ、キミって、ナナおねーちゃんの末まつ裔えい？」

「ナナ、おねーちゃん？」




　聞いたことのあるような、ないような名前だ。

　ヘルメスは名状しがたい恐怖に包まれて、やがて歯の根が合わなくなってガタガタ震えだした。

「あっ、ごめんごめん。最近人がいないところにいたから、ダダ漏れだったね。これでどうかな」

　少女がてへっ、と悪戯いたずらっぽく舌を出したあと、どういうわけか恐怖が収まった。

「もう怖くないかな」

「あ、ああ……」

「そっか、よかった。最近はますますおかーさんに似てきちゃっていけないね」

「……」

「って、言っても分からないよね。それよりも、ななおねーちゃんの子孫？　えっと、カノーの人？」

「ああ……ヘルメス・カノーだ」

　ヘルメスは年相応の稚ち気きを含んだ口調で頷うなずき、名を名乗った。

「やっぱり。おとーさんとナナおねーちゃんの匂いがするからもしかしたらって思ったんだ」

「お前は何者なんだよ」

「私？　うーん、私の名前を出すとみんな怖がるから。おかーさんほどじゃないけど」

「はあ？」

「それよりも――ねえっ、ナナおねーちゃんの子孫なら強いよね。剣の腕とかすごいよね」

「そんなの、しらねえよ。稽けい古ことか全部サボってるからな」

「サボってる？　どうして？」

「無駄な努力じゃん。俺、四男だし」

　少女はしばし首をかしげて、考えた。

　見た目は十二歳かそこらの少女だが、その瞳には永い星せい霜そうを重ねてきた深みがある。

　それで少し考えると、ヘルメスの言いたいことを理解した。

「四男で家を継げないから、何をやっても意味ない、ってことかな」

「そうだよ」

「それはもったいないよ」

「はあ？」

　少女は再び、顔を近づけて「スンスン」と匂いをかいできた。

「ナナおねーちゃんの子孫で、こんなにナナおねーちゃんの匂いが濃いんだから、すっごい才能のはずだもん」

「才能があっても意味ねーよ」

「そんなことないよ。これくらいの才能なら、鍛えたら貴族なんて屁でもないくらい強くなるよ。人類最強間違いなしだよ」

「ふーん、でも鍛えるの面めん倒どう臭くさいんだよな」

「……じゃあこうしよう。私が、修行をつけてあげる」

「修行？」

「そっ――こんな感じで」

　少女はにこりと微笑ほほえんだ後、なんと、人間から黒い剣に変身したのだった。





☆






「その剣がめちゃくちゃ重くてさ、ぶっちゃけこの屋敷よりも」

　屋敷の庭で、俺は安あん楽らく椅い子すに寝っ転がったまま、姉さんに語った。

　黒こく衣えの少女が剣に変身したと聞いた瞬間、それまで聞き入っていた姉さんが途端にうさんくさいものを見る目になった。

「で、そんなクソ重い剣を持たされているうちに、いろんな能力が上がって、強くなってしまったのさ」

「それがヘルメスの強さの秘密ですか？」

「そういうことだ」

　俺はそう言い、安楽椅子の横に立てかけていた剣を取って、姉さんに突き出す。

　姉さんはそれを受け取って、まじまじ眺める。

「これがその剣？　普通にもてますが」

「いや、それはレプリカ。豆腐で作ったヤツ」

「そーい！」

　姉さんはレプリカの――魔剣を大空に投げ捨てた。

　剣は途中で崩れて、ボロボロになって砕くだけ散った。

「なんてものを作らせるのですか！」

「いやいや、豆腐の剣は大事だよ。それでドラゴンを斬きらされたんだから」

「え？」

「最後の修行――卒業試験っていうのかな。修行の途中からどんどん材質をもろくした同じ形のものを使わせられた。そのラストが、豆腐製の剣でドラゴンを斬るってものだったんだ」

「……騙だまされませんよ」

　姉さんはしばし俺を見つめてから、はあ、とため息をついた。

「真ま面じ目めな顔で噓ばっかり。ねえヘルメス、もっとちゃんと本気を出しなさいな」

「分かった分かった、明日からな」

「はあ……」

　姉さんは諦めたようにため息をついて、立ち去ってしまった。

　古いにしえより伝わるやらないときの言い方、「明日から本気出す」「前向きに検けん討とうする」「善処する」。

　そのうちの一つを言われて、姉さんは大きなため息を残して立ち去った。

　俺は微苦笑して、手のひらに残った豆腐のカスをしばし眺めてから、指でそれをはじいた。

　はじかれた豆腐のカスは、遠くにある庭木を吹っ飛ばした。

　久しぶりに話したせいで、あの時の女の子が懐かしく思えてきたのだった。













あ と が き







　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様お久しぶり、あるいは初めまして。

　台湾人ライトノベル作家の三み木きなずなでございます。

　この度たびは『俺はまだ、本気を出していない』の第二巻を手にとって下さりありがとうございます！




　皆様のおかげで二巻をだすことが出来ました。

　今回もタイトル通り『異世界で最強過ぎて、本気を出さなくても最強』な主人公の物語です。

　あまりにも強すぎて、隠そうとしてもついつい目立ってしまって、「あれ？　俺またなんかやってしまった？」といつもなってしまいます。

　第一巻の読み味を完全に引き継いでおります。第一巻を買って下さった方は安心してこの第二巻を、この巻を立ち読みして気になった方は是ぜ非ひ二冊ともレジにお持ち下されば幸いです。

　なにとぞ、よろしくお願いいたします。




　最後に謝しや辞じです。

　イラスト担当のさくらねこ様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。表紙を飾ったヘスティア、綺き麗れいで色っぽくて見る度にうっとりしてます。

　担当編集Ｔ様。色々と本当にありがとうございます！

　二巻刊行させてくださったダッシュエックス文庫様。感謝の言葉もありません。

　これを手に取って下さった読者の皆様方、その方々に届けて下さった書店の皆様。

　本書に携たずさわった多くの方々に厚く御礼申し上げます。




　三巻もお手に取って頂けることを祈りつつ、筆を置かせて頂きます。





二〇一九年六月某日　なずな　拝
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